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　王国暦七五五年。花か草そう月づき（四月）二十一日。

　長かった冬が終わり春になると、ローディア大陸の草木はここぞとばかりに芽吹きはじめる。薄い黄色の、わずかな背丈しかない植物は瞬く間に大きくなり、大地を緑の絨じゆう毯たんへと変へん貌ぼうさせる。石と砂しかない荒野ですら、わずかな水たまりの傍らで草花は生命を謳おう歌かしていた。

　フィンメルハウゼン王国の春は、いつもこのようなできごとの繰り返しだ。だがこの年に限っては、陽の光は細く暖かみをほとんどもたらさなかったため、草木もいつもより遅れて芽吹きはじめていた。

　そのためか、土地の司祭などは口を揃そろえて「不吉の前触れ」と噂うわさしていた。このように植物すら身を潜ひそめ続つづけるのは滅多にないこと。陽よう暗あん神しんと陰おん明みよう神しんが人の愚おろかさにあきれ果て、陽の光をお与えになることを止やめたのだ。近いうちにローディア大陸には双神の怒りが放たれ、多くの人が斃たおれ伏ふすことになるだろう、と。

「人々の不安につけ込んで喜き捨しやを集めるいい商売だよな」

　アルメインは呟つぶやいた。

「双そう聖せい教きようだけじゃなくて、宗教は大抵そんなもんか」

　話し相手がいるわけではない。ただの独ひとり言ごとだ。彼はゆっくりと歩きながら、そんなことを口にしていた。

　フィンメルハウゼン王国を出しゆつ奔ぽんしていたころ、彼はローディア大陸の様々なところを巡った。大陸の主な宗教はもちろん双聖教だが、中にはその地域だけでしか信仰されていないようなものもある。双神の威光とて、隅々まで照らしているわけではない。

　アルメインの見るところ、どのような小規模な宗教であれ金の問題は必ずつきまとう。世の中という車輪は金という油を使ってはじめて回る。例外はなかった。

　なので彼は、宗教を心から信じることができなかった。生きるために必要としている人間は多く、実際救われていることもあるのだが、俗物的なものを感じ取ってしまうのだ。

　あまりよくない癖くせだとは思っている。双聖教はローディア大陸のあちこちで信仰されており、フィンメルハウゼン王国内にあるテーアドーラ大聖堂がその中心となっている。心中はどうあれ、表面上はにこやかに双聖教と接するべきなのだ。

　そしてアルメインは今、そのテーアドーラ大聖堂の裏庭にいる。

　この場に来たことに理由はない。いつも王宮の庭を散歩しているのだが、気分を変えたくなっただけだ。

　ヴィーリシス大王の后きさきテーアドーラが寄進した大聖堂は、かねてより王家との繋つながりが深い。地下には墓所があって、歴代の王はそこに葬ほうむられることになっている。そして裏庭には、ヴィーリシス大王の像があった。

　彼はその像を、ぼんやりと見つめていた。

　ヴィーリシスはローディア大陸をはじめて統一した偉大な王である。故に大王と追号されている。威光は各地に残っており、その名を冠した道、山岳、都市などが存在していた。

　そのため、ローディア大陸内で戦端を開く国家は大抵、ヴィーリシス大王の話を持ち出す。大王の遺志を継いで大陸に秩序をもたらすために、不ふ埒らちな国家を誅ちゆうするというわけだ。

　現在、フィンメルハウゼン王国の最高権力者となったアルメインは、まだこの手法を取ったことがない。表面上「相手の攻撃を受けて立った」ことになっているので、大層な口上を述べる必要がないのだ。だがこれからは、ひょっとしたら必要になるかもしれない。

「カリーン」

　彼は忠実なメイドの名を呼んだ。

「お側そばに」

　声がして、メイド服の女性が現れた。

　誰だれもいない空間に突然出現したようにしか見えなかった。アルメインは一人でこの裏庭を散策していたはずであった。

　カリーンは常にアルメインの側にいる。姿は見えなくても、いるのだ。彼女は身の回りの世話から余人には明かせない仕事まで、あらゆることをこなしている。

　彼はちらりとカリーンに目をやった。

「ヴィーリシス大王は軍を動かす前に、必ず双聖教に伺うかがいを立てたらしい。双神の名の下に大義名分を手に入れたんだそうだ」

「はい」

「俺おれもやる必要があるかな」

　カリーンは特に悩む様子もなく、答えた。

「おこなわなくてもよろしいかと」

「理由は？」

「まず第一に、伺いを立てることによって、アルメイン様が双聖教より格下であるとの印象を与えます。あの事件以来コットロー聖下は大人おとなしくしておりますが、好機とみるかもしれません」

「毒どく蛇じやの前に腕を差し出すなってことか。次は？」

「大王の行為はしょせん伝説です。本当はしていませんでした」

「……君、見ていたわけじゃないよな？」

　アルメインの言葉に、カリーンは沈黙で応こたえた。

　彼は軽く肩をすくめると、自らの足下に視線を動かした。

　裏庭はあちこちに草が生えているのだが、そこだけは土が顔を出している。何本かの草が芽吹いているのみだ。

　またカリーンに目を戻す。

「双神の名を使わないにせよ、それらしい理屈は必要だ」

「はい」

「これからおこなうことは、特に」

　アルメインは、今年中にフィンメルハウゼンの全国力をかけて、あることを開始するつもりでいた。

　グーゼルホーフ帝国侵攻である。相手は北の大国にして、屈強な兵を有する軍事国家。通常ならこちらから戦端を開くことなど考えたりはしない。

　だが彼は、今こそが好機と考えていた。

「グーゼルホーフの様子はどうだ？」

「相変わらず一進一退です。どの勢力も国土を掌しよう握あくするに足る決め手に欠けています」

　カリーンが答えた。

　現在、グーゼルホーフ帝国は混乱の極みにある。半年ほど前から内戦が勃ぼつ発ぱつしているのである。その原因はアルメインとフィンメルハウゼンにあった。

　昨年、フィンメルハウゼン代王の一人であったヴィントレーアが、グーゼルホーフに亡命し、軍を借りて王国に侵攻してきた。だがこれはアルメインによって防がれ、六万の軍が壊滅する事態となった。常備軍の半数が消滅する事態に、侵攻を指示した皇女エーレントラウトへの非難が高まる。そんな中、皇帝カルゼンハイン五世が崩ほう御ぎよしたのだ。

　カルゼンハイン五世は後継者を名指ししなかった。そのためエーレントラウトが女帝になるはずだったのだが、先の敗北が反対派に火を点つけた。自軍の半数をも失うことになった女に、帝国の舵かじ取とりを任せてよいのだろうかと。

　さらにエーレントラウトが帝位継承の第一人者であることが逆に作用した。そもそもエーレントラウトより優位にあった帝位継承者は八人いたのだが、全員が死没していたのだ。ここになんらかの謀ぼう計けいがないと考える方がおかしい。

　このような理由により、反エーレントラウト派の貴族たちは叛はん旗きを掲げると共に兵を挙げた。帝国を壟ろう断だんしようとする女め狐ぎつねに玉座を渡してはならない。忠誠を誓うものたちは我らが旗の下に馳はせ参さんじよと。

　当然エーレントラウト皇女も正当後継の名を御み旗はたに鎮ちん圧あつにかかる。帝国の名を汚し、帝室に弓引くものたちを叩たたき出ださねばならないと。

　かくしてグーゼルホーフ帝国は二つに割れた。完全に真っ二つになったわけではなく日和ひより見みを決めているものも多い。さらに独自の基盤を作らんと独立国家を宣言した山賊まがいのものたちも含めると、どれだけの集団がうごめいているのか想像もつかない。まさに混こん沌とんの名が相応ふさわしかった。

「楽しそうなこった」

　アルメインは呟く。ただの感想なので、カリーンは返事をしなかった。

　彼はまた言った。

「混乱が長引けば長引くほど、フィンメルハウゼンには有利だな」

「今のところは。以前はフィンメルハウゼンも混乱の最中にありました。今の盤石ぶりはグーゼルホーフとは比べものになりません」

　フィンメルハウゼン王国はヒルトルートの逝せい去きよ以来、三人の代王による統治を経へて、アルメインの下に一本化されている。また南西のベールランド連合王国との関係も良好であり、少なくとも表面上は衝突する要素はなかった。

「あの内乱が明あ日す明後日あさつてで決着するとは思えません。フィンメルハウゼンには充分な時間があります。ただ他国が私たちより先に手を出さなければ、ですが」

「グーゼルホーフは一種の魔境だ。手を突っ込んだ途端、あっという間に全身を取り込まれ、際限なくのめり込むことになる」

「大国への介入とはそのようなものです。他の国々が傍観しているのもそのためでしょう」

「俺にも無理だと思うか？」

　その質問に、カリーンはすぐには答えず、じっとアルメインを見つめた。

　しばらくして、形のよい唇くちびるが開かれる。

「いえ。アルメイン様なら成し遂げられると、確信しております」

「グーゼルホーフは広大だ」

「問題ではありません」

　カリーンは続けた。

「皆、あの広さに惑まどわされますが、今は中規模の国が二つと小国が乱立しているようなものです。しかも互いに対立しており手を組む様子もありません」

「なるほどね」

　その説明は、アルメインを納得させるのに充分なものであった。

　ただこの会話で触れられていないことが一つある。アルメインもカリーンも、フィンメルハウゼンがグーゼルホーフの領土に侵攻することを前提としているのだ。余人が耳にしたらあるいは正気を疑うかもしれない。他国と戦うことへの精神的な障害が低い時代とはいえ、やはり尋じん常じようなことではない。

　だが彼は、そうする必要があった。グーゼルホーフと戦端を開いてでも成すべきことが。

　不意に、手のひらが熱くなった。

　じっとりと汗が滲にじむ。耐えられないほどではないが、自覚できるほどの熱。

　やがて熱と共に、空中にあるものが浮かび上がった。

　昏くらい、臙えん脂じ色いろをした宝石。輝きは深く、じっと見つめていると呑のみ込こまれそうだ。それがアルメインとカリーンの中間に浮いていた。

「冥めい玉ぎよくめ……」

　アルメインは呟く。

「いつも、いきなり俺の前に出現する。嫌がらせか？」

「冥玉は気まぐれです。こうして現れたのは、アルメイン様の決断を歓迎しているのでしょう」

「無理に背中を押されているようにも感じられるな」

　冥玉はゆっくりと回転しながら、蠱こ惑わく的てきな光を放っていた。

　遙はるか昔から冥玉はこの地にあったと伝えられている。十三王朝の時代には他の宝石と共にそれぞれの王朝へと受け継がれていたが、今に残るのはこの冥玉のみ。

　冥玉は自らの主あるじと定めたものに輝きを見せるという。故に「王が冥玉を得るのではなく冥玉が王を得るのだ」と称されることも多かった。

　この宝石が一般の目に晒さらされることは少ない。一種の秘宝だ。だからこそ神秘性を増し、王の象徴として扱われるのである。

　アルメインは空中に浮かぶ冥玉を見つめていた。

「こいつは俺がグーゼルホーフを攻めるのがそんなに嬉うれしいのか」

「王となるべきお方に方向を指し示すのが冥玉です」

「グーゼルホーフを攻める気はない……と言うわけじゃない。が、俺の目標は冥玉と違うところにある」

　カリーンは静かに頷うなずいていた。彼女もアルメインの決意は知っている。

　アルメインの求めるものは平和である。冥玉や王家の血などに囚とらわれず、争うことのない世界。王たちが争わなければ民も血の気が抜けてくるだろう。時間をかけてじっくりと、自力救済ではなく法が統治をする。世界から闇やみを払ふつ拭しよくするのだ。

　矛盾しているようだが、そのためにアルメインは戦わなければならない。

　戦い、勝つことによってローディア大陸に平穏をもたらすのだ。

「平和か……」

　アルメインは呟く。

「我ながら余計なことを言ったもんだ」

「アルメイン様なら可能です」

　カリーンは先ほどと同じことを言う。

「ですから冥玉に選ばれました」

「王になる人間なら、統治の内容がどうであれ、冥玉には関係ないのか」

「力あるものを導くのが冥玉です」

「なるほどね」

　アルメインは小さく頷く。

　顔を上げ、北側に目をやる。青い空。この遙か向こうにグーゼルホーフ帝国が存在する。

「グーゼルホーフへ侵攻するための、文書を起草する必要があるな」

「内戦中です。向こうは読む暇すらないでしょう」

「分かりやすく、大きい字にしてやろう」

　彼はカリーンに目を戻す。

「グーゼルホーフ国内の情報を集めろ。君の部下はもう潜入しているんだろう」

「はい。ですが、詳しい情勢となると……」

　カリーンは珍めずらしく口を濁した。アルメインは怪け訝げんな表情を浮かべる。

「どうした」

「彼女にも話を聞く必要があります。宰さい相しようの部下だった女性です」

「ああ」

　フィンメルハウゼン王国の宰相テルヒムは、ヴィントレーアによって殺害された。その下で裏仕事をおこなっていた人物が存在するのである。彼女の名はエルラニア。諜ちよう報ほう組織である「白はく磁じの吐と息いき」の長である。

「今はどこだ」

「ナリア様が使っています」

「ヴィントレーア姉さんの側にもいたんだ。確かにグーゼルホーフ側の事情にもある程度通じている」

「情報は多方面から相互確認するのが一番です」

「君は気に入らないみたいだな」

「他にもあります」

「どんな？」

　カリーンはしばらく無言になる。

　アルメインはせっつかない。やがて、メイドが口を開く。

「……今はお話しすべきときではないかと」

　彼は「分かった」とだけ言った。

　それでグーゼルホーフの話題は終わった。しばらく無言の時間が流れる。

　アルメインはヴィーリシス大王の石像を見た。それから爪先で自分の足下をまさぐる。

　乾いた土が剝がれ、湿った部分が露あらわになった。

「……ここになにか置いてあったはずだ」

「はい？」

「確か覚えがある。石の箱だったか。メーニカと話したときに座ったはずだ。なのに、今はない」

「その中になにかがあったと？」

「気になっている」

　彼は再びヴィーリシス大王像を見上げた。

「この像もなんだか気になるんだ。もしかしたら、俺のことを監視していたんじゃないかって。石にできるわけないんだが」

「……かつて、地下墓所に入った王族のことを見張るための設備が作られたとの噂はありました。警備上の理由だったと思いますが」

「今でも使われているのか？」

「もはや覚えている人間はほとんどいないはずです」

　このとき二人は、大王の台座にある噴水用の穴から、地下の音が伝わることを知らなかった。この管で地下墓地の会話は筒抜けとなっている。そして活用したのはアルメインと同じく宮殿の住人。その人物は、アルメインの苦く悶もんを楽しんでいた。

　カリーンが言った。

「お気になられるようでしたら、部下に調べさせます」

「いや……いい。君の部下には働いてもらうことが多いんだ。グーゼルホーフのことも、姉さんのことも」

「申し訳ございません。ヒルトルート様のご遺体は、未いまだに発見できておりません」

　カリーンが頭を下げて詫わびる。

　アルメインの姉ヒルトルートの遺い骸がいはこの地下墓地に葬られたはずなのだが消失していた。犯人は不明で、どこにあるのかもはっきりしていない。

　アルメインは顔をしかめる。

「あの姉は、死んでまで俺を悩ませる」

「死体に権力はありません、と断言できればよいのですが」

「姉さんの存在は大きすぎたからな」

　小国フィンメルハウゼンに歴史以外の存在感をもたらしたのは、紛まぎれもなくヒルトルートの業績である。外交手腕を駆使し、様々な条約策定に関わってきた。遠方で発生した紛争の調停を、わざわざテーアドーラ大聖堂でおこなったこともある。双聖教の威光を背景に当該国に決定を遵じゆん守しゆさせ、調停者であるフィンメルハウゼンの価値を高めたのだ。

　ヒルトルートの名は知られているので、遺骸を粗末に扱ったとなれば非難されるだろう。アルメインはそうなる前に片をつけなければならない。

　それだけではない。彼はヒルトルートの遺骸を早く地下墓地に安置したかった。

「そうじゃないと安心できない。いつまでも姉さんの影を感じていたくはないんだ」

「まさにそれが、盗掘した人間の狙いかもしれません。外交上の理由以外でヒルトルート様のご遺体を盗み出すのは、アルメイン様を標的にしたとしか」

「どこのどいつだ」

　彼は首を振った。見当がつかない。きっと俺に深い憎しみを抱いている者の仕業だろうと、このときは想像していた。

「引き続き捜索は続けております」

　カリーンはアルメインを安心させるような口調で言った。

「部下のレイルーンに専従させました。このような仕事にはうってつけの人間です。そう遠くないうちに、見つけられるかと」

「そうか。ありがとう」

「いえ……」

　カリーンの頰ほおに、わずかながら赤みが差す。

　風が吹いた。やや冷たさをともなった北風が、アルメインを想像の世界から現実へと引き戻す。

　いつの間にか冥玉は消えていた。

「戻ろう」

　彼は言った。

「グーゼルホーフ情勢は待ってくれないだろうからな。それに確か、君は別件があったんじゃないのか」

「お気になさらずに。些さ事じです」

　カリーンは返事をする。

「少しくらい待たせてもよい相手です」

「そうもいかないだろう」

　彼は歩き出す。カリーンはあとからついていった。

「ベールランドからもそろそろ情報が寄せられるころです」

「スインのやつ、王になってから妙に親切だな」

「アルメイン様のお力で玉座を得たのですから、感謝しているのでしょう」

「あれはどっちかと言うと、君の手柄だな」

　二人は会話をしながら、裏庭から外へ通じる道を歩いた。この先には馬車が待っている。ちょうど昼食の時間には宮殿へ戻れるはずであった。






　同じころ、アルメインの妹ナリアは白磁宮殿で忙しくしていた。

　寄せられる膨ぼう大だいな書類に目を通し、裁可を与える。軍に関係することは全て彼女の元へと送られていた。

　ヴィントレーアが叛乱を起こし死亡して以来、フィンメルハウゼン王国軍の指揮を執とるのは彼女となっている。能力的に問題はなく、周囲も一番の適任者とみていた。

　ただ、アルメインからは再三軍ぐん務む卿きようの地位を提示されているが固辞していた。仮に軍務卿となったらアルメインの警護役は下りねばならず、それは本意ではないのだ。そのため忙しさは増しているのだが、当然のことと受け止めていた。

　執務室で必要事項を紙に書き込む作業を繰り返す。書記官に任せる手もあるのだが、重要なことは自らの手でおこなっていた。

　扉を叩く音がして、入れと言う前に、開く。

　誰かは分かっているため、ナリアは顔を上げない。鳥毛筆ペンを動かしていた。

「相変わらず無礼な女だな」

「私とナリア様の仲です。なにを遠慮する必要がありましょう」

　室内に入ってきた女性は、後ろ手で扉を閉めた。

　彼女のことをアルメインとカリーンが知ったら、皮肉な事象に笑うか顔をしかめただろう。ちょうど話題にしていたのだ。

　エルラニアはナリアに深々と頭を下げた。

　ナリアは不機嫌さを隠さずに言う。

「頭を下げるのなら黙って入ってくるのは止めろ」

「ナリア様とは心を一つにしておりますので」

「理由にならない。ふざけた女だ」

「なくなった宰相は私のことを、しばしば『礼儀と引き替えに才能を得た』と称していました」

「あの老人にはじめて同意できた。……もっとも、自分で公表するくらいだから皮肉も効きかないようだな」

　その言葉にエルラニアは薄く笑っていた。

　ここではじめてナリアは顔を上げた。

「用はなんだ」

　エルラニアは手に持った紙束を渡す。

「グーゼルホーフの情勢をまとめたものです」

　ナリアはそれにざっと目を通す。政治情勢から軍事行動まで、簡潔にかつ全てが網羅されていた。

「どうやってこれを作った」

「私にも部下はいます」

「白磁の吐息」のことだ。人数は多くないと思われているが、どのような人員が所属しているのか、予算はどこから出ているのかまるで知られていなかった。

　エルラニアは言う。

「ナリア様には必要なものだと思いまして」

「直接兄上に渡せばいいだろう」

「アルメイン様はともかく、あのメイドは私のことを快く思っていません」

「私なら平気だと？　お前のことを好きになる理由はないぞ」

「遠ざける理由もないはずです」

　事実なのでナリアは黙った。正確には遠ざけたくてもできなかった。

　エルラニアはナリアの命を救った。それだけではなく、秘密も握られているのだ。

　ヴィントレーアの軍が攻めてきた際、ナリアはヴィントレーア自身と対たい峙じした。そしてあわや殺される寸前、エルラニアによって救われたのだ。

　ナリアにとって恩人であることは間違いない。だが同時に姉を殺害した犯人でもある。しかもナリアにとって重要なのは、彼女の胸の内を知られているということだ。実の兄に恋い焦がれているという事実を。

　エルラニアはこれらのことを盾に、フィンメルハウゼンでの地位を保証するよう要求してきたのだ。そしてナリアに拒絶する術すべはなかった。

　金銭的な要求などはない。むしろ今のように役立つ情報を提供してくれる。そこがまた、不気味でもあった。

　ナリアは渡された紙束を机に置いた。

「……これがあれば、兄上のグーゼルホーフ遠征も楽になるだろうな」

「ナリア様も覚えがよくなるかと」

　ナリアはじろりと、眼前の女性を睨にらんだ。

「兄上に媚こびを売りたいわけではない」

　エルラニアは返事をしない。薄笑いのみを浮かべていた。心中を見透かしているような態度。

　そこがナリアにとっては腹立たしい。

「なにが望みだ」

「ナリア様の手足となることが望みです」

「自分の言うことを聞かない手足などいるものか」

「利害が一致しているのなら、手足は常に忠実です」

「なにが言いたい」

「私の狙いはあのメイドです」

　この言葉には隠しきれない殺意が混じっている。エルラニア自身も隠すつもりはなさそうだった。

「あの女より上にいく、もしくは排除できれば、この上ない喜びとなるでしょう」

「たかがメイド一人に対抗心か」

「ああいう女は嫌いなのです」

「お前も似たようなものだ」

「国に一人いれば良いかと」

　つまり、裏仕事を請け負う存在は一つあれば充分であり、他のものを取り除きたいと願っているのだ。ナリアもそのことは察していた。

　エルラニアは財物でも名誉でもなく、情報そのものを求める人間である。他人が知らない事象を自分だけが得て、その希少性に喜びを見いだすのである。知識比べにも似ているが、違うのは自らが独占したいということだ。

　国の裏側で発生している秘密の出来事を全て把は握あくしたい。そのためには彼女自身が出世しなければならないし、同じような人間は排除するに限る。故にカリーンが邪魔なのである。

　ナリアはあえて関心なさそうに装った。

「お前の出世に興味はないな」

「そうでしょうか。メイドへの対抗心は、むしろ私よりもお強いのでは」

「…………」

　ナリアは口をつぐむ。

　事実だったので、なにも答えられなかった。常に寄り添い、行動を共にしているメイド姿を見て、心中穏やかならざる思いだったことは一度や二度ではないのだ。

　それを押さえ込んでいるのは自分が妹であることと、カリーンが実際に有能である事実があるからだ。アルメインの役に立つのなら仕方ないと思っていた面もあった。

　だがエルラニアは、カリーンを排除して自分を重用しろと、何度も匂わせている。それがお互いの利益になると述べていた。

　ナリアは返事ができなかった。エルラニアも求めていないようであった。

「……この情報は兄上に伝える」

「ナリア様のよいように。私の部下はグーゼルホーフに多くいます。個人的にグーゼルホーフ侵攻への腹案もございますので」

「いずれ聞くこともあるだろうな」

「ぜひお願いします」

　本音では、ナリアはエルラニアの提案を取り上げたくはない。なので曖あい昧まいな返事に留めた。

　こめかみのあたりがちくりとする。

　ナリアは顔をしかめた。エルラニアが目ざとく見つける。

「お加減がよくないのですか」

「……なんでもない」

　ナリアは否定した。

　だが、こめかみの痛みは毎日起こっていた。しかも彼女は、いつはじまったか心当たりがあった。

　ヴィントレーアに目の奥を覗のぞき込こまれた、あのときからだ。隻せき眼がんの姉は死の直前ナリアから視線を離さなかった。あのときなにかが流れ込んできて、頭の中を支配した。

　以来、彼女は頭痛に悩まされている。生活や公務に支障はないのだが、不意に痛むのだ。そうなると決まって、なにかをしなければという衝動に駆られる。

　衝動の正体は分からない。だがそれまで自分が持ち合わせていなかったものだと、ナリアは感じていた。

　無意識のうちに、目の上を引ひっ掻かく。痛みがこめかみから広がっていた。

　エルラニアは退出しようとしていた。

「待て」

　ナリアは自分が発した言葉に驚いていた。止めるつもりはなかったのに、勝手に口が動いていたのである。

「なんでしょう」

「さっきの……腹案とやらだが……」

　ナリアは喉のどの奥から言葉を絞り出す。自らの意思と関係なく喋しやべっていた。

「兄上に上奏しても構わない……」

「よろしいのですか」

「もちろん……」

　許可をするつもりはなかった。だが勝手に口が動いている。そして頭の中では、あの声が響くのだ。

（それでいいのですナリア……）

　聞いたことのある、懐かしさと恐ろしさが同居した声音。頭の中を支配している。

（この女は使えます……利用するのです……いいですね……）

「では、次の会議に、私も同席させていただきます」

「あ、ああ……」

「さっそく腹案をまとめます」

　エルラニアが退出した。

　あの声が聞こえなくなる。ナリアの頭が軽くなり、同時に緊張も失われた。

　机にうつぶせになり、大きく呼吸を繰り返す。短時間でも疲労は大きい。その体勢のまま、彼女はしばらく動けなかった。






　同時刻。白磁宮殿内。

　豪ごう奢しやな一室に一人の少女がいた。ヴイントレーアの兵が雪崩なだれ込こんできたときも、グーゼルホーフの大軍が市中を取り囲んだときも、彼女は頑としてそこから出ようとしなかった。

　壁の上には大きく口を開けた狼おおかみの紋章が飾られていた。フィンメルハウゼン王家の印だ。その下にはローディア大陸の地図がかかっている。彼女はこれを眺めることを日課にしていた。

「グーゼルホーフって、本当に大きいのね」

　メーニカは地図の北側を見つめながら言う。

「お兄様に相応しいわ」

「ですがその地は、北に行けば行くほど不毛となり、寒さのみが増します」

「あら。だったら流刑地にしましょう」

　彼女は側に控えるメイド、サリューンに答える。そして「幸いこれから囚人は増えるでしょうから」と付け加えた。

　メーニカはアルメインとナリアの妹である。外見は非常に愛らしく、名のある職人が腕によりをかけて作りあげた人形のようにも見える。

　だがその心には、余人には計り知れないものが潜んでいる。

「お兄様以外の人が皇帝を名乗ってはいけないのよ。それだけでもグーゼルホーフには消えてもらわないと」

「現在のグーゼルホーフは分裂しております。またとない機会でしょう」

　サリューンが言う。彼女だけは、メーニカの心中を知っていた。

　メーニカは地図の南側に目を移す。

「ベールランドもなんとかしないと」

「スイン王はフィンメルハウゼンとの友好を謳うたっています」

「お兄様の下についてはいるわ。でも、それだけじゃ不充分なの。ベールランド連合王国は解体して、フィンメルハウゼンの一地方になるのが相応しいわ。王族は全員死ぬか、流刑ね」

　ベールランドは連合王国と呼ばれるだけあって、王が十八人いる。その王の中でも頂点にいるのがスインだ。メーニカは彼もろとも王たちを排除すべきだと考えているのだ。アルメインを帝位につけるためには、たとえ他国であろうと王族など邪魔でしかない。

「この二つさえなくなれば、あとは主体性のない小国ばかり。そうすればお兄様の覇道は完成するのよ……ん」

　少女は下腹部を押さえる。鈍痛があった。

「お加減が悪いのですか？」

　サリューンの気遣いにメーニカは首を振る。

「平気……。本当に具合が悪かったら、お兄様に看病してもらうから」

　メーニカもまた、アルメインへ兄きよう妹だいの垣根を越えた感情を抱いている。だがそれはナリアと違い、もっと直接的だった。

　彼女の願いはアルメインに世界帝国の皇帝になってもらうことであり、自らが皇后として傍らに立つこと。

　以前からずっと考えていたことだった。公言しないのは単に立場を悪くしたくないからにすぎず、ナリアのように葛かつ藤とうすることもない。むしろ妹とはそういうものだと確信すらしていた。

「サリューン、お兄様はグーゼルホーフ侵攻の準備をはじめているのかしら」

「内々にナリア様へ命じているようです」

「さすがのお兄様も、今が侵攻の好機だと考えたのね」

「あの方は決して臆病ではありません。ローディア大陸を制する野望も持っておられます」

「さすがね。戦いにはメーニカたちも同行させてもらおうかしら。人が死に家が焼けることっていつ見ても素敵」

　このような可憐な少女がおよそ口にすることではなかった。だがメーニカ自身はなんら奇異なこととしてとらえていなかった。

「一つだけ気がかりなことが」

「あのメイドのことね」

　サリューンがなにを言いたいのか、メーニカは察していた。

「確かに邪魔なのよね。あの女は頭がいいんですもの」

「カリーンの氏族は世界各地に送り込まれています。メイド同士で連絡を取り合うことがあると厄やつ介かいです」

「あなたでも対処できない？」

「そうは申しません。そもそもメイド同士が仲がいいとも限りませんので」

「まあいいわ。あのメイドにもお兄様の覇道には協力してもらって、終わったらいなくなればいいんだから」

　そう言い、メーニカはまた顔をしかめる。

　下腹部から太ふと腿ももに掛けて違和感があった。締め付けるような痛みが広がっている。

　気になり、裳スカートの内側に手をやった。

　ぬるっとした感触がある。手を抜く。

　メーニカは自分の指を見つめる。黒っぽい血で濡ぬれていた。

「これ、もしかして……」

「月のものです」

　サリューンが答える。

「身体からだが女になったことを告げているのです」

「これが……そうなの……」

　メーニカはしみじみと、手についた血を眺めていた。血も下腹部の痛みも、初めての経験であった。

「月のものが訪れているときは、痛みと倦けん怠たい感かんに襲われます。横になってください」

　サリューンの忠告は耳に入っていなかった。

「メーニカは……」

　彼女の顔に、喜悦が広がる。

「子を宿せるのね」

　さすがのサリューンも返事をしない。メーニカはそんなことに構わず、指に血をつけたまま、自らの身体を抱きしめる。

「ついに、ついにメーニカは子を産めるようになったのよ。お兄様の子を！」

　歓喜の声と共に、彼女はその場でくるりと回転した。舞ぶ踏とう会かいでの踊りにも似た優雅さを伴う仕草。

　だが口から発せられている言葉は、舞踏会の雰ふん囲い気きとは程遠い。

「お兄様の血がいつまでも続くようになったのよ。お兄様だけじゃなくて、メーニカの血も！　なんて素晴らしいんでしょう！」

　それは彼女にとって禁きん忌きではない。むしろかねてより望んだ願いでもあったのだ。

　兄が支配する帝国と、自分との間に生まれる子供。この血脈が永遠に続いていくのだ。これが喜びでなくてなんだというのだろう。

　メーニカは言った。

「ねえサリューン、ヴィーリシス大王からずっと、メーニカくらいの年で子を産んだ王妃はいた？」

「調べてみなければ、なんとも」

「いいわ。メーニカが最初になればいいのね」

　彼女は喜悦の表情のままだ。

「お兄様と臥ふし所どを共にしましょう。なるべく早い方がいいわね。お兄様はメーニカとなら一緒にいられるんだから」

「あの方は、過去の経験から女性を苦手としていると思われます。あるいは男性機能の喪そう失しつも」

「だったら本気になる薬を用意して。あるでしょう」

　命じられたサリューンは躊躇ためらいがちではあったが頷いた。男性の性欲を昂たかぶらせる薬は存在する。

　だがそれを実の兄に使うというのは、仄そく聞ぶんしたことすらない。当たり前だがメーニカもそうで、前例はないだろうと思っていた。

　もちろんそれでいいのだ。自らが例となればいい。むしろ、築き上げる帝国では兄妹の仲で子をなせば良いのだ。そうすれば血は濃くなりこそすれ、薄れたりはしない。どれだけ時が続こうと、アルメインとメーニカの血はローディア大陸に残り続ける。

　これ以上の幸せはない。壁の地図に目をやりながら、メーニカはそう信じていた。






　アルメインを乗せた馬車は白磁宮殿に到着した。昼食時間ちょうどだった。

　カリーンは御者台から下りて扉を開ける。彼女はメイドなので同席はしない。一緒に座ることは、よほどの場合のみだ。

　衛視が直立不動で代王を迎える。アルメインは白磁宮殿の中に入ったが、カリーンはついていかなかった。馬車を所定の置き場に戻す。

　そこには一人のメイドがいた。カリーンの部下である。

　彼女は近づくと、耳元に囁ささやいた。

「ベールランドからの情報が……」

「来たか」

「いえ、連絡がつきません」

　カリーンは思わず、部下の顔を見つめ直した。

「なんだと？」

「ネリーン、ルフィエーン、クーラローン、全員から返答がなくなりました。遠話以外にも早馬が来るはずですが……」

「ただの連絡の遅れでは？」

「痕こん跡せきすらありません」

　そのメイドは言った。

　カリーンはローディア大陸のあちこちに部下を送り込んでいる。フィンメルハウゼンの友好国とはいえ、ベールランド連合王国も例外ではない。

　送り込まれたメイドたちは自ら貴族や王族の家に雇われる、あるいはその家の出入りのものから情報を聞きだし、フィンメルハウゼンへ送っていた。カリーンはそれら膨大な情報を整理してからアルメインへ渡すのである。

　少しの遅れや連絡の不調ならこれまでもあった。だが全員から連絡が途絶えたのははじめてだ。

「いかがなさいますか。新たに人員を送り込む手配を……」

「いや、待て。嫌な予感がする」

　カリーンは部下を制した。

「他の部下からは？　特にニーネリューンは」

「ございません。ガイラリオン街道を外れて、森に入ると連絡してからはなにも」

　部下のメイドの声は、切羽詰まったようにも聞こえた。

　カリーンはしばらく黙考した。部下は息を呑んで見守っている。

「……下へ手たな動きを禁ずる。原因を突き止めたい。それまではこのままだ」

　くれぐれも軽挙妄動は慎つつしめと釘くぎを刺す。それから彼女は市内へと向かった。

　フィンメルハウゼンの首都リューブルグは、グーゼルホーフ軍侵攻の痛手からほとんど立ち直っていた。アルメインが国庫から特別予算を支給して復興を支えたのである。これは市民からのさらなる人気獲得に繋がり、地位を盤石なものとしていた。

　カリーンは途中で辻馬車を拾うと、南西部の市場マーケツトへ向かう。到着寸前で下りた。

　道路脇には露天商が並び、食料品だけではなく宝飾品、衣類から得体の知れない薬まで、なんでも売っている。グーゼルホーフ軍が侵攻した直後はさすがに人ひと気けがなくなったが、今はかつての賑にぎわいを取り戻していた。

　人混みを掻き分けて進む。メイド服のせいか無頼の男たちに声をかけられたりもしたが、全て無視した。

　四つ辻を曲がり、小道に入る。このあたりになると石畳はなくなり、あちこちに水みず溜たまりができている。異臭も漂っていた。

　さらに裏の道を歩いていくと、崩れかかった建物が現れた。天井が半分ほど壊れ、修繕されないまま放置されている。日の当たらない場所は苔こけが生えており、日光に晒されたままのところは乾燥して崩れていた。

　カリーンはちらりと目をやり、入り口をくぐる。

　そこは双聖教の教会であった。リューブルグは双聖教の本山でありテーアドーラ大聖堂がある。だから目立たないのだが、市内にはその他にも小規模な教会はいくつもあった。日々信仰を欠かさない信徒が通うためのものであり、そのため生活に密着したところに建てられている。

　一時期ヴィントレーアと双聖教聖主コットローが衝突した折、いくつかの教会は兵によって破壊された。その後再建されたものもあるが、放棄されたままのものもある。放棄された教会は朽ち果てるがままとなり、ここはそんな中の一つである。

　カリーンは腐くさってぼろぼろになった長なが椅い子すを避けて奥まで進む。壁際には燭しよく台だいや聖杯などがあったはずだが、略奪の対象となったかへこみしか残っていなかった。

　中央まで行き立ち止まる。穴の開いた天井から光が差し込んで、どこか幻想的な光景となっていた。

「来たぞ」

　カリーンはそれだけ言う。

　しばらくして。

　眼前の空気が乱れた。水面に小石を投げ込んだような波紋が広がり、大きく歪ゆがむ。風はまったくない。ただ一気に気温が下がり、寒さが服の内側まで染み込んでいく。

　唐突に空気の乱れは終わった。そしてメイド服の女性が出現していた。

「うふふふふ」

　つややかな銀髪。慈愛に満ちた表情。それらとは正反対の、人をいらだたせる口調。

「さすがカリーン。時間はぴったりですのねえ」

「シャルナーン」

　カリーンは言った。

「どうして私を呼び出した」

「あらあ。あなたに会うことに理由が必要なのですかあ」

　シャルナーンの口調は常にふざけている。無邪気ととれないこともないが、内に悪意があることをカリーンは知っていた。

「友人でもなんでもないからな」

「まあまあ。わたくしたちに友人なんてどこにもいませんのよ。あなたにも、わたくしにも、マイレーンにも」

　ころころと笑う。カリーンは面おも白しろくなさそうにしていた。

「さっさと用を話せ」

「あなたの部下ですが……」

　シャルナーンの瞳が輝きを帯びる。

「気に入りませんわあ」

「なにを言い出す」

「ベールランドはわたくしの庭、わたくしの持ち物ですわあ。なのにあなたのメイドにちょろちょろされるのは気に障さわってしょうがないですのよ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。お前の感情など……」

　そう口にしてから、カリーンは気づく。

「まさか……貴様！」

「ようやく分かったのですねえ。消えてもらいましたわあ」

　シャルナーンは手の甲を口に当て、甲かん高だかく笑う。廃はい墟きよと化した教会に耳障りなほど響いた。

　カリーンは拳こぶしを握りしめる。

「私の部下を……殺したのか！」

「なんて人聞きの悪い。でも否定はしませんわあ」

「ふざけるな！」

　カリーンは手を開き、複雑な順番で指を折る。彼女が得意とする魔ま導どうだ。終了した途端、この教会自体が炎に包まれる。

　だがシャルナーンは微動だにしない。

「あらあら。忘れました？　あなたはわたくしに借りがあるのですよ」

「……くっ」

　カリーンは魔導の発動を止めた。代わりに睨みつける。

「部下の命が代償か」

「まさか。あの程度では利息分にすらなりませんわあ」

「前からお前のことは嫌いだったが、今は殺してやりたいと思っている」

「そうでなくては、カリーンではありませんわあ」

　シャルナーンは口だけで笑っている。顔の上半分は表情が全く変わらず、不気味さを強調していた。

「でもまあ、これであなたはベールランドの情報を得られなくなったわけですわねえ」

「…………」

「性急にすぎましたわねえ。今まで通りだったら、わたくしも気づかないか放置しておりましたのに」

「……お前に頼みごとをしたことを、心の底から後悔している」

「おかげでスイン王が連合王国の筆頭となり、フィンメルハウゼンは救われたのですわあ。忘れないでいただけます？」

　シャルナーンの言は正しい。スインが連合王国の筆頭王となったのは彼女のおかげで、頼んだのはカリーンなのだ。

　そしてシャルナーンは、そのことを最大限利用しようとしている。

　カリーンはもう一度言った。

「なにが望みだ」

「いいことを教えてあげますわあ。スイン王はじきにフィンメルハウゼンを表敬訪問するつもりでいます」

　カリーンは少し目を細めた。

「よくある話だ。アルメイン様とスイン王は蜜月関係にある」

「でもスイン王がなにを話すかは知らないでしょう？　あの方は、自分をフィンメルハウゼンの副王にするよう交渉するつもりでいますのよ」

　カリーンの表情が、若干険しいものになった。

　副王になるというのは、アルメインの下になるということだが、同時にフィンメルハウゼンに深く関与するということでもある。対外的にはフィンメルハウゼン副王がベールランド連合王国筆頭王を兼ねるため、両国が一体化したともとらえられる。

「スイン王は野心を捨てたのか」

「遠ざかるよりもより近づいた方がよいと考えたのですわあ」

「このことはお前の助言ではあるまいな」

　カリーンの語調が鋭いものとなる。シャルナーンは「どうでしょう」としか答えなかった。

「助言したにせよ、しなかったにせよ、お前はスイン王の近くに潜り込めたようだな」

「宮廷でそれなりの地位にいるだけですわあ。カリーンやマイレーンと同じです」

　シャルナーンはまた手の甲を口に当てた。

　彼女は元々、ベールランド連合王国を構成するホルディア王国に仕えていた。ホルディアのマックリーニ五世王が筆頭王だったためだ。それがいつの間にかスインの下で地位を築いている。

　あり得る話だとカリーンは考えた。マックリーニ五世の命を奪い、スインに仕える。シャルナーンなら造作もなくおこなうだろう。だからこそあらゆる人間から嫌われてなお、重用されるのだ。

　カリーンは言った。

「一つ訊ききたいことがある」

「なんでしょう」

「どうして私に、そんな重要なことを教える？」

「当然でしょう。同じ氏族の出身なのですから」

「馬鹿を言え。お前が氏族のことを口に出すときは、大抵ろくなことがない」

　カリーンは今度は逃がさないとばかり、追及を強めた。

「お前は自らの欲望によって動いている。氏族とは関係ない。ましてスイン王のためとも思っていないだろう。もちろんアルメイン様のためでもない。なんのためだ」

　シャルナーンは見透かされたかとばかりに、唇を舌で舐なめた。

「カリーンは察しがいいのですねえ」

「話せ」

「なら言いますわ。わたくしにとって、スイン王がフィンメルハウゼンの副王になるのは混乱への足がかりにすぎません。フィンメルハウゼンとベールランドが不可分の関係になったときが衝突へのはじまりです。そうなってもらいますわあ」

　彼女は大きく両腕を広げた。

「わたくしの希望は両国の戦争。いいえ、それだけではなく、グーゼルホーフとも戦端を開くことですわあ。ローディア大陸全てに戦火が及び、果てしない混沌となることが望みなのですのよ」

　今度は全身で、高らかに笑っていた。

　カリーンは黙っていた。眼前の女性から発せられる純粋な狂気に当てられてしまっていた。

　この女は異常だ、とカリーンは思った。昔からそうだった。故郷ミルロウにいるときから、魔導の腕に優れてはいるものの、垣間見える残ざん虐ぎやく性せいに誰もが敬遠していた。なにをおこなっても必要以上に血が流れ、しかもそれを楽しんでいる。狂気と悦楽が同どう衾きんしていた。

　氏族が自らの運命を託すとき、シャルナーンを含めるかどうかでずいぶん紛糾した。多数決による裁定がおこなわれ、僅きん差さで任命されたときは驚きの声すら上がった。それでも氏族はシャルナーンが必要以上に道を踏み外すことはあるまいと思っていたのだ。

　だが今、その判断が怪しくなっている。少なくともシャルナーンの口からは己の快楽以上のものは出ていない。

　カリーンはしばらく、シャルナーンの妖よう艶えんな顔を見つめていた。

「……そう都合よく進むと思うか」

「なりますわあ。すでにアルメインはグーゼルホーフへの侵攻を決めているのでしょう？　ならばベールランドとぶつかることも容易たやすいことですわあ」

　彼女の言には否定しきれないものがある。フィンメルハウゼンがグーゼルホーフと戦う際に重要なのは背後の安全、すなわちベールランドとの友好である。現在それは、スイン王との個人的な関係によって成り立っていた。

　アルメインとスインの関係を崩すことは傍はた目めには難しい。だがシャルナーンならばそれを可能にするかもしれないとの恐れがあった。

「私がこのことをアルメイン様に報告しないとでも？」

「ご自由にどうぞ。わたくしの目的など荒こう唐とう無む稽けいすぎて、相手にされませんわあ。うふふふふ」

　鈴の鳴るような笑い声が響く。

「信じてもらうには、氏族のことからなにから、全てを話さなければならなくなりますわあ。カリーンは耐えられますの？　あなたがフィンメルハウゼンでもなければアルメイン個人でもなく、ただ氏族の目的のために送り込まれた存在であることを、知られてしまうのですよ」

　カリーンは奥歯を嚙かむ。それは彼女にとって耐えがたいことだった。忠誠心によって仕えているが、真実を知ったアルメインがその後も信頼してくれるとは限らない。別の目的を持ったものを身近に置き続けるほど、お人好しではないだろう。遠ざけられるなど考えたくもない。

「……そこまで計算していたのか」

「さあ、どうなのでしょう」

「悪あく辣らつな女だ。自分の手の内を晒して、私が苦しんでいるのを楽しんでいる」

「楽しいに決まってますわあ。カリーンの美しい顔が苦痛で歪むのなんて、そうそう見られるものではありませんからねえ」

　シャルナーンは楽しそうだ。崩壊した天井から差し込む光で、天使のように輝いて見える。

「もっともっと苦しんで、わたくしを楽しませてくださいな」

「お前は屑くずだ」

「違うと誰が言いました？　うふふふふ」

　笑い声に耐えられなくなり、カリーンは背を向けた。

　振り返らずに教会から去っていこうとする。

「またお目にかかることがあると思いますわあ。その時までごきげんよう。うふふふふ」

　シャルナーンの声が背中にぶつかる。耳を塞ふさぎたくなるのを、カリーンは懸命に堪こらえていた。






　翌朝。

　アルメインの執務は朝食後からはじまる。内容はもっぱら各所から来る報告に目を通し、必要なら決裁する。代王になってからは全て一人でおこなっていた。

　正確には執務の前に会議がある。今後の長期的方針と短期的な物事を定めるのだ。毎週ではないが定期的におこなわれていた。

　出席者はその時によって変化する。若き日のテルヒムは宰相として場を取り仕切っていたし、ヒルトルートが存命のときは彼女の方針を拝聴する場だった。三人の代王が顔を合わせて妥だ協きよう案を探っていたこともある。

　今はアルメインが主となって、少人数で話すことが多かった。

　今日の会議では財務卿からの報告を受け、今後の方針に許可を与えた。財務卿が退出すると、ナリアとカリーンの三人だけになったので、彼らは場所を変えた。

　宮殿の書庫に移動する。中務卿になったときから、資料類を利用して方針を練ってきた場所だ。フィンメルハウゼン王国唯ゆい一いつの代王となったあとも、ずっと利用していた。

　机にうずたかく積み上げられた書物をそのままに、椅子に腰かける。対外的な方向性、特に軍事が関係する場合は少人数でないと機密が保てない。そのため彼はこのやり方を好んでいた。

「……グーゼルホーフ情勢は以上です」

　ナリアは伝えた。

「エーレントラウト皇女と反対派の紛争は終わる気配を見せておりません。帝都シュヴィーレンはエーレントラウト皇女側が押さえていますので、かろうじて優位に立っていると言えます」

「どういう機会で介入するかだな」

　アルメインは呟く。グーゼルホーフの治安を回復するためと対外的には発表するつもりであった。

「スインに背後を突かれるのは避けたい。あいつは今日は友好的でも、明日もそうだとは限らないからなあ」

「アルメイン様」

　横にいるカリーンが声をかける。彼女は出席しているものの、椅子には座っていない。

「ベールランド連合王国ですが、スイン王が会談を要請するとの情報があります」

「会談？　俺とスインだよな。正式な外交要請か？」

「今は違います」

「君の部下からの報告なんだろ。さすがだな」

「…………」

　カリーンは無言で頭を下げる。

　アルメインは彼女の胸のうちには気づかず、ナリアに目を移した。

「いい話だ。あいつに釘を刺せる」

　ナリアも頷うなずく。

「条約を結ぶことも考えられた方がいいかもしれません」

「二年前にグーゼルホーフと戦ったときはベールランド軍の助けを借りた。今度はできる限り避けたい」

「グーゼルホーフの情勢によっては、援軍が必要になることもありそうです」

「あいつも一枚嚙みたいだろうしな」

　スインに貸しを作りたくなかった。あのときは彼をベールランドの筆頭王にすることで派兵を承しよう諾だくさせたが、今度も兵を借りるとなってはなにを要求されるか分からない。

　アルメインは力を抜き、椅子に背を預けた。王としてあまり威厳のある恰かつ好こうではないが、幸い二人にしか見られていない。

「無理のない派兵か……そんな都合のいいこと起こらねえだろうな」

　理想としては、フィンメルハウゼン軍が現地で募兵し増強することだが、上う手まくいくかどうかは未知数だ。

「兄上……」

「ん？」

　ナリアの言葉に、彼は聞き返す。

「なんだ」

「グーゼルホーフ情勢を収集したものが、自ら説明に上がりたいと申しているのですが」

「誰だ、それ」

「エルラニアです」

　その言葉に、アルメインよりもカリーンが眉を顰ひそめた。

　エルラニアのことはもはや誰もが知っている。かつては宰相の手足だったことも、ヴィントレーアの下にいて今はアルメインに忠誠を誓っていることも。

　風かざ見み鶏どりのような境遇に不信を抱くのも当然であるが、ナリアの命を救ったため無む下げにもできず、引き続き「白磁の吐息」の長として活動を許されていた。

　カリーンの表情を見て、ナリアは付け加えた。

「グーゼルホーフ情勢を報告してきたのがエルラニアです」

「だろうな」

　カリーンの代わりにアルメインが言う。

　アルメインは入っていいと頷いた。直じかに聞く必要があると考えていたところだ。

　ナリアは書庫の扉を開けると、女性を招き入れた。

　エルラニアは入室するなりアルメインに礼をした。

「陛へい下かにはご機嫌麗うるわしゅう」

「そういうのはいい」

　アルメインは手を振る。

「ナリアから聞いた。俺に報告したいことがあるって？」

「はい」

　エルラニアはアルメインに近づく。

　カリーンが密ひそかに後ろに手を回していた。不用意に接近する人間を彼女は好まない。特に相手がエルラニアなので、警戒を強めていた。

「白磁の吐息」の長は、ちらりとナリアを確認してから足を止める。

「詳しい情勢はナリア様からお聞きになったと存じます」

「聞いたよ」

「私からは別に、対グーゼルホーフの計画を上奏いたします」

　カリーンだけではなく、ナリアも不審そうになる。ただの報告ではなく計画と口にしたからだ。

　アルメインは先を促うながした。

「どんなことだ」

「現在のグーゼルホーフは、後継者たるエーレントラウト皇女派と対抗する貴族の派閥に分かれています。貴族たちを率いているのはバルサフ大公です」

「それは知っている」

「つい数日前のことですが、バルサフ大公の軍がシュヴィーレン近郊で、エーレントラウト皇女の軍に勝利しました。軍事的な価値は大きく、帝都シュヴィーレンをうかがう勢いです」

　アルメインはカリーンに視線を向ける。カリーンは小さく頷いた。彼女も情報を得ていたのだが、不確実であるとアルメインに念を押しながら報告したのだ。

「それで」

「シュヴィーレンを防備する兵力はありますが、エーレントラウト皇女は外部からの救援を欲しています」

「分かった。君は俺に、エーレントラウト皇女を助けろと言うんだな。それを口実にしろと」

　アルメインは答える。このことは彼自身も考えてはいたのだ。グーゼルホーフを助けるという名目が手に入るので、対外的な評価も悪くならないだろうとの計算だ。

　だがエルラニアは小さく首を振った。

「それだけではありません。より確実にすべきです。エーレントラウト皇女を助けた後に追い出されてしまっては元も子もありません。果実はきちんと収穫してこそ賞味することができるのです」

「つまり？」

「アルメイン様とエーレントラウト皇女が婚こん姻いんなさるのです」












　その言葉に、室内にいた誰もが驚きよう愕がくした。

　フィンメルハウゼン王国とグーゼルホーフ帝国は隣国であるが、王室同士に血の繫がりはない。亡くなったヴィントレーアの母親がグーゼルホーフ出身であったが、庶民の出である。

　王家同士の婚姻となれば、それこそ建国以来はじめてと言っても過言ではなかった。

「アルメイン様と皇女に夫婦となれと言うのですか!?」

　そう言ったのはカリーンだ。立場も忘れて口出しをしていた。

「常識を越えた計画です」

「あら。グーゼルホーフは未いまだ大国。真っ向から戦ったところでフィンメルハウゼンは潰つぶされるわよ」

　相手がカリーンなので、エルラニアも遠慮のない物言いとなっている。

「カリーンだったらとっくに提案してると思ってたわよ」

「アルメイン様の意に反することなど私はしません」

「王国の強大化がアルメイン様の願いでしょう。だったらこの計画は極めて常識的なものじゃない？」

「…………」

　カリーンは唇を嚙む。

　エルラニアの意見にある種の正しさを見たからである。王族が他国の王族と婚姻するのはよくある話だ。フィンメルハウゼンも王女を他国に嫁とつがせたことがある。今までグーゼルホーフとそのような関係を結ばなかったのがおかしいとも言えた。

「……フィンメルハウゼンが、これまでグーゼルホーフと婚姻関係を結ばなかった理由は明らかです。大国に呑み込まれることを恐れたからこそ、おこないませんでした」

「今は逆に呑み込む好機よね」

　エルラニアはアルメインに向き直った。

「利点は明らかです、陛下」

　彼女はうやうやしく言った。

「大義名分が手に入りますし、内乱終結後に統治しても誰も文句を言いません」

　アルメインは絶句したままだったが、なんとか口を開く。

「……エーレントラウト皇女の気持ちってものがあるだろ」

「皇女は危機に瀕ひんしています。救援の手には躊躇わず飛びつくでしょう」

「俺が皇女に寝首をかかれないとも限らない」

「アルメイン様ならそのような危機にも対処できると確信しております」

　彼は口をへの字に曲げた。さすがにこれは、考えていなかったからだ。エーレントラウト皇女は誇り高いと聞いたことがある。そんな女性が、フィンメルハウゼンの代王とはいえ出自が曖昧な男との婚姻を承諾するのは考えにくい。毛嫌いして軍を向けてくる可能性すらあった。

　だが内戦中の現在なら、嫌悪感を隠して承諾する可能性もまたあるのだ。特に今は不利な情勢にある。

　エルラニアが答えを促すように口をつぐむ。誰も言葉を発せなかった。

　沈黙を破ったのはナリアだった。

「検討に値する提案です」

　驚いたのはカリーンだ。

「ナリア様……」

「兄上のグーゼルホーフ統治を盤石なものとするのに、これ以上の方法はない。すぐさま使者を発することを……検討してもよいかと……」

　ナリアは喋りながら顔をしかめ、こめかみのあたりを触っていた。

　エルラニアは満足げに頷く。

「他国に出し抜かれる前におこなった方がよいでしょう」

「フィンメルハウゼンのためなら……あらゆることを……すべきかと……」

　ナリアはそう言うと、大きく息を吐き出した。

　エルラニアが後を引き取るように続ける。

「いかがでしょう。この上ない計画かと」

　アルメインは無言のままだ。

　しばらくしてから返事をする。

「この場では答えられない」

　眼前の女性に留保を告げる。

「スインが会談したいらしいからな。そっちとの調整も必要だ。ベールランドは友好国だ。事前に漏らしたりはしないが、出方を予想する必要がある」

「使者は私が引き受けます。お早く決断なさってください」

　エルラニアはそう言うと、書庫から退出した。

　三人だけとなった室内には、しばらくなんとも言えない空気が漂った。

「……ナリア様」

　カリーンが小声でナリアに言った。

「どうしてエルラニアに反対なさらなかったのですか？」

「……悪い提案ではない」

「ナリア様のお気持ちに反することだと思いましたが」

　カリーンの言葉は明らかにナリアの深層に触れている。アルメインへの感情のことだからだ。いつものナリアであれば、目くじらを立てて反論したことだろう。

　だが今のナリアにはそれができなかった。

「……兄上、お先に失礼します……」

　彼女は立ち上がると、やや身体をふらつかせながら、部屋から出ていった。






　ナリアはときおり足をもつれさせながら、自室へたどり着いた。

　扉を開け、水差しから直に水を飲むと、寝台ベツドに倒れ込む。数度深呼吸をして、片手で顔を覆った。

　頭の痛みが増していた。書庫での会議から気になるようになり、エルラニアの話で頂点に達した。

　彼女の提案は不愉快極まりないもので、いつもなら即座に反対していたはずだ。だが頭痛のためまったくできなかった。それどころか賛成までした。

　どうしてあんな言動を取ってしまったのか自分でも謎なぞだ。とにかく「賛成しなければ」との気持ちに襲われていたのだ。

　今もまだ、頭痛に襲われたままだ。思い返すこともままならない。

　医師を呼ぼうかと考えたとき、なにものかの気配がした。

（曲くせ者ものか……？）

　身体を起こそうとしたが痛みのために難しい。声を出そうとしたら、相手が先に喋った。

「どうぞそのままでいてください、ナリア姉様」

　鈴の鳴るような声音。妹のメーニカだった。

「お加減が悪いのですね。すぐに楽になりますわ」

「メーニカ……いつの間に入ってきた……」

「最初からおりました。お姉様が気づかれなかっただけです」

　顔を横に向ける。メーニカが微笑ほほえんでいた。その後ろには妹付きのメイド、サリューン。

「なんの……用だ……」

「どのようなことをお兄様と話していたのか、知りたいと思いまして」

「またか……確か、前にも……」

「それは忘れてください。お姉様に話を聞くのは今がはじめてです。これまでも、これからも」

　メーニカは後ろを向き、サリューンに頷く。端たん整せいな顔立ちをしたメイドが進み出た。

　彼女の瞳が赤く輝く。カリーンの意識が瞬時に呑み込まれそうになった。

「な……なん……」

「さあお姉様。なにがあったのか話してください」

　メーニカの声が頭に響く。記憶が引きずり出され、自然と口からついて出た。

「グ、グーゼルホーフ情勢とベールランドのこと……スイン王が会談を申し込むかも……」

「他には？　確か宰相の手下だった女が出入りしましたよね」

「……エルラニアは提案を……あ、兄上に……」

「お兄様にどんなことを？」

「エーレントラウト皇女との婚姻を……兄上との間で……」

「まあ！」

　メーニカが驚きの声を上げる。その刹せつ那な。

　ナリアは跳ね起きた。

　頭痛が治まったわけではない。むしろ増していた。だがその痛みが衝動となって身体を動かしたのだ。

　彼女は寝台ベツドに立てかけておいた長剣を取る。一挙動作で鞘さやから抜く。

「ぬあああっ！」

　刃が薄暗い室内にきらめいた。銀の筋となってメーニカへと向かう。

　メーニカは目を見開く。身体が動かない。そこにサリューンが割り込む。

　メイドは湾キ曲リ刀チを抜いて防ごうとする。だがカリーンの剣はそれよりも早かった。

　血しぶきが上がり、サリューンの右腕が斬りつけられていた。

　メイドはメーニカを庇かばいながら、後ろに下がった。

　ナリアの瞳は燃えていた。激情に駆られているのではない。あたかも別の存在に急せき立てられているかのようになっていた。

「メーニカ……」

　剣を構えたナリアが、言葉を漏らす。

「あなたのやり方……妹ながら見上げたものです……」

　メーニカは思わず呟く。

「ナリア姉様……？」

「ですが……邪じや魔ま立ては許しません……。いいですね……」

　ナリアの声には、あきらかにいつもとは違うものが混ざっていた。

　言葉が終わると、ナリアは長剣を手にしたまま、その場に昏こん倒とうした。

「お姉様……ナリア姉様……。もしかして……」

　メーニカの声も聞こえない。ナリアの意識は混濁し、そのまま薄れていった。





















　アルメイン自身は保留としたものの、エーレントラウト皇女との婚こん姻いんに多くの利点があることは明らかだった。

　大義名分が手に入り、勝利に終われば国土すら手中に収められる。損をする要素が見当たらない。敗北すれば別だがこれはなんだろうと同じことだ。

　それでも彼が迷っているのは、婚姻というものに多少なりとも抵抗があるからだ。王室同士の婚姻は計算尽くでおこなわれることが多いが、アルメインにそのような考えは少ない。以前出しゆつ奔ぽんしたとき様々な国を回ったせいか、王室の習慣に染まっていなかったからだ。

　このことをカリーンは強く理解していた。彼女だけではなく、持ちかけたエルラニアもまた承知していた。

「あの代王は、婚姻にはうぶよね」

　彼女は独ひとりごちた。

「ナリアは賛成したけど、そもそもアルメインを好いている女。カリーンもあの口ぶりでは反対でしょうね。だったら別の方面からも持ちかけないと」

　アルメインに婚姻の計画を持ちかけたその日のうちに、エルラニアは馬に乗って出発した。行く先は北の大国グーゼルホーフである。

　部下に替え馬を用意させ、ほとんど休息を取らずに駆けていく。あっという間に国境を越えた。

　グーゼルホーフ領内に入ると空気が一変する。そもそも尚しよう武ぶを尊ぶ国であり、現在は内戦中だ。ぴりぴりとした雰囲気に満ちていた。

　街道沿いの村や町のいくつかは焼かれ、あるいは壊されていた。死し骸がいすら放置されており、内戦の激しさを物語っていた。

　数日かけて帝都シュヴィーレンに到着。エーレントラウト皇女派が支配しているが、バルサフ大公の軍を警戒して城門の多くは閉ざされていた。

　商人に扮し、通用門を抜けた。そして市内の木賃宿に落ち着く。

　ここからが肝かん心じんだとエルラニアは思った。テルヒムに同道していたので、彼女のことを知っているものは存在する。だがその後フィンメルハウゼンに帰参したことで裏切り者として捕らえられるかもしれない。血の気の多い人間に首でも刎はねられたら全てが水の泡だ。

（部下を使って伝つ手てをたぐるか……）

　木賃宿に隣り合った酒場で、固い麺パ麭ンを齧かじりながら思考を巡らせた。すると。

「ここ、いい？」

　返事も聞かずにその人物は、エルラニアの正面に座る。

　女性だった。明るく輝く青い瞳をしており、長い髪を馬の尻尾しつぽのように縛っている。安っぽい酒場には不釣り合いだが、不思議なほど溶けこんでいた。

　エルラニアはちらりと目をやり確認すると、黙って懐ふところに手をやった。

「落ち着いてくれないか」

　眼前の女性は言った。

「ここで剣を抜くのは得策じゃない」

「私が持っているのは剣じゃなくて針よ。毒が塗ってあるけど」

「なおのこと止やめて欲しい。こっちに殺意はない。話しに来ただけだ」

　エルラニアはその言葉を信じはしなかったが、懐から手を離した。

　代わりに大エ麦ー酒ルに口をつける。

「エーレントラウト皇女のメイドがわざわざこんな店に？　ご足労なことだ」

「私を知っていたか」

「一度見た顔は忘れないわ」

　エルラニアは言う。目の前の女性は、エーレントラウト皇女付きのメイド、マイレーンであった。かつてヴィントレーア、テルヒムと共にグーゼルホーフ帝国にいたとき、姿を見たことがあった。対面こそしなかったものの、メイドらしからぬ目の配り方と物腰が強烈な印象として刻み込まれていた。

　マイレーンはメイド服を着ている。その上に外套コートを羽織り、職業を分からなくしていた。

　エルラニアは警戒を解かない。

「私がここにいることがよく分かったわね」

「グーゼルホーフ領内に入るものは私の部下によって監視を受ける」

「全員なんて無理でしょうに」

「そういう匂いがするものだけだ」

　マイレーンは口の端を、皮肉っぽく曲げた。

　彼女はなにも口にしていない。目の前には木の酒杯ジヨツキがあるが、中は空からだった。

　店内は騒がしく、密談をするのにもってこいだった。

「さて、かつては我が国と手を組み、現在は敵対している人間が今頃なにをしに来たのかな」

　マイレーンの口調に咎とがめるところはなく、むしろ面おも白しろがっている風すらあった。

「国家同士の連携の話よ」

「おや。一介のメイドに軽々しくそんなことを話すのか」

「エーレントラウト皇女側近中の側近でしょう。一番手っ取り早い相手じゃない」

「どんな提案だ」

「アルメイン陛へい下かとエーレントラウト殿でん下かの婚姻」

　エルラニアはそう告げると、続いて利点を説明しようとしたが、マイレーンは軽く手を上げて制する。

「詳しいことはいい。そういうこともあり得ると思っていた」

「あら。グーゼルホーフ側からも持ちかけるつもりだったの？」

「いいや。エーレントラウト皇女は独り身で決まった相手もおられない。婚姻の申し込みなら各国からひっきりなしにあった」

「フィンメルハウゼンからは今日がはじめてよね」

「そうだな」

　マイレーンはにやりとする。

「受けよう。エーレントラウト皇女にも伝える」

　この回答にエルラニアは拍子抜けし、同時に疑念を募らせた。

　王室同士の婚姻という重要事項があっさりと決定されたことと、自らの謀はかりごとが順調に進んだことによる不審であった。上う手まくいくに越したことはないが、こうまで簡単だと裏があるのではと勘ぐってしまう。職業柄でもあったが。

「……あなたの言うこと、エーレントラウト皇女は聞くの？」

「問題はない。聞く」

　マイレーンは断言する。

「しばらくあの方の性せい癖へきを満足させる必要はあるだろうがな」

　エルラニアはエーレントラウト皇女の性癖を思い出し、心中で顔をしかめた。嫌悪感というより、自分自身もあまり褒められたものではないと思っているからだ。

「メイドに操られる為政者というのもなかなか末期的ね」

「フィンメルハウゼンも他国のことは言えないだろう。カリーンがアルメインを操っている」

「あなたも同じ氏族でしょう」

　マイレーンははじめて驚いたような表情を作った。

「知っていたか」

「あなたとカリーン。あとベールランドにいるなんとかってメイド。私も調べることが本業なのよ」

「ならば、このようなことを得意とする人間が、国家を操ることは珍めずらしくないと知っているだろう」

　エルラニアは頷うなずく。表面上は王による統治であっても、裏で他の者が実権を握っている例はいくらでもあった。それは宰さい相しようであったり、司祭であったり、合議制の部会であったりした。王の寵ちよう妾しようが国政を壟ろう断だんしていたこともある。マイレーンがグーゼルホーフの権力者であっても、不思議なことではないのだ。

「ではこの件は、進めることでいいわね」

「構わない。お前がフィンメルハウゼン国内でまとめられればだが」

「可能よ」

　エルラニアは言う。そして少しだけ笑った。

「そっちからも婚姻の要請を出して」

「了承した。カリーンは反対するだろうが、押さえてもらうぞ」

「あらあら。やっぱりあのメイドが嫌いなのね」

「お前は好きなのか？」

　エルラニアは返事をしない。だが二人の間には奇妙な連帯感があった。

　どちらもカリーンには煮え湯を飲まされている。口には出していないが憎しみを抱く相手としては筆頭だ。倒せる機会があるのなら、誰だれだろうと共闘するだろう。

　眼前の相手は手を組むのにちょうど良かった。

「……私はフィンメルハウゼンに帰るわ」

　エルラニアは大麦酒エールを飲み干す。

「おめでたいことはなるべく早く報告しないと」

「エーレントラウト皇女にもすぐに話をする。反対するものは……とっくに剣を手にしているから気にすることもない」

「ついでに私につけている監視をなくしてもらえない？」

「国境を越えたらな」

　マイレーンは卓上に小銭を何枚か置いた。そして来たときと同じように、誰からも注意を払われずに外へと出ていった。






　エルラニアがアルメインに「エーレントラウト皇女との婚姻」を薦すすめたことは、当然内密にされた。王族の婚姻は外交上の儀礼であり、国同士の関係に深く関わるからだ。

　それだけに、情報に接した人間の心には小さくない驚きをもたらした。

「お兄様が結婚だなんて！」

　メーニカは憤ふん慨がいしていた。怒りの顔にも愛らしさがあるが、ときおり殺意が滲にじみ出だす。

「あり得ないわ。お兄様と夫婦になるのはメーニカが一番相応ふさわしいのよ」

　アルメインと結ばれることは、メーニカ最大の夢であった。アルメインをローディア大陸統一国家の皇帝とし、自らは皇后となる。邪じや魔まするものは何なん人ぴとたりとも許さない。

　メーニカの後ろにはサリューンが控えている。右腕に巻かれた布が痛々しいが、当人はいつものように平然としていた。

「妨害しますか」

「当然よ」

　直後にメーニカは首を振る。

「でも、まだいいわ。グーゼルホーフの情勢を見極めてからにするの。このことがお兄様の覇業に役立つかもしれないわ」

「ではいまのままで」

「でも万が一、お兄様とエーレントラウトが床入りするようなら、絶対に阻止して」

　サリューンは頭を下げた。それから言う。

「ナリア様ですが」

「どうだった？」

「今け朝さはいつものように執務をなさっております。昨日のことは覚えておられないようです」

「あら。だとすると、ナリア姉様の意思じゃないのね」

「別の人格が入り込んでいたように感じました」

「メーニカもそう思ったわ。あの目の色と声は聞いたことあるの」

　このときメーニカの脳裏には、一人の人物が思い浮かんでいた。

「……遺体はどこに置いてあるのかしら」

「宮殿の地下です。防腐処理を施した状態のままです」

「知ってるものはいないわよね」

「出入りの使用人で見たものがいましたが、対処済みです」

　この「対処」はこの世から消すことであり、無論メーニカも承知している。秘密を知ることは許さなかった。

　メーニカは寝台ベツドの端に腰かける。

「お兄様……いいえ、兄きよう妹だい全員がもっとも恐れる人間はお姉様。だから遺体を手に入れたんだけど……」

　彼女は小首を傾かしげる。

「遺体から意思だけが解き放たれるなんてあり得るのかしら」

「全ての学者を集め万人の知恵を結集しても、人の魂たましいだけは理解できないでしょう」

「でもあのお姉様なら、理解の上をいくと思うわ」

　メーニカは言う。精神力も度胸も並みの少女以上のものを持つが、その彼女をして心しん胆たん寒からしめるのが死んだ長姉だ。そもそも多くを長姉に学んでいる。

「お兄様もナリア姉様もヴィントレーア姉様も、お姉様の存在だけで操れたわ。みんな亡霊に怯おびえるの。あの女……ヘルネーアを使ったときは完かん璧ぺきだった」

「遺体の匂い、雰囲気だけでも言うなりになります」

「でもメーニカの望みだけじゃなくて、自分の野望のために行動するなんて思う？　そうなったらもう遺体じゃないわ。生きているのと同じ」

「なんとも言えません」

「もしかしたらメーニカたちが使われているのかしら……？」

　二人は押し黙る。

　あの長姉が病によって物故したのは確かだ。臨終の席で代王を三人指名したのである。テーアドーラ大聖堂の地下墓地に葬ほうむられたのを盗みだし、様々なことに利用したのである。

　だがそれすらも、計算のうちだったら。死してなおフィンメルハウゼンを統治しようとしているのかもしれない。むしろ生前よりも悪あく辣らつになって。

　メーニカは誰にともなく呟つぶやく。

「……前にね、お兄様にフィンメルハウゼンの王にならないのですかと尋たずねたことがあるの。代王ではなく正式に戴たい冠かんすればよろしいのにって」

　サリューンは黙って耳を傾けている。

「そうしたらお兄様は、それはあとになってからだってお答えになったわ。王室の匂いを拭い去ってからだって。そのときはなんだか分からなかったけど……もしかしたらこのことかしら」

「…………」

「十三王朝のようなしがらみを捨てて、新しいフィンメルハウゼンにしようとしているのかも。それにはお姉様……ヒルトルート姉様を超えないと駄目。あの人を上回ってはじめて新しいものになるの。だけど、そのこともお姉様の計算だとしたら……」

　再びメーニカは黙り込む。

　時間が過ぎていく。一度だけ侍女が食事の支度ができたと知らせに来たが、サリューンによって追い返された。

「……よく分からないわね」

　彼女は首を振る。

「だけど、ヒルトルート姉様は亡くなっても危険だってことは、理解できたわ……。サリューン」

「はい」

「お兄様とエーレントラウト皇女の結婚のこと、噂うわさにして流してもらえる？　宮殿内には特にね」

「よろしいのですか？」

「いいわよ。お兄様のおめでたいことは喜ぶ必要があるもの。妹としては」

　言葉とは裏腹に、瞳の奥は昏くらく輝いている。それは必ずしも好意的なものではなかった。






　白はく磁じ宮きゆう殿でんから流れたと思われるある噂は、急速にベールランド市内にも浸透していった。

　つい二年前まで矛ほこを交えていたグーゼルホーフの皇女とアルメインの婚姻は、恰かつ好こうの酒の肴さかなだ。たとえ事実ではないとしても、娯楽として大衆演劇に匹敵する。それどころか新作の脚本として取り上げられそうな勢いだった。

　市民の感情は大きく二つに分かれる。グーゼルホーフ帝国との繋つながりに反対するものと、賛成するものだ。

　反対するものの理屈は単純である。数年前にグーゼルホーフ軍はリューブルグまで侵攻してきており、防衛戦で肉親を失っているものもいる。さらに家まで焼かれていれば、怒りは倍増する。フィンメルハウゼンの王室がグーゼルホーフと婚姻することなど許せないと主張する人間もいた。

　賛成するものは、婚姻を娯楽として見ていた。いつの時代も高貴な人間の婚姻は恰好の話題となる。そしてこの時代、領土を攻めた攻められたは当たり前のことであり、大騒ぎするようなことではなかった。たとえ当事者でもそのことは言えた。

　噂好きたちの口に戸は立てられない。しかもそこに、明らかにグーゼルホーフからと分かる一団が到着したからなおさらだ。

　反エーレントラウト派から逃れるようにしてきた一団は、リューブルグに入るや否やグーゼルホーフ帝国の紋章を掲げた。これは外交使節を表す旗でもあった。

　それを目撃した人間が、また噂を流す。

「エーレントラウト皇女の使節らしいぞ」

「アルメイン代王に婚姻の申し込みをしにきたとか」

「とすると、あの話はやはり本当か」

　噂だけだった婚姻話が、瞬く間に事実として広がっていく。一年前に両国で和解のための狩猟が催され、その席でエーレントラウトが一ひと目め惚ぼれしたとのもっともらしい尾お鰭ひれまでついた。

　これらの噂は、アルメインの耳にもすぐに届いた。しかも使節と対面する前にだ。マイレーンの仕立てた使節が、宮殿入りする前に数日市内に留まっていたためでもある。

「できすぎている」

　アルメインは言った。

「エルラニアの提案を考慮してる間に使者か。示し合わせたみたいだな」

「考えられます」

　カリーンが答えた。彼女はエルラニアの提案そのものが、フィンメルハウゼンの将来を考えたものだとは思っていない。

「エーレントラウト皇女側は不利な情勢にあります。アルメイン様の助力を得たいのも当然ではありますが」

「無視するわけにはいかないよな」

「そのまま帰してしまっては、外交感覚の欠落した君主だと思われてしまうでしょう」

「反対派が勝利するなら、無視する方がいいかもな」

「見栄えがするのはエーレントラウト皇女です。シュヴィーレンを支配しているのも」

　どちらもグーゼルホーフ帝国を治めるには欠かせない存在だ。見栄えは国を引っ張る力であり、帝都シュヴィーレンは裏付けとなる経済力である。

　アルメインは諦あきらめたように言う。

「分かったよ、会おう」

「個人的な意見が許されるのであれば、エーレントラウト皇女との婚姻には反対です」

「理由は？」

　カリーンは首を振り、「お忘れになってください」とだけ答えた。

　アルメインは謁えつ見けんの間でグーゼルホーフの使者と対面する。使者はエーレントラウト皇女の遠縁にあたる男で、両国関係について長々と述べた後、皇女が平和と友好のために婚姻を切望していると告げた。

「フィンメルハウゼン王家と当グーゼルホーフ王家との婚姻は、ローディア大陸全てに計り知れない幸福をもたらすものでしょう」

「グーゼルホーフは内戦中だろう」

「フィンメルハウゼンの後ろ盾があれば、即座に終結するものと確信しています」

　ついこの間までこの両国は争っており、リューブルグ市内も戦場となった。だが心中はどうあれ、過去のことは両者とも口にしない。そういうものであった。

　使者は幾度も頭を下げると「ぜひよいお返事を」と伝えて退出していく。アルメインは場所を書庫に変えてナリアを呼んだ。

「向こうからも使者が来た。エーレントラウト皇女は俺おれに惚れているらしい」

「兄上は皇女に会ったことがあるのですか」

「いや。ずっと昔に皇女の隊列と遭遇したことはあるが、遠すぎて見えなかった」

　まだ諸国を放浪していた時期だ。そのころはエーレントラウトが皇位継承の第一人者になるとは誰も思っていなかった。

　アルメインは椅い子すに座ったまま、姿勢を崩した。

「確かに結婚に利点はあるんだよな」

「…………」

「だけど結婚したところで、俺に夫婦生活は無理だ」

　アルメインは幼少時の事件によって、心に深い傷を負っている。老人と幼女以外の女性と接することが困難だった。

　ナリアが言った。

「お断りになるのも……失礼になるかと……」

　痛みを堪こらえているように、ときおり片目をつむっている。アルメインは休息を薦めたが「平気です」としか言わなかった。

「断るにも理由が必要なんて、王族はこれだから面倒くさい」

「時が過ぎるのを待つこともできますが……難しいでしょう。私は兄上の婚姻に賛成です」

　その言葉にカリーンは不思議そうな目を向けている。アルメインは言った。

「結婚したところで一緒に住む可能性は……」

「同居する必要はありません」

　そう言ったのはカリーンだった。

「婚姻だけを済ませて、それぞれが統治する土地で生活をすればいいのです。恐らくエーレントラウト皇女も同じ考えだと思われます」

「離婚が早くなりそうだな」

「むしろ懸念すべきは、ベールランド連合王国です」

　その言葉が終わらないうちに、書庫の扉が叩たたかれた。メイドが入室して、カリーンに紙片を渡す。

　カリーンはそれに目を通した。

「噂をすれば、スイン王から会談の申し込みです」

「早いな」

「グーゼルホーフに侵攻する前に、様子をうかがっておきたいのでしょう」

　スインからは、なるべく早く会談をとの申し入れだった。どうも国境付近で待機しているらしい。

　アルメインは苦笑しつつも承しよう諾だくする。

「スインの要望に合わせようじゃないか。すっ飛んでくるだろうな」

　彼の予想通りだった。わずか三日後にはスインはリューブルグに入城。アルメインとの会談をおこなった。

　謁見の間に隣接した部屋で、アルメインは久しぶりにスインと顔を合わせた。背丈はほとんど変わらないがかつての初々しさは消え、一国の王らしい雰囲気を漂わせていた。

　二人はがっしりとした樫かしで作られた卓を挟んで座っていた。

「兄さん、壮健そうでなによりです」

「つまらない前置きは省こうじゃないか。グーゼルホーフの件で来たんだろ」

　スインは「ええ」と言った。

　彼はほんの少しだけ声を潜ひそませる。

「兄さんの覇道に微力ながらお手伝いをしたいと思っています」

「グーゼルホーフにも影響力を持ちたいからだろう」

「兄さんとエーレントラウト皇女の婚姻を祝して、ベールランドからも救援の軍を派遣します」

　アルメインはかすかに緊張した。やはりスインは婚姻話を知っており、積極的に関与しようとしている。

　ベールランドはやはり大国ではあるが、グーゼルホーフと直接国境を接していない。軍を送るにはフィンメルハウゼン領内の通過が不可欠だ。もしグーゼルホーフ内に領土を得ると、飛び地になる。統治には手間がかかるだろう。

　それでもやはり北の大国に一撃を与えたいとの欲求は強いようだ。スインの治世にグーゼルホーフを破ったとなれば、後世からの覚えもめでたいだろう。

「まだ結婚するって決まったわけじゃない」

　アルメインは言った。

「そもそも結婚って、こういうものだったか？」

「王族の婚姻に個人の意思は関係ありませんよ」

「ついこのあいだまで、貧民と見分けがつかない生活をしていた」

「兄さんが実利主義者ならこの機会を逃さないはずです」

　スインは畳みかけるように言う。

「こんな好機は滅多にありませんよ」

「じゃあスインが結婚すればいい」

「いい案ですね」

　彼は顔色を変えずに返事をする。

「でもエーレントラウト皇女は、ベールランドとの婚姻は望まないでしょう。連合国家とはいえ一つの国のベールランドに対し、今のグーゼルホーフは分裂している。下へ手たに血縁関係を結べば呑のみ込こまれると恐れているはずです」

「それに比べてフィンメルハウゼンなら小さいから安全ってことか」

「兄さんの国の利点です」

「じゃあ俺と皇女が結婚したら、結局操られるのは俺の側ってことになる」

「そうはならないですよ。現に僕も、兄さんの下についている」

　さらりと少年王は言った。

　スインは以前、出生を偽ってフィンメルハウゼンを訪れた。アルメインはそれを逆手に取り、ベールランドの筆頭王になっても影響を及ぼしているのだ。

　アルメインは「スインの皮肉癖ぐせだけはずっとそのままだな」と思っていた。

「つまりスインは、俺に結婚を薦めてるのか」

「兄さんのためです」

「本気か？」

「僕は兄さんの覇道のためには協力を惜しみません」

　微笑を湛たたえながら喋しやべっている。

　アルメインは肩をすくめた。

「ただで好意が買えるなんて、ウィッタリアでいちばんお人好しの海運業者すら信じるわけがない。条件を言え」

「僕をフィンメルハウゼンの副王にしてください」

　アルメインは驚きよう愕がくし、思わず椅子をがたつかせた。ナリアも目を見開いている。カリーンだけは表情に変化がなかった。

「驚くことじゃないでしょう。フィンメルハウゼンとの繋がりをいっそう深めるためです」

「……俺がエーレントラウト皇女と結婚しても影響力を保持できるからか。俺にどんな利点がある」

「僕はしょせん副王です。実権は兄さんですから、ベールランドにいくらでも関与できます」

　アルメインは首を振る。

「名目がないぞ」

「では兄さんもベールランドの筆頭副王になればいいのでは？」

　この提案に彼は無言になった。

　王座への関与を互いに得るという意味だろう。ただベールランドは連合王国で、スインがいなくなったら他国の王が筆頭王となるはずである。副王という位にどれだけの力があるか分からなかった。

　悩ましいところではある。今のままでもスインに影響力は及ぼしているが、スイン後のことを考えるとベールランド内に副王の座を得ておくのは悪くないからだ。

　スインはにこりとする。

「兄さんにしては珍しく悩んでいますね」

「俺は常識人なんだ」

「すみませんが、人払いを」

　アルメインは一瞬だけ不審そうな色を浮かべたが、すぐにナリアとカリーンに目をやった。

　女性たちが退室する。二人だけになった。

　スインは安心したように言う。

「この方がほっとしますね」

「いまさらこんなことをする必要があるのか？」

「兄さんが使っているメイドに聞かれるのが、ちょっと」

「カリーンは信用できる」

「メイドなのが問題なんです」

　スインは声を潜めた。

「実は僕の側近にメイドがいるんです。シャルナーンって言うんですが」

「出来すぎた偶然だ」

「そうなんです。出来すぎた偶然なんです」

　今までと違い、彼はもったいぶらなかった。むしろ一刻も早く話したい風にすら見えた。

「シャルナーンは元々、僕のメイドじゃありませんでした。前王に仕えていたんですが、いつの間にか僕の側そばにいたんです。僕が筆頭王になってから、前王の使用人を半分に減らしました。元からバリストンの宮殿にいた人間で充分だったからです。メイドはほとんど一時金を渡して故郷に帰らせたんですが、シャルナーンだけは残ったんです。理由は見当がつきません。以来、僕の一挙手一投足は監視されています」

　アルメインは「まさか」と言おうとしたが、スインの瞳を見て押し黙った。

　少年は真剣そのものだった。

「シャルナーンは色々なことを僕に忠告してくれます。起きてから寝るまで、無用な意見はありません。内政や外交に口出しはしないで、節度をきちんと守っています。でも……」

　彼はいったん言葉を切った。思い出すように、やや視線を彷徨さまよわせた。

「操られている気がするんです。僕の発する政策が全部彼女の思い通りになっている気がする。知らずしらずのうちに、シャルナーンの考え通りに動いているとしか思えません」

「馘かく首しゆしないのか」

「できません。あのメイドを首にするなんてあり得ませんよ。有能なのも確かなんです」

「スインにも他に部下はいるだろう。背後を調べさせればいいんじゃないのか」

　彼は大きく頷いた。

「やりました。五人が行方不明になって一人だけが報告に戻りました。それによると、シャルナーンは兄さんのメイドと同じ氏族出身らしいんです」

　アルメインは目を細める。

「カリーンと？」

「他にも一人、似たようなメイドがいるらしいんです。グーゼルホーフに雇われているらしいんですが……。僕が人払いを頼んだ理由が、これで分かったでしょう」

「理解したが……カリーンはそんな人間じゃないぞ」

　アルメインは言った。カリーンはアルメインが幼い頃から側にいて、出奔して戻ってくるまで待っていた。そして彼女の使用する魔ま導どうは他に並ぶものがなく、幾度も危機を救ってくれた。たとえ同じ氏族の出だろうと、シャルナーンとはなにもかもが違うはずだ。

　だがスインは否定した。

「どこかに似たところがあります。兄さんのメイドもシャルナーンと同じで、兄さんを操ることがあるはずです」

「馬ば鹿かな……」

「言い切れますか。今までのことがメイドの言うままではなく、全て自分の意思だと」

　言い切れるはずであった。

　だがアルメインの口からその言葉は出てこない。かすかに生じた疑念が、消えることなく、暖だん炉ろの熾おき火びのように燻くすぶっていた。

　カリーンは強大な魔導を使い、外見上はほとんど年を取らない。そのような人間が唯い々い諾だく々だくと従うだろうか。今のように従っているのは、なんらかの目的があるからではないだろうか。

　彼女はかつて「冥めい玉ぎよくと共に生きている」と告げた。それはただ冥玉と一緒に生きるのではなく、なにかを成し遂げるためではないだろうか。

　スインは、メイドのシャルナーンが野心を持っていると考えているらしい。ならば同じ氏族のカリーンはどうなのか。

　疑念の芽を刈り取ることはできない。むしろ育っている。

　アルメインは言った。

「……いや、俺はカリーンを信用している」

「本心から、ですか」

「返答を控えていいか」

「気持ちは分かります。僕もそうでしたから。でも僕はシャルナーンたちの氏族に関する、あることを知っているんです。僕が男だん娼しようをやっていたときに偶然知ったことです。興味がないんで忘れてましたが、今になって分かりました」

　思わずアルメインは身を乗り出した。

「なんだ、そりゃ」

「僕を副王に」

「取り引きか。だけど内容によるぞ」

「じゃあ少しだけ。実はですね……」

　スインの口が開く。次の瞬間。












　彼の胸から血が噴き出した。

　少年は驚愕を顔に貼りつかせ、どんどん青白くなっていく。身体からだの中心に傷口が発生し、血が流れ出していた。その中心には鈍く光る剣が先端を覗のぞかせている。背後から刺されたことはひと目で分かった。

　アルメインは思わず腰を浮かせた。ここは二人きりのはずだ。なのにいきなりスインが血を流した。

　彼の背後に視線をやるが、そこに人影はない。透明な何者かが、いきなり刺したとしか思えなかった。

　スインの頭は二度三度揺れると、椅子に座ったまま顔を上に向ける。瞳は輝きがなくなりつつあった。

　アルメインは叫んだ。

「誰か！」

　即座に扉が開き、ナリアが飛び込んでくる。

「兄上!?」

　彼女はスインの様子を見ると、即座に事情を察した。背後に向かって怒鳴る。

「医師を！　あと誰もこの部屋に近づけるな！　外にも出すな！」

　背後にいたのはカリーンだった。彼女は部下のメイドに二言三言告げると、入ってきてスインの具合を見る。

「心臓は逸それているようですが……背後から刺されていますね」

　実はナリアにもすぐ分かっていた。背中から刺さった長剣は引き抜かれずそのままになっていたのだ。

　同時にアルメインの行動ではないことも分かる。向かい合って会談していたのだから、後ろから刺せるはずがない。第三者が潜んでいて、おこなったのだ。

　ナリアはアルメインを庇かばうように立つと、室内を見回した。

「兄上……ここには……」

「誰もいない。いきなりスインが刺されたんだ」

　彼自身も、自分の見たものが信じられなかった。

　ベールランド連合王国筆頭王との会談なので、白磁宮殿の警戒は厳重になっている。それをくぐり抜け、部屋に潜み、人払いを狙って凶行に及んだのである。しかも姿を消して。

　尋常な技ではなかった。

　アルメインは椅子から立ち上がる。ナリアが「危険です」と言ったが、手で制する。

　スインの近くに寄った。

「具合はどうだ？」

「まだ心臓は動いていますが、これからどうなるか予断を許しません」

　カリーンが答える。彼女は当座の手当として、白い布を傷口に押しつけていた。

「充分な治療の必要があります」

「やってくれ。それと口止めだ。こんなことが漏れたらただじゃすまないぞ」

　白磁宮殿の中でベールランドの筆頭王が刺されたのだ。フィンメルハウゼンが仕組んだと思われても不思議はない。

　カリーンはメイドたちと共にスインを運び出す。他の場所で治療をするつもりだろう。

　アルメインはナリアと共に、スインが座っていた椅子を確認した。

　床に目を近づける。かすかにだが汚れの跡があった。スインの背後に足跡となっている。透明な存在がそこにいた。一方血の跡らしきものはない。

　剣を残した理由がこれで判明した。刀身から血が滴したたって跡を残してしまい、追跡されるからだろう。手慣れた人間の所業だった。

「誰かが聞いていやがったのか……」

「ここは厳重に警備していました。兄上とスイン王の二人になってからは、誰の侵入もないように見張っていました」

「そこは信用している。もっと前からいたんだろうな。ナリアとカリーンを呼んだどさくさに逃げ出した」

「兄上、心当たりは」

「ないわけじゃないんだが……」

　そのとき、なにものかの気配を感じた。ナリアが入り口に視線を向ける。

「誰だ。立ち入りを禁じている」

「それは申し訳ございません。うふふふ」

　その声を聞き、アルメインも顔を上げた。

　艶つややかな髪をした、メイド姿の女性だった。だがアルメインは見たことがない。カリーンの部下とは思えなかった。

　メイドは優雅に腰を折る。

「スイン王に仕えるものです。シャルナーンと申します」

　鈴が鳴るような声音にも拘かかわらず、どこか傲ごう慢まんな印象を与えた。

　アルメインは身体を強こわ張ばらせた。まさに会談内容の相手がやってきたのだ。しかも堂々と。

　彼女の横にはカリーンがいる。嫌悪感を隠していなかった。

「スイン王のメイドです。どうしてもお目通りを願いたいと申しまして。止めたのですが」

「我が王との交こう誼ぎに深い感謝の念を抱いておりますわあ。うふふ」

「そりゃどうも。だけどスインは、あー」

「存じておりますわあ。なんでも悲しむべき事故が起こったとか。憂慮すべきことです」

　シャルナーンは笑みを消さない。

「王同士の会談ですから、和やかにおこなわれていたことでしょう。いたずらに緊張を増すことはなかったはずですわあ」

「……見舞うなら早い方がいい」

「わたくしはスイン王から言付けを言いつかっております。スイン王の身になにかあったら、わたくしからアルメイン代王に伝える手て筈はずとなっておりました」

　彼女はまた腰を折ると、話しはじめた。

「いっさいの条件なしに、ベールランドはフィンメルハウゼンに必要なだけの軍を提供いたします。今後の戦闘にお役立てください」

　アルメインは思わず聞き返した。

「それは無条件ってことだぞ」

「はい」

　シャルナーンは肯定する。

「スイン王はそう言っておられました」

「だけど俺とあいつが会談したときは……」

　副王がと言いかけて、アルメインは口を閉じる。どこまで話して良いものか迷った。

　シャルナーンはまた微笑ほほえむ。

「条件はございませんわあ。仮にあったとしても、もうスイン王はそれを持ち出すことがない。そうでしょう？」

「……まあな」

「どうぞベールランド軍をお役立てください。きっとアルメイン代王の覇道に必要なはずです」

　ありがたい話だ。紐ひも付つきではない援軍なんて、ローディア大陸中を探してもどこにもないだろう。この機会を逃すべきでないことは、幼児にだって理解できる。

　あえてアルメインは質問した。

「……君はスインのメイドだろう」

「はい」

「ここでぼやぼやしてていいのか。スインは死にかかっているんだぞ」

「アルメイン代王にお伝えすることが先だと思いましたわあ。それに」

　シャルナーンは口元を押さえる。たちの悪い笑みを隠す仕草だった。

「事故でしたから気にすることはございません。もしこれが暗殺未遂だとしたら、今後狙われないよう余計な会話や詮せん索さくは慎つつしむことでしょう。黙っていれば今後も両国の友誼は続き、命を落とすことはないはずですから。きっと暗殺者もそう思っておりますわあ。仮に暗殺だとしたら」

　シャルナーンはそう言うと、室内を見回し、ゆっくりと挨あい拶さつした。

「ではわたくしは、これで退出いたします。我々使節随員のことはお気になさらぬよう。うふふふふ」

　優雅な足取りで、メイドの姿は視界から消えた。

　ややしばらく、三人は茫ぼう然ぜんとしていた。

　ナリアが最初に口を開く。

「なんでしょう、あの女は」

　忌いま々いましそうな感情が交じっていた。

「いくらスイン王の随員とはいえ、あのような不ふ遜そんな態度が許されているのでしょうか。ただのメイドです」

　アルメインはひとことだけ反論する。

「……ただのメイドじゃないんだろ」

「そうなのですか？　確かに、我々にもカリーンというメイドがおりますが」

　そのカリーンはなにも言葉を発していない。

　彼女はメイドたちに最小限の指示をしただけで、ただ佇たたずんでいた。

「なあカリーン、君の意見が聞きたい」

「どのようなことでしょう」

「シャルナーンは君の目から見て、どんな人物だ？」

「……メイドです。スイン王の側近のようですから、充分信頼されているのでしょう」

　それだけを言い、また黙った。

　ナリアは納得したような、してないような顔であり、アルメインも不満を感じていた。

　カリーンらしからぬ物言いだった。いつもならこんな上っ面な発言はしない。もっと深いところまで感知しているか、さもなくばすぐに調査すると言うはずだ。

　スインの言葉が思い出される。やはりシャルナーンとカリーンは繋がっているのだろうか。自らの立場が危ういことを知ったシャルナーンがスインを殺あやめ、カリーンが庇っているのかもしれない。証拠はなにもないのだが。

　今まで信じていたメイドを疑うことは、彼もしたくなかった。だがスインの話と起こった出来事を鑑かんがみると、疑念の芽はどうしても消えてくれなかった。






　白磁宮殿でスインが刺された事実は厳重に伏せられた。ただ「スイン王は病のためしばらくフィンメルハウゼンに留まる」と発表されただけだ。真実を知られてもいいことはひとつもないどころか、両国の立場が危うくなる。この手の事件はその他の国を喜ばせるだけだからだ。

　白磁宮殿はなんとかなるとして、問題はベールランド側である。自分たちの筆頭王が傷つけられたのだ。騒がないわけがない。

　だが使節一行はなにごともなかったかのように、騒がず慌あわてることもなく、シャルナーンの言うとおり気にする必要がなかった。

「あのメイドは、随員の中でも大変な力を持っているようです」

　ナリアはアルメインに報告した。

「メイドの言うことに、なんの疑念も挟まず従っているところを見ました。不気味なくらいです」

「ベールランド軍を提供する話は出ていたか？」

「耳にしてはおりません。ですが早馬が出立したので、ベールランド本国に連絡がいったと思われます」

　シャルナーンの言葉通りであるなら、早馬にはスインの命令が記されており、フィンメルハウゼンへの援軍が発せられるのであろう。

　逆に、それらのことがグーゼルホーフに知られてしまっては不必要な疑念や警戒心を抱かせる。アルメインは婚姻のことを強く意識するしかなかった。

　その夜。

　夕食を摂ったアルメインは寝室で横になった。

　疲れからではない。翌日に備えて早めに床に就ついたのだ。

　体力には自信がある。かつて、三日三晩寝ずに砂漠を走破したこともあった。ただそのためには力を温存する必要があるので、無意味に起きていたくはなかった。

　軽く目をつむる。ここ数日は様々なことがあり、目まぐるしかった。今日はその仕上げとばかりにスインが刺された。

　これら全てが仕組まれているのかというと自信はないが、ある種の運命は感じる。フィンメルハウゼンの頂点に立っている以上、このようなことからは逃げられないのかもしれない。もしかすると、非常に強大な意思が自身をある方向に歩かせようとしているのかもしれない。

　アルメインの瞼まぶたには一人の人物が浮かんでいた。恐るべき姉のヒルトルート。そして冥玉。

　不意に身体を起こす。誰かが寝室の扉を叩いていた。

　彼は自ら扉を開ける。そこにはメーニカがいた。

　愛らしい妹は、服の裾すそをつまんで挨拶した。

「こんばんはお兄様。深夜に訪れてしまい、ごめんなさい」

　その口上と、小動物にも似た仕草に思わず笑みがこぼれる。

「入っていいよ」

　アルメインは彼女を招き入れた。

　メーニカは、アルメインが唯ゆい一いつ緊張することのない存在だ。女性と接することに難のある彼だが、この妹だけは違った。なにより彼女の純粋さを彼は愛していた。

　椅子を指し示す。

「座って」

「そっちがいいです」

　メーニカは寝台ベツドを指し示す。

「お兄様とはいつもそこですから」

　アルメインは苦笑した。確かによく二人で並んで腰かけ、話をしていた。

　彼は寝台ベツドに腰かける。メーニカはその隣に座った。

「…………」

「どうなさったのですか、お兄様」

　メーニカが怪け訝げんな表情で訊きいてきた。彼は違和感を感じながらも返事をする。

「……なんでもない」

　どこか変な感じであった。メーニカが隣に来た途端、なんとも言えない不快感に襲われたのである。

　面と向かってそう告げるわけにもいかず、彼は「多分疲れているんだ」と言った。

「用件はなんだい」

「そのことです。お兄様の心労が続いていると聞きました」

　メーニカは心配そうな表情をしていた。

「お兄様をお慰めしようと思ったのです」

「そこまでしなくていいよ」

「いいえ。近頃はお兄様に関係する不穏な噂うわさまで流れています。お兄様の心労を思うと、メーニカは夜も眠れません」

　年若い妹は、アルメインにしなだれかかろうとする。彼は身をよじった。

「どうなさいました……？」

「いや……」

　彼は意識して横にずれた。妹と距離を取ろうとする。

　メーニカは不思議そうにして、アルメインに近づいて座り直す。

「お兄様、今度グーゼルホーフに侵攻なさるのですよね」

「早耳だな」

「それでお願いがあるのです」

　彼女は両手を合わせた。

「軍にメーニカも同行させてもらえませんか？」

　アルメインは不快感も忘れ、妹の顔を見た。

「危ないぞ」

「お兄様が覇道を達成するところが見たいのです」

「でもな」

「お兄様は今まで不遇な時を過ごされていました。ローディア大陸を統すべるのは当然ですし、メーニカはその時をご一緒したいと思っています」

　妹は純粋にそう思っているらしく、心からの言葉だった。一緒にいたいという気持ちに噓うそはない。

　しばらくアルメインは逡しゆん巡じゆんし、やがて頷いた。

「そこまで言うなら、いい。だけど危ないのは本当だ。信頼できる人間をつける」

「サリューンがいれば大丈夫です」

　彼女はちらりと寝室の入り口に視線を向ける。

　静かに開いて、銀製の盆トレーを持ったメイドが入室してきた。盆トレーには茶器が載のせられている。

「サリューンに、お茶を用意させました。気を落ち着かせて、心が安らぐ香草ハーブが入っております」

　サリューンは一礼すると白磁の茶杯カツプに茶を注いだ。そしてまた頭を下げて退出する。

「どうぞ召し上がって」

「前にも、メーニカにもらったことがあるな」

「お兄様になら毎日でもご馳ち走そうしたいと思っています」

　テーアドーラ大聖堂の裏庭でも同じように二人で茶を飲んだ。ただあのときのことは、何な故ぜか記憶が曖あい昧まいだ。

　二人は目の高さまで茶杯カツプを掲げると、同時に口をつけた。

　温かい液体が喉から胃に染み込む。全身がゆっくりとほぐれるようで、確かに安楽の効果があるようだ。

　メーニカはひと口だけ飲むと、茶杯カツプを置いた。

「お兄様、グーゼルホーフの皇女と婚姻なさるというのは本当ですか？」

「決まったわけじゃない」

「でも、皆そう噂しております」

　彼女は手を、そっとアルメインの太ふと腿ももに置いた。

　彼は目をしばたたかせる。

「しょせん噂だよ」

「メーニカは……メーニカは賛成なのです」

　その言葉に虚を衝つかれた。

「そうなのか？」

「はい。フィンメルハウゼンが大きくなるためには必要です。でも」

　妹は顔を接近させる。

「婚姻だけになさってください」

「ん？」

「お兄様は皇女と婚姻だけをなさればよろしいのです。子供は他で作れば」

「どういうことだ……」

「お兄様の子供は、もっと相応しい女が生むべきなのです。グーゼルホーフの田舎いなか女では務まりません」

　メーニカはさらに近づく。

　反射的にアルメインは身を引いた。実は茶を飲んでから身体が熱く、頭も熱を持っていたのだが、それよりも別の感情が上回った。

　妹からどうしようもない不快感を感じたのだ。

　自らの心に深く傷を残した、あの恐るべき肉親。未いまだ悩まされる姉の匂い。ヒルトルートと同じ気配を感じたのである。

　彼はヒルトルートが恐ろしかった。そのため女性と関係を持つことができなくなったくらいだ。今までその感情をメーニカに感じたことはない。

　だがこの瞬間だけは、メーニカから伝わってきたのだ。

「ねえお兄様。メーニカならお兄様の……」

「やめろ！」

　思わず大声を出す。メーニカは驚いていた。

「どうなさったのですか」

　すぐに返事をしない。アルメインも自分のしたことに驚愕していたのだ。

「……すまない。他意はないんだ。だけど、その、あまり近寄らないで欲しい……」

「まあ。メーニカは妹です」

「妹でもだ……」

　彼は頭を振り、不快感を追い出そうとする。

　上手くいかなかった。

　立ち上がると寝室の扉に近づき、開けた。

「すまないが、今日は帰ってくれないか。そろそろ寝たい」

「そんな……」

　メーニカは寂しそうな顔をしていた。アルメインは極力見ないようにする。

「埋め合わせはいずれする。あとカリーンを呼んできてくれ」

「……分かりました」

　メーニカは不満そうに、それでも優雅に礼をすると、寝室から出て行った。

　しばらくして、カリーンがやってきた。

「お呼びでしょうか」

「入ってくれ」

　彼はメイドを招き入れた。そして寝台ベツドの隣に座るように言う。カリーンはわずかに眉を顰ひそめた。

「メイドとしての職域を超えてしまいます」

「いいから」

　強引に座らせると、すぐ隣に近づく。

「……カリーンなら平気なんだよな」

「なんでしょう」

「いや……ちょっとおかしなことがあったんだ」

　アルメインはなにがあったかは説明せず、別のことを口にした。

「エーレントラウト皇女のことだが、とりあえず援軍を出す。婚姻のことは曖昧に返事だけをしておくつもりだ」

「ではエーレントラウト皇女側で参戦をお決めになったのですね」

「そういうことだ。この機会を逃したら介入は遠い先のことになる」

　この考えに至ったきっかけがメーニカにあるということは、口にしなかった。

「承知いたしました」

　とカリーン。

「ナリア様にこのことは」

「君から話しておいてくれないか」

「はい」

　そう答えて、何故かカリーンは言いい淀よどむ。やがて訊いてきた。

「……このような重大事を、まず私に話したのは何故ですか？」

「なんでだろうな……」

　言われてみればもっともなことなので、しばらく考える。

「多分、君だと話しやすいんだろ」

　ふと、カリーンの表情が柔らかくなる。

「もったいないお言葉です。本気にしてしまいます」

「本心なのは間違いない」

「今後の仕事の励みといたします」

　カリーンは「お休みの邪魔はいたしません」と寝室から出て行った。アルメインはとっくに眠気は去っていたものの、とりあえず寝台ベツドに横になり、目をつむった。




　メーニカは顔を強張らせていた。愛らしい顔に似合わない怒気すらまとわせ、早足に廊下を歩いていた。

　夜の白磁宮殿でも働いている人間はいる。彼女はそれらの人々に見つからないよう人ひと気けのないところまで行くと、虚空に呼ばわった。

「サリューン！　サリューンはいる!?」

　不意にメイドが出現する。なにもない空間を割って出てきたかのようだった。

「お側に」

「お兄様に拒絶されたわ。またあなたの薬が効きかなかった」

　以前のときよりも、明らかに腹を立てている。余裕がなくなっていた。

「お兄様がメーニカと関係を持つのに躊躇ためらっても驚かない。でも、メーニカそのものを拒否したの。まるで汚いものに触りたくないように！　どういうことなの」

「薬は所定の量を入れておきました」

「まったく逆に効いたわ！　大変な侮ぶ辱じよくよ！」

　腕組みをして怒りを口にしていた。普段のメーニカを見慣れている人間なら、あまりの変へん貌ぼうぶりに仰天したであろう。白磁宮殿の中でも「双神が使わした美」と称されているからだ。それが今や、夜や叉しやのようになっている。

　しばらくサリューンは黙っていた。やがて言う。

「推測になりますが……」

「早く言って」

「メーニカ様が女になられたからと思われます」

「メーニカが？　女に？」

「このあいだ、はじめて月のものが来ました。子を産める証あかしですが、だからこそアルメイン様は拒絶されたのかもしれません」

「女になったから、お兄様は拒んだのね……」

　思わずうめいた。

　女を嫌うアルメインに近づけるのは自らが得た特権だと思っていた。双神に下か賜しされた権利により、兄と結ばれるのだと。だがそれが、ただ身体が未熟だからに過ぎなかったとは。

　これでは計画もなにもない。アルメインがローディア大陸の皇帝になっても、側にいられないのだ。

「メーニカが、お兄様の子を産めないなんて、そんなことあり得ないわ……」

　うつむき、口の中で何度もうめく。

　そして顔を上げた。

「サリューン、もっと強い薬はないかしら」

「ございますが、元来捕虜から情報を引き出すために使うものです」

「それでいいわ。お兄様に飲ませるのよ」

「問題がございます。無味無臭ではないので、茶に混ぜることができません」

「いいわ。無理にでも与えるから。王が敵地で発病したり、捕らわれたりするのはよくあることでしょう」

　メーニカは笑う。そこには年相応の愛らしさなどいっさい存在しなかった。

「拒絶された屈辱は忘れないわ。たとえお兄様でも許さないんだから」

　暗い廊下に呪じゆ詛そのごとく響き渡る。その決意はメイドのサリューンだけが耳にしていた。





















　フィンメルハウゼンに、再びグーゼルホーフから使者が来た。エーレントラウト皇女からのもので、婚こん姻いんに関する矢のような催さい促そくである。使者は切羽詰まったように「両国関係のためにもぜひともご承しよう諾だくを」と述べた。

　短期間に二度も使者とは珍めずらしいが、カリーンの情報によると大公軍の攻勢がはじまり、エーレントラウト皇女の軍は各地で敗退を続けているという。帝都は維持しているものの風前の灯ともし火びであるとの風聞もあった。

　アルメインは直接には答えず保留した。ただしこう伝える。

「承諾か否かは、俺おれから皇女に直接伝えよう。フィンメルハウゼン軍と共に北上する」

　使者の顔が輝く。援軍を派遣するとの言葉だったからだ。

「では、婚姻は……」

「それはその時に」

　使者は援軍だけでも約束されたので、見るからに安あん堵どしていた。

　皇女へ伝えるために、使者はさっそく帰国していく。アルメインは土産みやげとしてフィンメルハウゼン王家の紋章が入った胸針ブローチを持たせた。

「カリーン、これでいいのか」

「はい」

　メイドは答えた。土産は彼女の案である。援軍の約束が口だけではないことを示すためだ。

「それと、これは私の考えなのですが、せっかくグーゼルホーフ国内に入るのに、戦闘をして引き返すだけでは益がありません」

「それは、俺にエーレントラウト皇女が求める以上のことをしろってことだな」

「私はただ提案することしかできません。アルメイン様のお心次第です」

「聞こう……いや、多分俺が考えていることと同じだな」

　アルメインはしばらくカリーンと話し合った。そして「やっぱりな」と頷うなずいた。

「俺はメイドと意思を通じあっているみたいだ。まるで夫婦だな」

「からかわないでください」

「今のを前提にして、グーゼルホーフに向かおう」

　彼はナリアを呼び出すと、出陣の準備を命じた。

「グーゼルホーフは不毛の地域が多い。糧りよう秣まつだけは怠おこたらないようにしてくれ」

　ナリアもそのあたりのことは承知している。出入りの商人を通じて買い付けをおこなっていた。

　この手の食料購入は、すぐさま市場の値段に反映される。そして見る人が見れば、戦いくさの準備であることは即座に分かった。かくして「万物の故郷」と称されるリューブルグの市場マーケツトには、戦の噂うわさが流れることとなった。

「ついに代王はグーゼルホーフとの一戦を決意したか」

「同時にエーレントラウト皇女と婚姻もおこなうらしいぞ」

　噂が流れていくらもしないうちから、兵の雇用もはじまる。職にあぶれたものや一旗揚げようとやってきた傭よう兵へいなどが志願してきた。

　ナリアは総計一万一千の軍を編成すると、アルメインに「いつでも出発できます」と告げた。

「輜し重ちようの段列はレンデン市に待機させてあります。エーレントラウト皇女側が用意しているとは言っていましたが」

「いざグーゼルホーフ領内に入ったら食べ物がありませんでしたとなったら目も当てられないからな」

　エーレントラウト皇女の軍はほとんどが帝都シュヴィーレンに集結している。なのでそこまでは味方はおらず、戦いながら進んでいく必要があるだろうというのが、アルメインとナリアに共通した意見だった。

「ナリア、ベールランドの軍は到着したか？」

「はい。別の道をたどらせ、一度レンデン市で合流します。そこから分かれてグーゼルホーフ内に侵攻することになるでしょう」

「スインの言葉は守られているようだな」

　暗殺未遂のことで反ほ古ごにされるのが、一番恐れていたことであった。

　かくしてフィンメルハウゼン軍は出撃した。指揮を執とるのはナリアだが、アルメインの直率でもある。公開されていないが、メーニカも同行していた。

　レンデン市まではなにごともなく到着した。ここでいったん、ベールランドからの援軍と合流する。

　ベールランド軍を率いているのはガッセンという名の将軍である。バリストン王国出身で、前回救援に来たときは副将を務めていた。

「スイン王の命によって援軍にまいりました」

　ガッセンは馬から下りるとアルメインに口上を述べた。

　アルメインも感謝の言葉を返す。

「スイン王は現在、白はく磁じ宮きゆう殿でんで静養されている。将軍も立ち寄られた方が」

「今から引き返しては無駄でしょう。あとでうかがいたいと思います」

　実際は暗殺未遂なので、見られては困るのだが、あえてそう提案して疑念を持たれないようにした。

　ガッセンは軍を率いるため再び馬上の人となった。その後方、目立たないところにメイド姿の女性がいたのだが、アルメインは気づかなかった。

　彼はナリアに、自軍の出発を命じる。

「さっさと国境を越えるぞ。軍は速さが身上だ」

「お任せください」

　フィンメルハウゼン軍は朝暗いうちからレンデン市を出発、その日のうちに国境を越えた。

　ナリアがおこなった軍制改革によって、フィンメルハウゼン軍の行軍は他よりも速く動くことができた。これは主に靴くつの改良による。底の薄い靴を止やめさせ、怪け我がをしにくく、それまでよりも疲れにくいものに替えたのだ。

「兵は足によって前に進みます。故に足下を改良したのです」

　その分軍費がかさんだが、ヴィントレーア派の人間から没収した財産で賄まかなうことができた。

　まず奇襲によってワルトリンゲン市を陥落させると、一路シュヴィーレンに向かう。

　木々が繁殖するフィンメルハウゼン領内とは違い、荒野が続いている。開かい墾こんに適さない場所が多いため、人の生活するところは集中しがちらしい。

　アルメインもナリアも途中での会戦を覚悟していたが、何事も起こらなかった。それどころか敵らしき軍が後退しているとの連絡まで入った。

「拍子抜けです」

　とナリア。

「バルサフ大公の軍は、優位にことを進めていると聞いたのですが」

　やがてカリーンからの報告により理由が判明した。別方向から進撃するベールランド軍との間に戦闘が発生したため、そこに兵力が向けられたのである。

「あと、フィンメルハウゼンがエーレントラウト皇女と手を結んだことが公表されたので、各地で皇女側の軍が盛り返しているのです。我々にまで手が回らないのでしょう」

「無視して我々に決戦を挑み勝利すれば、戦局はすぐに挽回できるものを」

「踏み切れないのでしょう。バルサフ大公は優柔不断の気があります」

　カリーンはナリアにそう説明していた。

　進むにつれ、シュヴィーレンに接近していたバルサフ大公側の軍も、引き上げていったとの報告が来る。

「シュヴィーレンからは、さっそくエーレントラウト皇女の軍が出撃し、追撃した模様です」

　カリーンが報告する。

「追撃後、皇女の軍は方向を南に向けました。我々を出迎えるつもりのようです」

「皇女直じき々じきにか？」

「はい」

　彼女の言葉通りだった。フィンメルハウゼン軍はシュヴィーレンの郊外でエーレントラウト皇女の軍と邂かい逅こうした。

　原野にエーレントラウト皇女の軍は整列していた。黒色の旗をなびかせ、これも黒く塗られた槍やりを天に掲げる姿は、かつて「ローディア大陸一」と恐れられた軍勢そのものだった。

　ただ数は相当少なく、五千に満たない。フィンメルハウゼンとの戦いで半分を失った上、内戦をおこなっているからだ。

　アルメインは行軍を止め、先頭に進み出ようとした。ナリアが慌あわてて駆け寄る。

「兄上、危険です」

「なら一緒に来てくれ」

　ナリアを伴い、軍隊の最前列からさらに進んだ。騎乗の二人に、兵士たちは大きく列を開けた。

　正面から女性がやってくる。騎乗している。ただ鎧よろい姿ではなく、舞踏会で着るような連衣ドレスを身に纏まとい、両脇に二人の女性騎士を引き連れていた。

　互いに顔が判別できる距離まで寄る。

「皇女殿でん下か」

　アルメインは言った。

「お初にお目にかかる」

「アルメイン代王」

　エーレントラウトも答えた。

「ようこそいらっしゃった。このたびの援軍、誠に心強い限り。まさに双神の加護でありましょう」

「姉が迷惑をかけたようで」

「ヴィントレーア殿が亡くなられたのは誠に気の毒。我が国としても多大な損失でした」

　実はフィンメルハウゼン軍と衝突して失われたグーゼルホーフ軍のことを言っていた。もちろんアルメインも分かっているのだが、知らない振りをしている。権力者同士の腹芸であった。

「フィンメルハウゼンの軍が少しでもお役に立てば」

「謙けん遜そんなさらないで。なによりの助けです。ところで……」

　エーレントラウトがにこりとした。

「そちらの女性は、妹御ですか」

　アルメインは後ろを振り返る。

「妹のナリアです。フィンメルハウゼンの軍ぐん務む卿きようでもあります」

　ナリアが驚いた顔をしたので、彼は言い添えた。

「これからなります」

「美しい方ですね」

　エーレントラウトの顔はわずかに上気していた。

「精せい悍かんさの中にも野に咲く花のようなたおやかさがあります。ヴィントレーア殿は冷気のような厳しさを持つ方でありましたが……実に美しい」

　彼女はアルメインよりも、ナリアに視線を向けていた。当のナリアは居心地が悪そうにしている。

　エーレントラウトはしばらくしてアルメインに視線を戻した。

「さて、アルメイン代王」

「なんでしょう」

「余を伴はん侶りよとする決意は固まりましたか？」

　アルメインは微笑ほほえみながら返事をする。

「援軍を引き連れてきました」

「余は兵だけではなくフィンメルハウゼンとの深い関係を求めています」

　彼女は馬に乗ったまま、アルメインの隣まで来た。

「我が婚姻の相手に伝統あるフィンメルハウゼン王家はぴったりです。まして初婚ともなれば」

「両国の関係を深めるには様々な方法があるでしょう」

「血の繫つながりほど尊いものはありません」

「そこは同感です」

　アルメインは曖あい昧まいながらもそう返事をした。

　エーレントラウトは満足したのか、笑みを浮かべている。

「ぜひグーゼルホーフの誇る黒こく曜よう宮殿へいらしてください」

　そう言って馬首を巡らせる。

「滞在中、ご不便はおかけしません……特に妹御には」

　皇女は騎士と共に自軍へと引き揚げる。やがて軍勢は、鎧を鳴らしながらシュヴィーレンの城壁内へと戻っていった。

　しばらくしてアルメインも、ナリアに軍の移動を告げる。

「市内へ入れてくれ。いくらなんでも、外で寝起きしろとは言わないだろ」

「分かりました」

　ナリアは隷れい下かの武将に、整然とした移動を命じた。アルメインはそれを見ながら、小声でカリーンを呼ぶ。

「君の部下に、エーレントラウト皇女について詳しく分かる人間はいるか？」

「おりますが、どのようなことを調べるかにもよります」

「俺の気のせいならいいんだが、ナリアへの態度がちょっとな」

　彼は妹の姿を横目で確認した。ナリアはいつも通りに指揮を執っている。

　カリーンはわずかに逡しゆん巡じゆんした。

「一番詳しい人間は……エルラニアかもしれません」

「同行していたか？」

「ナリア様に仕えております」

「なるほど……あとで俺のところに、いや、こっちから行こう」

　やがて角笛が三度鳴り、フィンメルハウゼン軍は移動を開始した。




　アルメインは滞在場所として黒曜宮殿の離宮をあてがわれた。離宮といっても大通りを挟んで宮殿の反対側にあるので、それほど離れた場所にあるわけではない。監視する側にとっても都合がいいのだろうと彼は理解した。

　フィンメルハウゼン軍は練兵場に間借りして駐屯する。ベールランド軍はまだ戦闘中で到着していない。

　彼は休養もそこそこに、離宮の北側にある薄暗い部屋へと向かった。

　重い扉を開けると、木製の棚に麺麭パンや乾酪チーズが置かれていた。量はそれほど多くはないが、離宮の人間をまかなうには充分だ。

　ここは食料庫である。祝宴がおこなわれる際は出入りが多くなるだろうが、今は誰だれもいない。

　いや、実はアルメインの他に、奥に一人いた。

　その人物はアルメインを見るや深々と礼をする。

「代王陛へい下か」

「今さら、わざとらしい挨あい拶さつはいらない」

　食料庫にいたのは「白磁の吐と息いき」の長、エルラニアであった。

「陛下がいらっしゃるのであれば、丁重なおもてなしをいたしましたのに」

「こういうところの方がいい。前に東国で商家に忍び込んだときも、一晩食料庫で明かした」

「ご用件は、エーレントラウト皇女のことですね」

　当然聞きに来ると予想していたのだろうなと、アルメインは思った。

「そうだ」

「前置きを抜きにしましょう。私の知る限り、あのお方は異性よりも同性に興味を持っております」

　エルラニアは皮肉っぽく笑う。

「元来グーゼルホーフ帝室は漁ぎよ色しよく家かの多い家系。先祖よりの血が、歪ゆがんだ形で噴出したのでしょう」

「それなら俺は父親が農民兼兵士だ」

「そのような出身の方は、歪んだ人格とならないことも多いかと」

「同性しか愛せないのは本当なのか？」

「はい。独ひとり寝ねの寂しさを紛らわせるのには同性を求めることが多いかと」

　アルメインは同性愛についてどうこうは言わない。各地を旅して散々目撃してきたし、双そう聖せい教きようのコットロー聖主などは男好きであった。

　なので妹ナリアに向けた視線について納得がいったのである。薄々察してはいたが、確信を持てた。

「皇女殿下はなかなかの趣味を持っているな」

「ヴィントレーア様もしばしば夜よ伽とぎの相手をされておりました」

「……それも合点がいく」

　アルメインはエルラニアに礼を言った。

「ご苦労だった」

「どうなさるおつもりですか」

「あとは俺とナリアの問題だ」

「私もフィンメルハウゼンの一員として、栄光の一翼を担わせていただきたいと存じます」

　金か地位の要求である。露骨ではないがはっきりと伝わった。この女性が欲しがっているのは地位と付随する権力だろうとアルメインは察した。

　つい皮肉が出た。

「テルヒムにもそう言ってたんだろう」

　エルラニアは表面上は動じていない。

「代王陛下の下にたどり着くまで、いささか遠回りをしました」

「今はナリアの下にいるだろう。遠回りの分だけ列の後尾となったのはなにもおかしなことじゃない」

「ナリア様は私のことを好いておられないようです」

「好かれるように力を尽くせ。できると確信している」

　力強いものの、あまり意味のない激励をして、彼は食料庫から出た。

　エルラニアは憮ぶ然ぜんとしていたが、気を回していられなかった。エーレントラウトがナリアのことを狙ねらっているというのなら、やるべきことがある。

　アルメインはナリアのいる部屋に向かった。

　ナリアはアルメインと同じく離宮に部屋をあてがわれた。当初は兵士と共に練兵場を使うつもりだったが、それではアルメインの護衛ができないので思い直したのである。そのためアルメインの隣の部屋を使うことになった。

　彼は在室を確認してから中に入る。

「兄上、わざわざお越しいただかなくても、私からうかがいましたのに」

　ナリアは軍装のままだった。彼女はこれ以外の服を滅多に着ない。

「いいんだ。相談がある」

　彼はあえて「相談」という言葉を使った。

「エーレントラウト皇女のことだ」

「お美しい方です。それ以上は……」

「興味あるか？」

　ナリアは心底疑問に感じているらしく、戸と惑まどった言い方になった。

「婚姻については兄上御自身がお決めになることで……」

「向こうはお前に興味があるらしい」

「……？」

「つまり……分かるだろ」

　彼女はなおも不思議そうな面持ちだった。

　アルメインは黙っていた。やがてナリアの顔に、みるみる朱が差した。

「兄上……！　冗談はお止めください！」

「冗談じゃないんだ。冗談みたいな話だとは思っているんだが」

「王族の婚姻は男女間でなされるものです。私は関与しません」

「性癖に文句をつけるわけにはいかないぞ」

「ですが！」

　彼女は無意識のうちに長剣を鳴らしていた。アルメインは恐ろしそうに見つめる。

「抜かないでくれ」

「兄上にそのような真ま似ねはしません。何な故ぜエーレントラウト皇女が、私を……」

「どうもヴィントレーア姉さんともそういう関係だったらしい。ナリアは妹だろう。面影を求めているとかじゃないのか」

「お話をうかがっていると、単なる欲求のみで私を欲しているようにしか思えませんが」

「多分そうだろうな」

　とアルメインは答えた。

　エーレントラウト自身が自らの欲望の発散相手として、同性を求めているのだろう。深い意味はない。だがそこに深い意味を持たせることも可能だ。たとえば一種の賄わい賂ろとして女性を提供するとか。

　だがエーレントラウトは、欲望とそれら利益を直結させるかもしれない。そのことはナリアも察していた。

「同盟の象徴として兄上とエーレントラウト皇女が婚姻するのは理解できますが、裏で私を求めたりするのですか」

「ひょっとしたらとか、そういう話だ」

「皇女という立場の人間がそのような欲望まみれなことなど……」

　ナリアは押し黙る。姉ヴィントレーアもそうだったことを、彼女はよく知っている。

　アルメインは肩をすくめて謝罪する。

「すまない。話さない方が良かったのかもしれないが、ナリアには内緒にできなかった」

「女性と同どう衾きんはしません。私には……その、心に決めた人がおります」

　それが誰かは口にしない。アルメインも訊きけなかった。

　彼女は兄を正面から見み据すえて言った。

「兄上はどのようになさるおつもりですか」

「さすがに俺も驚いた」

「婚姻のことです。エーレントラウト皇女と婚姻なさるのですか」

「今は関係ない」

「関係あります。兄上は婚姻なさるのですか？　もしそのために……」

　彼女はうつむいた。珍しいことに、目を見て話をしなかった。

「私が、私が必要であるのなら……皇女の下に……」

　妹の言葉には悲壮感すら漂っている。心の底から絞り出しているかのようだった。

　アルメインは驚き、急いで言う。

「待て。そんなことはさせない」

「ですが……」

「ちょっと意思を確認したかっただけだ。ナリアが嫌ならそれでいい。妹に無茶はさせたくないんだ。俺は一応、兄だぞ」

「ついに兄上も無理難題を肉親に求めるようになったのかと」

「ヒルトルート姉さんじゃあるまいし」

　半ば笑いに紛らせ、彼は言う。だが彼は気づかなかったが、姉の名を口にした途端、ナリアの瞳に変化が生じていた。

「私のことはともかく……兄上は皇女と婚姻なさらないのですか」

「まだ結論は出ていない。引き延ばすつもりだ」

「それは得策とは言えません。決断は早い方が尊ばれます。兄上はフィンメルハウゼンとグーゼルホーフを統一した王として、歴史に名を残すべきです」

　言葉が熱を帯びてきて、口調も強気なものとなっていた。

「しかしなあ」

「躊躇ためらっている場合ではありません。皆、兄上の婚姻を祝福し、歓迎するでしょう」

「ナリアまでそんなことを言うとは思わなかった。カリーンなんか反対しそうだったのに」

「メイドの戯ざれ言ごとではなく、国家百年の計を念頭に置かれるべきです」

　戯言云うん々ぬんはともかくとして、フィンメルハウゼンにとっての良策を選ぶべきであろうということは、彼も承知していた。なにより密ひそかに抱いている「統一し、平和をもたらす」ことへの近道であろう。

　それでも婚姻に踏み切れないのは、女性そのものを近づけられない彼の習性のためだった。

　ナリアは不気味な輝きを放つ瞳を、兄に向けていた。

「兄上、私を見てもらえますか」

　妙な要望に、彼は妹に顔を向けた。

　不意に頭の中に、なにかが差し込まれる感触があった。

　それは一瞬のことで、すぐに消えた。ただ頭のどこかに重さを感じた。

「兄上、どうかなさいましたか」

「いや……なんでもない」

　彼自身も気のせいだろうと思った。

「なんだったけ、ああ、婚姻の話か。実際にエーレントラウト皇女と話し合ってみないとな。ナリアのことは心配するな。差し出すようなことはしない」

「安堵しました」

「ただ、やって欲しいことがあるんだ」

　彼はそれからしばらく、小声でナリアに指示を出した。






　それからしばらくしてからのこと。

　アルメインは支度をすると離宮から出た。通りを横切って黒曜宮殿へと向かう。エーレントラウトと会談するために、カリーンにだけ同行を命じた。

　これより少し前に、ナリアは密かにフィンメルハウゼン軍の駐ちゆう屯とん地ちへと向かっていた。そしてフィンメルハウゼン軍は静かに出撃の準備を整えた。

　黒曜宮殿の薄暗い廊下を進み、会談のための広間へと足を踏み入れる。エーレントラウトはナリアがいないことに不満げだったが、カリーンのことは興味深く見つめていた。

「お伴のメイドですか」

「信頼できる人間なので」

「当方にもそのような人間はいます」

　後ろに控えていたメイドが頭を下げる。アルメインは、このときはじめてマイレーンを見た。

　そして直感的に危険な人物だと知った。カリーンのような信頼感を感じさせない、自らの野望を優先させる人物であると。

　だが、マイレーンがなにを企くわだてているか彼には分からない。

「お互い、知恵を借りる人間が近いようですね」

「為政者は皆、似たような考え方になります……アルメイン代王、もっと普段のように話されて構いません。かしこまった言い方は大変でしょう」

　暗にアルメインの出自を当てこすったのだが、彼は喜んで乗った。

「じゃあいつも通りに。グーゼルホーフ領内の大公軍の駆く逐ちくは順調だと連絡があった。スインの貸してくれた兵と将軍は有能だ」

「ベールランドとフィンメルハウゼンの軍隊が帝国で活動するなど、以前なら考えられぬことです」

「これも時代の流れだ」

「流れと言えば、余と代王の婚姻ですが……」

「それはまたの話としたい」

「懸念は分かります。なんでもアルメイン代王は女性との過度な接触を好まないと聞きます」

「嫌いってことじゃない」

「なんでも結構。代王には余との婚姻を承諾してもらいます」

「即答はしかねる」

「過度な接触を好まないのなら子は望めませんが、養子を取っても構いません。それなら余に触れなくてもいいでしょう。余も男に触れることへの欲望は強くありません」

　このときのエーレントラウトは、全グーゼルホーフを背負っているかのような意気込みであった。

「我が帝国とフィンメルハウゼン王家はとこしえの繋がりを持つ。発展のためには不可欠です。拒絶はあり得ません」

　それでもアルメインは返事をしない。エーレントラウトはそれすらも織り込み済みらしく、続けて言う。

「なに、女嫌いの代王に無理に同衾せよとは申しません。肌に触れないことをあげつらい、恥をかかせたりもしません。むしろ夫として帝国の共同統治すら認めましょう。ただし……条件があります」

　彼女はわずかに唇くちびるを舐なめた。

「ナリア殿を余の下に通わせてください」

「……妹を？」

「あのような、精悍さと美しさを兼ね備えた女性を他に知りません。ナリア卿さえいれば、余の人生はさぞ潤うるおいに満ちたものとなるでしょう」

　エーレントラウトはうっとりしていた。

　ここには彼女とアルメイン、そして二人のメイドしかいない。会談内容が外に漏れることもない。だからこそ、ここまで大胆な要求をしてきたのだろう。そして大胆さは政治的なものではなく、個人的な欲求に基づいていた。

　彼女はしばらく宙に視線を彷徨さまよわせ、アルメインへと戻す。

「受けていただけますね。妹御一人と帝国、秤はかりに掛ければどちらが重いかは明白」

「…………」

「どうしました、代王」

　無言のままのアルメインに、エーレントラウトが回答を促うながす。

　彼は口を開いた。

「断る」

「なんと？」

「婚姻はまあ先の話、留保させてもらう。だが妹を差し出したりはしない」

　エーレントラウトは信じられないという顔をしていた。

「代王にとっても得な取り引きでしょう」

「妹と約束したんでね」

　ごく当然のように、さらりと言った。

　エーレントラウトの表情が歪む。感情を害され、目が吊つり上あがっていた。

「ならば婚姻も破棄します。フィンメルハウゼン軍は出ていってもらいます」

「それは無理だ」

「剣をもってでも排除しますよ」

「もはや皇女にそのような力はないでしょう。シュヴィーレン内はフィンメルハウゼン軍によって統治されているから」

「なにを馬ば鹿かな……」

　エーレントラウトはマイレーンに合図する。メイドは足早に外に出る。

　すぐに戻ってきて、なにごとか囁ささやいた。エーレントラウトの目が見開かれる。

「全てが……!?」

　マイレーンが説明したであろう出来事を、アルメインが口にする。

「市内とグーゼルホーフ軍はすでにフィンメルハウゼン軍によって制圧されている。皇女のお気に入りのナリアの指揮でね。あいつは有能だから、漏れはないよ。シュヴィーレンの重要拠点は俺の支配下になったと、さっき報告があった」

「謀はかりましたね……！」

　エーレントラウトは青ざめる。彼女は帝都に入れた外国軍が、自らとは関係ない存在だったと思い至ったのだ。

　アルメインはグーゼルホーフに来る前からこのことを計画しており、ナリアに命じたのである。

　悔くやしそうにエーレントラウトは言う。

「友情を反古にするつもりですか！」

「フィンメルハウゼン内に侵攻したグーゼルホーフ軍にも言ってやりたかったよ。あれでずいぶん市内がやられて、修復するのに金を使ったんだ」

「よくもそんな……！」

「外国軍を簡単に首都に入れるからこうなる」

　エーレントラウトはがくりと力を抜いた。覇は気きが失われていくのが分かった。

　アルメインは続ける。

「皇女殿下に不便はかけない。ただシュヴィーレンの行政がフィンメルハウゼンの指示で動くだけだ。内戦が終わったら、今後のことは改めて決めようじゃないか。それこそ、婚姻も含めて」

　エーレントラウトは返事をしなかった。彼は立ち上がる。

「では、本日はこれで」

　アルメインは返事を聞かずに退出した。廊下で何人かの使用人が、水の入った桶おけや手ぬぐいを持って慌ただしく走ってくるのに遭遇したが、気にせず通りすぎる。

　帰り際、カリーンが言った。

「申し訳ございませんが、私は所用をすませてから戻ります」

「構わないがなにかあるのか」

「先ほどのメイド……エーレントラウト皇女に仕えているメイドに話があります」

「もしかしたら知り合いなのか」

　アルメインとしては冗談のつもりだったが、カリーンは真ま面じ目めな表情で「はい」とだけ返事をした。




　カリーンはアルメインと別れた後、廊下の外れにある露台バルコニーへと向かった。

　黒曜宮殿の造りは、堅実で面おも白しろみのない装飾だが、日当たりはいい。内部が薄暗い分、こういうところで日の光を浴びるようになっているのだろう。

　彼女はしばらくそこで待った。すると背後から声が投げかけられた。

「なかなか見事な手腕だったな」

　振り返る必要も感じられなかった。声の主がマイレーンであることは、分かっていたからだ。

　カリーンは答える。

「私の手柄ではない。アルメイン様ご自身の発案だ」

「ふむ。あの男もなかなかやるな。いやむしろ、切羽詰まっていたとはいえ、他国に援軍を求めたエーレントラウト様の行為が愚おろかだったか」

「そうとも言えない。フィンメルハウゼンはベールランドに援軍を要請してうまくいった。相手になんらかの利益を与えることが重要だ」

「エーレントラウト様はそれができなかったと？」

「婚姻がアルメイン様の気を引かなかっただけだ」

　カリーンははじめて振り返り、マイレーンと対たい峙じした。

　ちらりと先ほどの部屋の方角を見る。

「皇女の具合を見なくていいのか？」

「心臓が止まったわけではない。自分の思い通りにならなかったので、ちょっと癇かん癪しやくを起こしただけだ」

「お前は腹を立てていないようだな」

「ああ。予想はしていたからな」

　マイレーンは薄笑いを浮かべる。

「ここ二年でグーゼルホーフは分裂して国力は低下している。他ならぬお前のせいで。斜面を転がる岩を止めるのは困難だ」

「麓ふもとまで落ちれば自然と止まる」

「それよりも、お前が私を待っていたのはなんだ。まさか、こんなつまらんやりとりをしたいわけじゃあるまい」

「我らが故郷、ミルロウのことだ」

　ミルロウはローディア大陸中西部にある広大な森林地帯のことだ。中央部に山岳があり、麓には余人の知らない隠れ里がある。彼女たちはそこで生まれ、鍛えられ、世俗へと放たれた。

「お前は、ミルロウとの連絡を絶やしていないと聞いた」

「カリーンは絶やしすぎだ」

「私はあそこがあまり好きではない。いくら迫害の記憶が癒いえないとはいえ、世俗を嫌うあまり先鋭化しすぎた。宥ゆう和わという言葉を知らない」

「氏族の目的がいまさら変わらないことなど、知っているだろう」

「そう思って部下を派遣した。これからなにをするつもりか知りたくなった。ところが部下が帰ってこない」

「のんびり茶でも飲んでいるんだろう」

「優秀な女だ。任務を忘れることなどない。なのに連絡がないのには原因があるからだ」

　カリーンは眼前の女性を見つめた。顔だけではなく、全てを観察し、発せられる言葉に偽りがないか検見するつもりだった。

「なにか知っているだろう」

　マイレーンはただ首を振っただけだった。

「いいや」

「噓うそだ」

「まあそうだな。噓をつくのは得意だ。だが私も頻ひん繁ぱんに氏族と連絡を取り合っているわけではない。このところの様子は知らない」

　話す仕草をじっと見つめていたが、マイレーンの言葉には動揺も、身振りにも不自然な点はなかった。正直に話していると結論づけていい。

　だが彼女自身が言うように、噓が得意な女なのだ。真実を隠していることもあり得た。そして隠す必要の有無も含めて、カリーンに知らせるつもりがないということだ。

　マイレーンの表情は変わらない。

「どうする。私を噓つきと糾きゆう弾だんするか。意味はないな。なにせグーゼルホーフもフィンメルハウゼンも関係ないことだ」

「…………」

「それにしても、お前もずいぶんと柔らかくなったものだ。氏族一の魔ま導どう師しカリーン。その力をもって氏族の繁栄を託された女。なにゆえ十三の宝玉のひとつ、冥めい玉ぎよくと共にあるのか。忘れたわけではあるまい」

「……昔の話だ」

　カリーンは呟つぶやく。彼女は長い間、冥玉と共に生きてきた。ローディア大陸の王が受け継いできた冥玉を、魔導師の女は陰から支えるためにやはり受け継いでいく。二つが交わることがあっても一般に周知されることは決してない。

「だがカリーン、我らの氏族はそのような現状を是ぜとしなかった。日陰にいることを止めたのだ。そして日陰に追いやったものたちのことを忘れなかった。だから私たちを送り出し、ローディア大陸の権力者どもを魔導によって操ろうとしたのだ」

「そこが氏族の悪いところだ。あんな鳥しか来ないようなところに肩を寄せ合っているから、そんなことを思いつく」

「お前も最初は氏族の一員だった。だが時が過ぎるに連れて飽いてきた。そして平穏な暮らしを求めだした。権力よりも、栄誉よりも、小さな幸せを欲する女。好いた相手であればなおのことだ」

　カリーンはマイレーンを睨にらみつけた。

「なにが言いたい」

「なにも。ただお前はやはり、我らの一員なのだ。フィンメルハウゼンのために力を発揮し、魔導を操る。あの男のために生きているとはいえ、氏族の血は色濃く流れている。グーゼルホーフを破滅させて権力への地ならしをした」

「だからどうした」

「私も巻き込まれた。エーレントラウト皇女を頂点とし、グーゼルホーフをローディア大陸一の強国にする案もおしまいだ」

「どうする。私を殺すか？」

「そうしたいのは山々だが、ここでやり合うのは得策ではない」

　カリーンはマイレーンの口調に、なんらかの余裕があることを感じた。

　彼女は緊張を解き、ならば話は終わりとばかりに言う。

「では帰らせてもらう。後ろから刺すのは遠慮してもらいたい」

「そこまで落ちてはおらんさ。ただお前が憎いことは確かだ。破滅して欲しいと思っている」

「ずっと思っていてもらっても、一向に構わない」

「ふん」

　カリーンは露台バルコニーから去った。頭の中はすでに、夕食のことで一杯だった。異国だろうとアルメインの食事の用意は、彼女の仕事であった。




　マイレーンは露台バルコニーから動かなかった。

　この場に別の人物がいることを知っていた。カリーンは気づいていなかったが鈍いからではなく、その人物が隠いん蔽ぺい術じゆつに長たけているからだ。あらかじめ知らされていなかったら、マイレーンも分からなかったはずだ。

　その人物は唐突に出現した。

「あらあら。お話は終わったようですわね。うふふふふ」

　シャルナーンは普段と変わらぬ笑い方をしていた。人の神経を逆さか撫なでするような、見透かしたような声。

「友情に亀裂が入ったようですわねえ」

「そんなものはない。カリーンはその上、氏族とも関係を絶ちたいらしい」

　シャルナーンが接近してきて、マイレーンの顔を覗のぞき込こむ。

「マイレーンはカリーンの破滅を願っていますわねえ。それは氏族のため？」

「違う。単に嫌いだからだ。あいつにはいつも煮え湯を飲まされている。フィンメルハウゼンによるグーゼルホーフ属国化は止められない。私の苦労がふいになった」

　マイレーンは我知らず、拳こぶしを握っていた。アルメインの決断の裏にはカリーンの存在があると信じていた。

　シャルナーンは「うふふ」と笑う。

「ならばわたくしがカリーンを貶おとしめたところで文句は言いませんわねえ」

「無論だ。だからお前からの誘いにも乗った」

「マイレーンもわたくしのことが嫌いだったはずですわ」

「昔の憎しみより今の憎しみの方が大きい。氏族の裏切り者め」

「その氏族ですが、もはや過去の使命に囚とらわれることはありませんわあ」

「なんだと？」

　怪け訝げんな表情を作るマイレーン。シャルナーンは続けて言う。

「誰一人として気にすることはなくなったのです。わたくしと手を組むのは、そういうことなのですわあ」

　そしてシャルナーンは滔とう々とうと、自らのおこないを語る。マイレーンは唖あ然ぜんとして、しばらく露台バルコニーから動けなかった。






　グーゼルホーフの帝都シュヴィーレンがフィンメルハウゼン軍によって制圧された事実は、市民には朝まで知らされなかった。そして翌朝になっても、行き交う兵士の顔が変わったくらいにしかとらえられていなかった。

　これはナリアが、「市民にはこれまでと変わらぬ生活をさせるように」と命じていたからである。特に徴発すら禁じており「なんであれ購入の際は必ず代価を支払い、売り手が拒否したら従うこと」と布告した。その効果か、市民の間にフィンメルハウゼン軍への敵意は生じなかった。むしろこれまでよりも遙はるかに好意的に見てくれる人間も少なくなかった。長引く内戦で、しばしば強制的な徴発や略奪が起こっていたのである。

　制圧したグーゼルホーフ軍はそのままフィンメルハウゼン軍に組み入れられた。これによって戦力は増強された。

「軍が増強されたからといって、安心してシュヴィーレンに滞在しているわけにもいきません」

　ナリアは兄に告げる。彼らは離宮に滞在したままだ。黒曜宮殿を接収して、グーゼルホーフ市民と王室の感情を下へ手たに刺激しないようにしていた。

「バルサフ大公の軍はまだ各地に点在しています。あれらが集結する前に叩たたくのが得策かと」

「軍は迅じん速そくであるべきか。もっともだ」

　アルメインはナリアに、出撃してバルサフ大公軍を粉砕するように命じた。

　ナリアは即座に軍を出撃させる。これにアルメインは同行せず、シュヴィーレンに留まった。

　彼は離宮の一室から指示を飛ばしていた。シュヴィーレン内にはバルサフ大公の手のものも潜もぐり込こんでいる。余計な工作をされないよう気を遣う必要があったので、カリーンに対策を命じていた。

　カリーンは自分の部下を使って治安維持をおこなっていた。それまでの統治機構をそのままに、上位の命令系統だけを変更したのだ。何人かのバルサフ大公派が捕らえられ、帝都は平穏を維持していた。

　そしてナリアからは、バルサフ大公の軍を撃破したとの報告が送られてくる。彼女は迅速に進撃するやガッセンと合流し、敵の各個撃破に成功していた。現在はさらなる追撃に入っているという。

「これで一段落といきたいが、安心するにはまだ早いよな」

　アルメインは言う。カリーンは小さく頷いていた。

「ベールランドのこともありますし、エーレントラウト皇女との婚姻も先送りにしたままです」

「君は俺が結婚した方がいいと思うか？」

「お答えいたしかねます」

「……分かっていると思うが、俺は女性と接することができない」

　アルメインは言う。

「だから結婚は意味がない。エーレントラウト皇女が言っていたが、仮面夫婦でいる案はそれほど悪いものじゃなかった」

「では、婚姻も考慮なさると」

「グーゼルホーフ国内の動揺を防ぐのに適当な案だ。どういう方針にするにせよ、先延ばしにはできない。バルサフ大公派の鎮ちん圧あつがすむまでだろうな」

「ベールランドの動静も気になります」

「スインがあんなことにならなけりゃ、押しつけたんだけどな」

　グーゼルホーフとベールランドに血縁関係を結ばせて、フィンメルハウゼンがその上に君臨する。理想的な形だが、血縁となった両国が揃そろって牙きばを剝むく可能性もあった。

「いずれにせよ、エーレントラウト皇女の独自外交は防がなくてはなりません」

「君なら近くにいても不快じゃないから、結婚できるんだけどな」

「は……」

　なにげない言葉のつもりだったが、カリーンは目に見えて動揺していた。そっと胸に手を当てている。

　その時、部屋の扉が開く。

「お兄様、おめでとうございます」

　満面の笑みで入室してきたのは、メーニカであった。

「お兄様にかかれば、グーゼルホーフも赤子の手を捻ひねるようなものでしたわ」

「さすがに赤ん坊ほど楽じゃなかったけどな」

　アルメインはなるべくメーニカに近づかないようにして会話をする。妹は表面上は気にしていないようであった。

「これでフィンメルハウゼンとグーゼルホーフは統一国家となるのですね」

「そうは決まっていない」

「あら。お兄様はエーレントラウト皇女と婚姻なさるのではないのですか？」

　邪気のない質問であった。愛らしい表情に疑問が浮かんでいる。

「せっかく皇女がその気なのですから、婚姻なさればよろしいのに」

「簡単にはいかないよ」

「でもエーレントラウト皇女が他の人と婚姻すると言い出したら、拒絶は難しいです。その人物は皇女を奉じて反フィンメルハウゼンの軍をあげるかもしれません」

　メーニカは先ほどのカリーンと似たようなことを言った。

　そうしたら内戦は長引いてフィンメルハウゼンは疲ひ弊へいするだろうし、エーレントラウトがいないことによる正統性を失う。婚姻によって繋ぎ止めるのは確かに必要だった。

　なによりアルメインは、年若い妹が現実みのある予想をしたことが驚きだった。以前も感じたが、メーニカは頭の回転の速さを見せつけてくることがある。

　妹は楽しそうに手を合わせた。

「それにメーニカは、お兄様の素敵な結婚衣装が見たいのです」

　アルメインは苦笑した。

「さ、お兄様。婚姻の申し込みは早い方がいいですわ」

「すまないが、それは俺自身に決めさせてくれ」

　彼はやんわりと拒絶した。

「国家や王室の問題だ。どうするかは慎重でありたい」

　メーニカは少しだけ口を尖とがらせたものの、「はあい」と言った。

「でしたらお兄様、せめてメーニカの散歩につきあってもらえませんか？」

「おいおい。ここはリューブルグじゃないぞ」

「危なくありません。広場の先に、貴族御ご用よう達たしの連衣ドレスを売る店があるのです。見に行きたいんです」

「だったら呼べばいい」

　貴族はいちいち店まで見に行ったりしない。職人を呼ぶのが通例だ。なのでその手の店も、古着屋のように衣類を飾ったりはせず、看板を出していないことも多い。

　妹はそれでも言った。

「メーニカはお兄様と散歩がしたいのです。なにがあるか分からないからって、ずっと離宮で座ってばっかり。退屈なんですもの」

「分かったよ」

　彼は承諾した。治安もほとんど回復して、市民生活は通常のものとなっている。危険はないだろう。

　だから簡単に承知した。そのためメーニカの表情の奥にある黒く沈ちん澱でんしたものには、気づきようがなかった。




　アルメインとメーニカは、馬車でシュヴィーレン市街へと出た。乗っているのは二人とカリーン、そしてサリューンである。カリーンが馬車を二台にし、メイドは別に乗ろうとしたが、メーニカが「皆一緒にしましょう」と言った。

　御者は元々黒曜宮殿で雇われていた男であり、案内役も兼ねている。片手で手綱を操っていた。

　馬車は石畳の上を進んでいた。シュヴィーレンは近くの山でかつて石材が採れたため、集積するための施設として発展したと言われている。すり減った石畳はその名残だ。

　比較的石造りの建物が多い。黒っぽい石が多いため、全体的に落ち着いた雰ふん囲い気きを漂わせている。ただ、冬や天候の悪い日だったら、沈ちん鬱うつに感じられるだろうと思われた。

　メーニカは時々馬車の外に視線を走らせているものの、頻繁にアルメインに話しかけてくる。

「やっぱりフィンメルハウゼンの方が発展してます」

「そうか？　これはこれで、立派な都市だろう」

　アルメインは大陸中を放浪したことがあるので、シュヴィーレンは立派な部類に入ると知っている。

「フィンメルハウゼンの方が綺き麗れいで豊かです。お兄様はエーレントラウト皇女と縁者を全員フィンメルハウゼン内に引っ越させるべきです」

「大胆な意見だな」

　とは言ったものの、鋭い意見だと彼は考えていた。叛はん乱らんを防ぐにはエーレントラウトの関係者は近くに置いておくのがいい。内戦が終結したら考慮に値する意見だと思った。

　メーニカは嬉うれしそうに話していた。

「それが終わったら、中央の広場にお兄様の石像を建てるんです。黒曜宮殿は貧民の救済施設にでもすればいいんです。あんな大きいの、皇女には不要です」

「口が過ぎるぞ」

「だって、その方がいいんですもの。ねえ、サリューン」

　水を向けられたメイドだったが、返事はしなかった。

　サリューンはメーニカと並んで着席しており、正面に座っているのはカリーンだった。この二人は互いからほとんど目を離さず、牽けん制せいし合っているようにも受け取れた。

「そういえばサリューン、あなたはグーゼルホーフの出身だって言ってなかった？」

　メーニカの質問に、サリューンは首を振る。

「正確には違います。隣国です。グーゼルホーフの属国になったりならなかったりを繰り返しています。その国の国境沿いにある山の頂上付近に故郷があります」

「気になるならお休みをあげるわよ」

「どうぞお気遣いなく。未練はありません。故郷はある氏族から別れた人たちによって築かれたのだそうです。過酷な自然環境に晒さらされています」

「だからあなたは、そんなに強きよう靱じんな身体なのね」

「あの厳しさではいずれ故郷は滅ぶでしょう。その前に、祖先を追い出した氏族に復ふく讐しゆうしてやりたいものですが」

　サリューンは淡々と述べる。話の間中、カリーンは瞬きすらしなかった。

　馬車が道を折れる。道は狭いが静かな区画に入った。

「このあたりにお店があるのね」

　メーニカは馬車を止めるように命じた。

「歩きましょう、お兄様」

　真っ先に下りる。アルメインも後に続いた。

　二人は余計な装飾や刺し繡しゆうのない、普通の市民と変わらない恰かつ好こうをしている。万が一を考えたカリーンが着替えさせたのだ。

　アルメインは周囲を見回す。物騒な感じはしない。そうでなければ、貴族の使いも職人を呼びに来られないだろう。

　メーニカが彼の手を引く。

「あっちに行きましょう。二人はここで待ってて」

　カリーンが驚いて言う。

「それでは護衛ができません」

「あら。メイドは護衛役じゃないわ」

「ナリア様がいらっしゃらない以上、私がその役を担います」

「平気よ。お兄様は強いんだから、なにがあっても平気。それにせっかく兄きよう妹だい二人きりになれるんだから邪じや魔ましないでくれる」

　予想以上に頑固だったので、アルメインはカリーンに「待っていてくれ」と告げた。

「ですが……スイン王のことを思い出してください。あのような技を持つ人間が、アルメイン様を狙わないとも限らないのです。慎重に越したことはありません」

「言いたいことは分かるけどな。メーニカと一緒にいるのに、護衛をつけるなんて無粋なことはしたくない」

「かしこまりました。ですが、視界の範囲内に留まってください」

「そこの家に入るだけだよ」

　アルメインは離れたところにある小さな家を指し示した。

　メーニカが先導する形で、二人はゆっくり歩き出す。妹は上機嫌であり、何度も話しかけてきた。

「嬉しいですわ。近頃のお兄様はメーニカのことを避けているんですもの」

「会いたくないわけじゃないんだが……ごめんな。自分でもよく分からない」

　メーニカの身体に変化が起こり、そのために嫌悪感を感じるようになったことを彼は知らない。

　彼女は作り笑いのようなものを浮かべていた。

「メーニカのことを拒絶しないでください」

「してないよ。こうやって付き合っているだろう」

「では少しだけ許してあげます」

　目当ての家が近づく。一見してただの民家にしか見えない。職人が立てる物音もしていなかった。

「本当にここなのか？」

「はい。離宮に出入りしていた商人に聞きました」

「服だけなら、呼び寄せればいいと思うんだがなあ」

「驚かせたかったんです。メーニカからお兄様への贈り物なんですから」

　メーニカは家の扉を開けた。薄暗く、人の気配はない。壁際には燭しよく台だいがあり、蠟ろう燭そくに火が灯ともされていた。

　服らしきものは見あたらない。中央に大きな作業台が据えられているのは、さすが職人の家だと感心した。

　アルメインは内部を見回す。

「服を扱っているようには見えないな。むしろ木工の職人でもいそうだ」

「そうですか？」

「職人の家を泊まり歩いたことがある。雰囲気がちょっと違う」

　ただ木材独特の香りはない。木き屑くずもない。蠟燭から漂ってくる獣脂の匂いだけがしていた。

「人が常駐していないんじゃないのか」

「さすがにお兄様です。実は服は贈り物として、別のところに用意させているんです」

「贈り物ってなんだ？」

「フィンメルハウゼン王国の王服と連衣ドレスです。どちらも婚姻用のものなんですよ」

「なんだって!?」

「お兄様とエーレントラウト皇女の結婚式のものです。これでフィンメルハウゼンとグーゼルホーフは統合できるのですよ」

　メーニカの言葉に彼は唖然とした。思いもよらぬ贈り物である。婚姻のことは幾度も釘を刺すように否定していたのだが、用意していたのだ。しかも、年若い妹が。

　急いでアルメインは言う。

「妙なことはやめるんだ。どうして婚礼服なんか……」

「お兄様が煮え切らないようですから。メーニカが全て仕切ります」

「やめろ。俺はまだ……」

　不意にアルメインは膝をついた。

　腰から下に力が入らない。倦けん怠たい感かんが足から上ってきて、身体が重くなる。あっという間に首まで達していた。

「な……なんだ……」

　ぼんやりとだが原因に見当を付けた。壁の蠟燭から漂っている。なにかが含まれているのだ。

「安心してくださいお兄様。命に別状はありません。ちょっと眠くなって、メーニカの言うことを聞くだけです」

「あ……な……」

「メーニカには効ききません。あらかじめサリューンに用意させた薬を飲んでいるんです。ただ効くのが遅くて、わざわざ馬車で時間をかけてここまで来ました」

「う……」

「どうかお休みになってください。あとのことはメーニカがちゃんとおこないますから」

　アルメインの身体がぐらりと揺れる。作業台にもたれかかってなんとか踏ん張ろうとしたが、そのまま崩れ落ちた。

　メーニカが横たわった彼の脇に座り、やさしく髪を撫でる。












「素敵なお兄様。本当はグーゼルホーフの田舎いなか女おんなと結婚するなんて許せないことです。でも世界帝国のためには結婚してもらわないと」

　すでにアルメインの意識はない。瞼まぶたは閉じられていた。

「もちろん皇女には指一本触れさせませんわ。お兄様はメーニカを拒絶なさいました。もう二度と、そんな失礼なことができないようにして差し上げますわね」

　メーニカが兄の首筋を撫でる。それに反応したかのように、筋肉がぴくりと動いた。




　カリーンは一見無表情で馬車の横に立っていたが、その実、爪先を幾度も上下させており、落ち着きがなかった。

　それはアルメインが家の中に姿を消したときからはじまっていた。ナリアがいないため自らが安全に責任を持たなければならない。そのため目を離したくないのだ。

　アルメインとメーニカは家に入ったまま出てこない。それがカリーンの焦しよう燥そうを強いものにした。

　隣にはサリューンがいるが、彼女の様子に変化はない。

　しばらく待ったが戻ってくる様子はない。実際にはたいした時間は過ぎていないのだが、カリーンには充分すぎるほど長かった。

　家に向かおうとする。突然サリューンが声をかけてきた。

「行くな」

　カリーンは後ろを振り返る。

「私はアルメイン様の命によってのみ動く。お前に権利はない」

「メーニカ様の命令だ」

「そこで待っていろ」

　サリューンが素早く動き、カリーンの前に立たち塞ふさがる。

「聞こえなかったのか。あの家には入れない」

「余計に入る理由ができた」

　強引にどかそうとする。その手をサリューンが摑つかんだ。

「メーニカ様の邪魔をするものは、何人たりとも許さない」

「アルメイン様の安全に関わるとすれば話は別だ」

「お前はメーニカ様がアルメイン様を害すると主張するつもりか？」

　サリューンの視線がカリーンを捕らえる。

　カリーンは目を細めた。

「……そうだ」

「なんだと」

「私はあの方を信用していない。妹御という立場を最大限に利用した獅し子し身しん中ちゆうの虫ではないかとすら考えている」

「その言葉、私への挑戦状だと受け取った」

　刹せつ那な、殺気を感じたカリーンは、後方に飛とび退すさった。眼前を銀色の物体が横切る。

　サリューンの手には古い湾キ曲リ刀チがあった。身体から殺気が溢あふれている。獲物を前にした狩人かりゆうどのようだった。

　カリーンは髪をかき上げ、正対する。

「なんのつもりだ」

「分かるだろう。メーニカ様に害をなすものは許さない」

「許してもらおうとは思わない。メーニカ様こそアルメイン様に仇あだなすものだ。アルメイン様が以前薬を盛られたことがある。今のお前の態度で確信した。メーニカ様はアルメイン様を操ろうとしている」

「メーニカ様には大望がある。邪魔だてしないでもらおう」

「それは危険な思想だ！」

　カリーンが右手を突き出す。左手で支え、サリューンに指を向けていた。

「ここで排除させてもらう。アルメイン様をお救いするためだ」

「この距離なら魔導より刃物の方が早い」

「なら、試してみろ」

　サリューンは返事をしなかった。即座に湾キ曲リ刀チを構えると、刃やいばを煌きらめかせて地面を蹴る。

　顔面を銀色の刃が横切る寸前、カリーンは圧縮呪文を唱える。

　短く鋭い、鳥の鳴くような声。同時に風が壁となってカリーンを守る。そしてサリューンを押し返した。

　風が流れていく。二人は距離を取った。

「なるほど、面白い技を使う」

　とサリューン。

「単なる魔導ではなさそうだ。長年改良を続けたか」

「アルメイン様をお守りするのに必要な技術だ。人を殺あやめるだけのお前とは違う」

「ならばこれはどうだ！」

　サリューンの湾キ曲リ刀チがふわりと浮く。

　魔導ではなく、軽く投げたのだ。カリーンの視線がそちらに集中した瞬間、サリューンは地面を蹴る。

　カリーンの懐ふところに飛び込む。手を伸ばして投げた湾キ曲リ刀チを取ると、喉元に向けて刃を振りかざす。

　カリーンの身体が後ろに傾く。寸前で避けようと体重移動をする。同時に指を折り、小さな光を発生させてサリューンの眼前で炸さく裂れつさせる。目を眩くらませるための手段だったが、サリューンは構わずのしかかり、喉を切り裂こうとしていた。カリーンは左腕で相手の肩を摑む。

　サリューンの身体が突然、痙けい攣れんしてのけぞった。痛みを感じたか、攻撃を中断して、悲鳴を嚙かみ殺しながら下がる。そして膝を突いた。彼女は一瞬だけだったが、雷に打たれたような激痛に襲われていた。

　カリーンが、相手を痺しびれさせる魔導を使ったのだ。瞬時に激痛を走らせ、頭の中を真っ白にさせる。手を接触させなければならないのが難点なので、まず雷球で目を眩ませようとしたのだ。サリューンが無視して突っ込んでくるのも織り込み済みであり、いわば誘いのための技だった。

　魔導を放った彼女もまた、顔をしかめている。自身にも痛みが跳ね返ってくるのだ。それでもサリューンに近づく。

「動けないはずだ。しばらくそうしていろ」

「う……貴様……」

　サリューンは目元に涙を滲にじませながらもカリーンを睨みつけていた。

「くだらない技を……」

「我が氏族への憎しみなら私もそれなりにあるから気にしないが、アルメイン様を害することは看かん過かできない」

「私を……どうするつもりだ……」

「動かず寝ていればいい。葬ほうむってもいいが、さすがに気が引ける。アルメイン様の様子を見てくるのに邪魔しないだけで充分だ」

「ふん、甘いやつだ……」

「メイド同士で殺し合っても仕方ない」

「私のことではない。メーニカ様だ……」

　カリーンの目が細くなる。サリューンは激痛を堪こらえながら笑っていた。

「私がお前なら、こんなお喋りなどせずに、さっさと家へ入るぞ……。まあ、こうやって引き留めることも私の役目だが……」

　カリーンは焦あせりを感じて、家へ走ろうとした。そこにサリューンの言葉が飛ぶ。

「無む駄だだ。お前は違和感を感じた時点でなにがあっても向かうべきだったのだ。メーニカ様を侮あなどったな……あの方は、時々私ですら背筋が凍るような真似をする……」

「やはりメーニカ様が企んでいるのか!?」

　サリューンが口をつぐんだ。もうこれ以上語るつもりはないと態度で示していた。

　カリーンは走る。家の前まで来ると粗末な扉を開けようとした。

　と、扉が開く。中からアルメインが出てきた。

「カリーン、どうしたんだ」

　アルメインは驚いたように言った。カリーンはほっとする。

「ご無事でしたか」

　カリーンはざっと身体の上から下まで眺めた。おかしな所は見あたらない。

「中でなにかありませんでしたか。お身体に障さわるようなことは」

「おかしなことを聞くんだな。あるわけないだろう」

　顔をしかめる。

「メーニカと一緒に服を見物して、おしまいだ」

　そのメーニカも奥から出てきた。手を伸ばしてアルメインの腕を摑んでいる。

「楽しかったですわね、お兄様」

「そうだな。どれも見事だった」

「また来たいです」

　二人はにこやかに話している。

　カリーンは嫌な予感がしていた。サリューンの態度からも、自らの予感に照らし合わせても、なにもなかったはずはないのだ。

　だがアルメインもメーニカも平然としている。それどころか、以前よりも関係が深まったようにすら見えた。

　せめて家の中を確認しようと思った。

「失礼します。中を拝見させてください」

「いや、もう帰る」

　アルメインが言う。

「馬車に乗れ」

「お時間は取らせません」

「カリーン、俺は帰ると言ったんだ。さっさと乗れ」

　強い言葉が返ってくる。カリーンは驚いた。

「ですが……」

「二度は言わない、カリーン。君だって職を失いたくはないだろう」

　彼女は沈黙した。やりとりを見ていたメーニカが、アルメインにしがみつきながら言った。

「まあ。お兄様、カリーンもちょっと好奇心があっただけです」

「メイドが見てもしょうがない」

「どうかメーニカに免じて、許してください」

「分かったよ。メーニカは優しい娘だな」

　アルメインは妹の頭を撫でている。メーニカは嬉しそうに微笑んでいた。

「帰るぞカリーン。離宮に戻ったらナリアを呼んでこい」

「ナリア様は軍を率いてレットベルク地方へ遠征中です」

「さっきも言ったぞ。二度はない」

　アルメインは振り返らずに馬車へと向かう。メーニカがその後をついていった。

　カリーンは茫ぼう然ぜんとしていた。今までのアルメインとは思えない態度だった。これまで彼女に冷たく当たったりしたことはなかったのだ。

　サリューンを見ると、彼女は痛そうに身体をさすっている。ただ口元には薄笑いを浮かべていた。






　黒曜宮殿の離宮に戻ったアルメインは、翌日になってからすぐにカリーンに問とい質ただした。

「ナリアはどうしてまだ戻っていない」

「レットベルク地方から戻るには、時間がかかります」

　カリーンは驚きながらも返事をしていた。呼び戻せと言ってきたのが本心かどうか、計りかねていたからだ。だがこの言葉と目つきによって、本気だとはっきり理解できた。

「今の段階でレットベルク地方から引き揚げるのは得策とは思えません。ナリア様の軍はすでに相当の戦果を上げており、ここで中断してしまうと全てが無駄になり……」

「いいから早く呼んでくるんだ。ナリアだけでいい。早くしろ」

　強い口調で言われればどうしようもない。カリーンは従うしかなかった。

　早馬を出す必要はない。カリーンはナリアの元に部下のメイドをつけていた。幾人かの中継を経た念話によって、アルメインの命令は即座に伝わった。

　命令を受けたナリアは、急いで帰還する。軍は副将に預け、自らは馬を飛ばしてシュヴィーレンに戻ってきた。

「なにごとだ」

　彼女は着替えるのもそこそこに、カリーンに訊いた。鎧のあちこちには矢傷があり、一部は欠けているため、戦場の生々しさと壮烈さを醸かもし出だしていた。

「なにごとだ。バルサフ大公軍を取り逃がしてしまうぞ」

「アルメイン様の命令です」

　カリーンの声色には不穏なものが混じり、ナリアも敏感に感じ取っていた。

「なにがあった。兄上が怪我をされたのか」

「そうではありません。とにかくナリア様を呼び戻せと、それだけでした」

「理由を直接訊く」

　ナリアは戦場の衣装そのままに、アルメインの下へと向かった。

　アルメインは離宮の一番大きな部屋にいた。本来は祝宴などで利用する場所であるが、自室用に改装していた。

「兄上！」

　ナリアは入室と同時に面喰らう。アルメインは膝にメーニカを乗せていたのである。

　彼女は後ろからやってきたカリーンに小声で訊く。

「なんだあれは」

「近頃のアルメイン様はずっとああなのです」

　ナリアは兄の下へと近寄った。

「ただ今戻りました」

「ご苦労だった」

　アルメインはメーニカの髪を撫でている。その手つきにどことなく性的なものをナリアは感じていた。

「どのような御用でしょうか。できうることなら、敵を全て撃破するために帰陣の許可を願います」

　瞬時にアルメインの表情に変化が生じた。

「俺との話は全てに優先する。従わない場合、ナリアでも処罰しなければならない」

　ナリアは絶句した。およそこのようなことを言う兄ではないのだ。

　アルメインは笑う。

「だが今日の俺は機嫌がいい。ナリアの無礼を許そう。帰ってもらったのは他でもない。めでたいことがあった。いや、あると言うべきだな」

「……？」

「エーレントラウト皇女と婚姻することにした」

　それを聞いてナリアとカリーンは驚愕した。

「兄上……!?　それは本当ですか!?」

「なにを驚く。皇女との結婚を持ちかけたのはお前と部下のエルラニアだぞ」

「そ、そうですが……」

　ナリアは己の耳を疑っていた。まさか兄から言い出すなどとは思っても見なかったからだ。彼女から持ちかけたときも、頑かたくなに拒否をするか先送りにしていた。

　そしてナリアは心の奥底で、これでいいとの囁き声を聞いた。ここ数日は聞こえることのなかったあの声。

　少しだけ首を振る。

「しゅ、祝福すべきことではありますが、なにも私を呼び戻してまで……」

「妹には少しでも早く教えたくてな」

　そしてアルメインの顔つきが険しいものになった。

「それとも兄の婚姻を認めないのか」

「そんなことは……」

　ナリアは顔を伏せ、表情を見られないようにしていた。

　膝に乗っているメーニカがアルメインを見上げているのが、雰囲気で分かった。

「お兄様の婚姻で、フィンメルハウゼンとグーゼルホーフの統一が早まります」

「そうだ。なにも先送りにする必要はない。エーレントラウトにも早く知らせてやらないと」

「でしたら、ナリア姉様を使者に立てるのがよろしいですわ」

　ナリアは驚いて顔を上げる。メーニカはにやりとしていた。

「姉様を軍務卿になさるのがよろしいのです。お兄様の忠実な武将で軍務卿。そして妹。使者の身分としてはうってつけです」

　婚姻を申し込む、あるいは承諾するのに使者を立てるのはよくある話である。ただアルメインはエーレントラウト当人からも婚姻申し込みの言葉を聞いているので、自身で返答するのが礼儀と言えた。

　だがそのような気配はない。

「さすがメーニカだ。賢い妹で嬉しい」

　アルメインは即座に言った。

「ナリアはたった今から軍務卿だ。黒曜宮殿まで出向いて、婚姻承諾を伝えてこい。今さらエーレントラウトは断らないと思うが、文句を言うようだったら強引にでも認めさせろ」

「……承知しました。ただ、使者では納得しないかもしれません」

　暗に自分で行った方がいいと促したのだが、アルメインは気づいているのかいないのか、聞く耳を持たない。

「俺はここにいる。わざわざ行く気にもなれん」

　そして彼は、さっさと出て行けと言わんばかりに手を振った。

　ナリアはカリーンと同時に退室した。しばらく顔が強こわ張ばったままだった。

　やがて彼女は、頭をはっきりさせようと首を振った。それから傍かたわらのメイドに訊いた。

「カリーン、兄上はどうなさったのだ。まるで別人だぞ」

　メイドはいつものように冷静であったが、それでも困惑を隠せていない。

「よく分かりません。メーニカ様とお二人で市内見物に出たときから、あのようになってしまわれたのです」

「二人で？　メーニカが一緒とはいえ、側そばから離れたのか」

「どのような処罰でも受ける覚悟でおります。しかし、短時間であのように性格が変貌するのはただごとではありません」

「心当たりはあるのか？」

「はい」

　カリーンは当日起こったことを、詳しくナリアに話した。

　ナリアはいちいち頷きながら、幾度か同じことを繰り返させ、根掘り葉掘り聞いていた。そしてこのときの彼女は、明らかに目の色も雰囲気も、いつもと違っていた。

　普段のカリーンなら、ナリアのことも警戒しただろう。そしてアルメインの様子をこれほど事細かに説明しなかったはずだ。だが自らの主人の変貌を制止できなかったことを悔いており、その後悔が日頃の判断力を曇らせていた。

「なるほど。兄上はメーニカとあのメイドによって操られているのかもしれないということか」

「確証はありません。アルメイン様の肉親を疑うなどあってはならないことですが……」

「私とてメーニカの肉親だ。その私から見ても、メーニカは少しおかしなところがあった。兄上にあそこまでくっつくとは……。いや、確かにメーニカは兄上に必要以上の愛情を示してはいたのだが」

「これはお話しして良いものか迷いましたが、最近のアルメイン様はメーニカ様を避けておられたのです。なのに今になって拒絶もなく膝に乗せるなどは不可解です」

「兄上は幼い子なら触れあえる。そのことは不自然ではない」

「部下が見つけたのですが、メーニカ様のお召し物に血がついていたそうです。月のものが来たのではと。メーニカ様は女になられたのです。なのに触れあっても平気というのは……」

「兄上が操られている根拠になるか」

　ナリアは納得したように頷いた。

「メーニカが女となったのはめでたいことではあるが、そうも言っていられないな。まずは、使者として黒曜宮殿に赴こう」

「は……」

　カリーンは虚を衝つかれて聞き返す。

「先ほどの命を実行なさるのですか」

「命令は命令だ。なんだろうと、兄上の意に反することはできない。それに」

　ナリアはいったん黙ると、嬉しそうな笑みを浮かべる。

「兄上……アルメインが愛情より政治的な決断を優先できるのは、この上ない喜びだ」

　それがナリアというより、かつてフィンメルハウゼンでもっとも優れた女性統治者と呼ばれた姉に酷こく似じしていたことに、カリーンはしばらく気づけなかった。




　アルメインがフィンメルハウゼン軍を動かし市内を制圧して以来、黒曜宮殿は沈黙を守っている。というより、なにも意見を発することができないと言っていい。

　対外的な声明は全て封じられており、外交使節との面談も制限されていた。内政にはある程度関与できるものの、フィンメルハウゼンからの行政官が到着するまでだろうと思われていた。国政の中心はこの場ではなくなっていたのだ。

　カリーンとナリアはそこに赴き、エーレントラウト皇女に面会する。

　エーレントラウトは不機嫌が表情に出ていた。かつてはナリアを自分の下に寄越すよう迫っていたが、当人を目の前にしても興味を示していない。

　二人は深々と礼をする。ナリアが口上を述べる。

「皇女殿下、面会を承諾していただき、ありがとうございます」

「余に拒否権があるとでも？　グーゼルホーフの実質支配者の妹御です。たとえ入浴中であろうとも、身体を拭かずに面会しましょう」

　自虐の混じった言葉であった。豪華な椅い子すに座って二人を見下ろしているが、どのような立場なのかはエーレントラウトが一番よく知っていた。

　ナリアは顔を上げる。

「本日はエーレントラウト皇女殿下にもよいお話を持ってまいりました」

「お為ためごかしはどうでもいい。早く話しなさい」

「我が兄、フィンメルハウゼン代王アルメインがエーレントラウト皇女殿下との婚姻を受けられました」

「ほう」

　倦怠感すら見せていたエーレントラウトは、この言葉で身を乗り出した。

「余と婚姻をするのですね」

「はい。我々はそのための使者です。兄本人が出向かないのは失礼に当たるとは思いますが」

「構いません。そうですか、ついに承諾すると」

　エーレントラウトの瞳に生気が宿った。

　フィンメルハウゼンに実権を握られて以来、彼女は八方塞がりの状況でもあった。事態を打開するには帝都シュヴィーレンを脱出するか、フィンメルハウゼンとの繋がりを濃くして内部から逆転を狙うしかない。一度は諦あきらめたその機会が訪れたのだ。

「すぐにでも挙式をおこないましょう」

　彼女は勢い込んで言った。

「ローディア大陸中にグーゼルホーフとフィンメルハウゼンの友好を知らしめるのです。これで我が願いが成就するのですね」

「皇女殿下」

　そう言ったのはナリアではない。傍らに控えていたマイレーンだった。

「婚姻後は、年の半分はフィンメルハウゼンの白磁宮殿に住まうことにいたすべきです」

「そうね。余がフィンメルハウゼン王家のものと縁を結ぶ以上、当然のこと。ナリア殿にはさっそく余の部屋を用意してもらいます」

　浮かれたように、エーレントラウトは口にしていた。

「もう一つお話が」

　ナリアは付け加えた。エーレントラウトは上機嫌だったので、発言を許した。

「なんですか」

「フィンメルハウゼンとグーゼルホーフ永遠の友好のためには、この婚姻は必ず成功させなければなりません。失敗はあり得ぬことです」

「当然です」

「ただ……エーレントラウト様は、男性がお好みではないはずです。同性以外に興味を持たれないお方」

　あからさまな物言いに、エーレントラウトの顔から機嫌の良さが失われた。

　ナリアは続けて言う。

「かつて私をお求めになりました」

「求めたなどと……」

「お隠しにならぬよう。なにゆえ兄との婚姻を承諾したのかうかがいたいと思います」

　エーレントラウトの顔は真まっ赤かになった。羞しゆう恥ちによるものではなく、怒りによるものであった。グーゼルホーフの王族は誇り高い。十三王朝の末まつ裔えいを詐さ称しようする北辺の田舎者と蔑さげすまれる反動から、必要以上に居丈高になるのだ。

「無礼は許しません！」

「単なる質問です。お答えにならないのであれば、推測を述べますが」

　カリーンは制止するのも忘れてナリアを見続けていた。ナリアは自らを律することに長けている。いくら制圧下にあるとはいえ、他国の王族にこんな物言いをすることなどあり得ないのだ。

　ナリア自身は「これくらいの発言は当然」という顔をしていた。

「兄上との婚姻はまず政治的なものです。グーゼルホーフが、そして御自身が生き延びるため。恐らく婚姻後しばらくしてから、兄は死に至るのでしょう。男性嫌いの皇女が、いつまでも婚姻関係を持続しているとは思えません。そして力関係は逆転し、グーゼルホーフはフィンメルハウゼンの上に立つ」

「…………」

　エーレントラウトは反論しなかった。沈黙は肯定の証あかしだった。

「私は妹であり、兄上の警護役でもあります。本来なら兄上に殺意を抱いている者との婚姻には反対です。ですが、今度ばかりはそうもいきません」

　エーレントラウトが不審そうな表情になった。ナリアは一拍おいて言う。

「兄上と婚姻し、子を成してください」

「な……！」

　皇女の目が驚きよう愕がくで見開かれた。

「よ、余が子を!?」

「はい」

「汚らわしい……！　余が男と子を成すなど……！」

　エーレントラウトの言葉は、男性に興味がないことを告白したようなものだったが、本人は驚きのあまり気づいていなかった。

「無礼な……！　出て行きなさい！」

「兄との間に子を成し、二つの国を相続させるのであれば、暗殺を考えたことは不問としましょう」

「余がそのようなことをすると……」

「暗殺のことなら、考えただけでも罪に問います。私は軍務卿です。理由はいくらでもつくでしょう」

「く……」

「男性との触れあいを拒絶なさるのなら……ご辛抱をと申し上げます。ただし」

　ナリアは皇女に近寄る。その動きは自然であり、誰も止めなかった。

「私がエーレントラウト様の閨ねやに通っても構いません」

「なんです……？」

「兄上とは将来のために婚姻を。快楽を求めたければ私と」

　ナリアは胸に手を当て、頭を下げた。

　この言葉は大きな室内に響いた。当然カリーンも耳にしており、信じられないという表情を隠せなかった。

　一方エーレントラウトは迷いの色を見せていた。目がせわしなく左右に動いている。先ほどまでの怒りはなく、打算と欲望の間で揺れていた。

「……ナリア殿が、余の下に通うというのですね」

「はい」

「どのような屈辱的な要求でも従うと？」

「はい」

　ナリアは躊躇わずに返事をしていた。

　エーレントラウトの顔から迷いが消え、隠しようのない欲望が浮かんでくる。

「……分かりました。アルメイン代王の特使、ナリア軍務卿の言葉を受け入れましょう。余はアルメイン代王の子を産みます。子はいずれ成人し、ローディア大陸を統すべる王となるでしょう。ナリア殿」

　皇女の口から、小さく舌が覗く。

「……ではさっそく、余の部屋へ案内しましょう」

「ありがとうございます」

　ナリアはごく自然に頭を下げた。

「ですがまず、兄へ受諾の報告をせねばなりません。さらに婚姻の準備もあります」

　この言葉を聞き、エーレントラウトはあからさまに不満の表情を浮かべた。ナリアは続ける。

「私は婚姻当日の夜に、閨へ伺います」

「ほう……ナリア殿は、余がまさにそなたの兄と婚こん媾こうしたその晩に、訪れるというのですか」

「皇女殿下のお好きな趣向かと」

　つまり、華燭の典を挙げ、夫婦となったその日に寝台を共にすると述べているのだ。

　エーレントラウトの性癖は同性相手ということを抜いても歪んでいる。特に地位が高く、気高い人間を跪ひざまずかせるのを楽しみとしていた。夫の妹を見下ろして快楽にふけるのは、この上ない楽しみと言えた。

　早くもその日のことを想像し、陶とう酔すいの表情となる。

「よく分かりましたナリア殿」

　エーレントラウトは言った。

「一日も早く婚姻の儀をおこないましょう。そのようにアルメイン代王に伝えなさい」

「かしこまりました」

「楽しみにしております。とても」

　エーレントラウトは満足げだった。

　ナリアとカリーンは部屋から出て行く。廊下を歩き、人ひと気けがないことを確認してからカリーンは訊いた。

「何故あのような申し出を？」

　ナリアは視線を正面に向けたまま口を開く。

「そんなにおかしいか？」

「前代未聞です」

「妹が兄のために力を尽くすのだ。フィンメルハウゼン史に載のってもいいくらいだ」

「あれではまるで……」

　言おうとしてから、カリーンは言葉を止める。言い方を変えた。

「ナリア様は以前とは別人のように見えます」

「そうか？」

　ナリアが立ち止まり、振り向く。

「私は以前と変わらない。分かるだろう」

「外見上はそうです。ですが内面に大きな違いが見られます」

「ほう。どのように違うのか、言ってみるといい」

　カリーンは押し黙った。

　ナリアの内面に違和感があるのは本当だ。カリーンは勘が鋭く、他者の動きを予想することもできる。でなければ王族のメイド仕事などこなせないのだ。

　だから違うと言い切れるのだが、説明はできなかった。実は魔導を使って密かに心の中を覗くこともしたのだが、なんらかの壁に阻はばまれ辿たどりつけない。心に障壁があること自体が証拠なのだが、証明しづらい。

　メイドの無言に、ナリアは再び歩き出した。

「時間の無駄だったな」

「…………」

　カリーンは反論できない。

「そんなに文句が言いたければ、兄上に述べるといい。兄上はカリーンを信頼しているから耳を傾けるぞ。もっとも」

　微かすかな嘲ちよう笑しようが、言葉に滲んだ。

「信じたりはしないだろうがな」

　カリーンは一人黒曜宮殿に取り残される。その場から動き出すのに、多大な精神力が必要だった。






　その日の深夜。

　黒曜宮殿の離宮は、皆寝静まり、不寝番を除けば動くものはいない。もっとも仕事というのはどこにでもあるものなので、翌日の食事の仕込みや馬ば匹ひつの用意のため、使用人たちは起きていた。

　カリーンも寝ていなかった。もっとも雑用のためではない。

　彼女は離宮の屋根にいた。

　離宮の屋根は石材で作られているのだが、急な傾斜がつけられている。これは鳥に巣を作られないためなのだが、あまり効果はなくて、そこかしこに藁わら屑くずが散乱していた。

　カリーンがこんなところにいる理由は単純である。呼び出されたのだ。正確には、彼女も会いたいと思っていた人物が、向こうから接触してきたのだが、その場所が、離宮の屋根の上であった。

「芝居じみている。くだらない」

　カリーンは言った。相手は予想していたのか、即座に笑い声を上げた。

「うふふふふ。この方が顔がよく見えていいでしょう。今夜は雲一つない月の夜。わたくしたちが一堂に会するのはもってこいですわあ」

　シャルナーンが口に手を当てて、また笑った。

　カリーンは極力感情を表さないようにして応じる。

「お前の趣味は理解できない」

「あら。わたくしに会いたかったのではなくて？」

「いいや。私が会いたかったのは、もう一人の方だ」

　カリーンは視線を横に動かす。そこには、マイレーンがいた。

「エーレントラウト皇女お付きのメイドが、今日はほとんど喋らなかった。どういうことか知りたい」

　マイレーンは少しだけ口の端を曲げる。

「そういう日もある」

「お前には珍しいことだ。いつもはエーレントラウト皇女に様々なことを吹き込んで宰さい相しよう気取りだろうに。だがお前は、ナリア様があんな重要なことを口にして、驚きもしなかった。何故だ」

「分かっているだろう」

　その言葉に、カリーンはゆっくりと頷く。

「最初から予期していたな」

「そうだ」

「お前はナリア様がなにを言い出すか、予想していた。だから平然としていた」

「その通り。多分こうなるだろうと思っていた」

　マイレーンは答えた。

「予想が当たって嬉しい」

　その言葉の中に、カリーンは微かな不満の色を嗅かぎ取とった。

　胸の内を決して晒さらさないメイドの、心の奥底に潜んだ不快と不安。一瞬だけ垣間見えたそれを、カリーンは逃さなかった。

「……なるほど、お前も意表を突かれたわけか」

　マイレーンは目を細める。

「なんのことだ」

「ナリア様があのようなことを口にすること自体は予想していて歓迎だが、お前自身が仕組んだわけではないのだな。他人を舞台で踊らせることを好んでも、自分が踊らされることは忌き避ひする。そんなお前にとっては予想が当たろうが、本心では好ましくはないだろう」

　カリーンはあえて挑発するような物言いをする。マイレーンは憎々しげに答えた。

「……私がカリーンという女を嫌いなのはそこだ。微かな痕跡からも核心を突く。確かにエーレントラウト様に子を作れと薦すすめ、さらに自分の身体すら差し出すという行為は、予想していても驚かされた」

「だったら止めろ」

「そうはしない。確かにアルメインとナリアの行動には違和感があるが、まあどうでもいい。望ましいことには変わりないのだからな」

「どこが望ましいのだ。下手をすれば、フィンメルハウゼン王室とグーゼルホーフ王室に二度と消えない禍か根こんを残すぞ。婚姻には賛成でも性急におこなうべきではないだろう」

　この説得にカリーンの私情が混じっていることは否定できない。アルメインが結婚する事態を受け入れることに、多大な精神力を必要とするのだ。よってどこかしら否定的な語調に傾く。

　マイレーンはカリーンを見ながら答えた。

「お前が破滅するからだ」

「なんだと」

「そう、その顔。生ける伝説にして偉大なる魔導師。カリーンを破滅の海に叩き込むためなら、なにがどうなっても構わない」

「冗談を言っているのだろうな」

「お前を笑わせようなどとは思っていない。なんのためにシャルナーンがこの場にいると思っているのだ？」

　刹那、カリーンは理解した。

　どうしてこの場にマイレーンだけではなくシャルナーンもいるのか。ふざけた口調から他者を見下すシャルナーンのことを、マイレーンは嫌っている。シャルナーンのことが好きな人間は皆無だが、特にマイレーンは憎しみすら抱いているのだ。

　だがシャルナーンと一緒にいる。ということは、この二人は手を組んだということだ。

「貴様……私への恨みのために、自らが仕えた国家を潰つぶすつもりなのか!?」

　思わず彼女は叫んだ。

「ただそれだけのために、シャルナーンと組んだだと!?」

「さすがカリーンですわねえ。ご明察。うふふふふ」

　シャルナーンが高笑いをする。

「マイレーンの願いはカリーンの破滅ですわ。ですからわたくしの力が必要ですの。もちろんわたくしはカリーンのことが大好きですから、いやいや協力しているのですけどね。うふふふふ」

　噓に違いなかった。シャルナーンという女は破壊願望が強い。作りあげたものが滅ぶ瞬間を心待ちにしている。マイレーンが「カリーンを破滅させたい」と言ってきたら、喜んで乗ったはずだ。

「マイレーン。お前はこんな女と……！」

「カリーンも取り引きのために、シャルナーンに膝を屈したことがあったはずだ」

「あれはあのとき限りだ！」

　カリーンは言う。

「さっさと手を切れ。お前のためにもならない」

「もう遅い」

　マイレーンは答える。

「私もお前も、我が氏族にとってシャルナーンは禁じられた箱だ。開けた以上どうにもならない」

「なにを呑のん気きな……」

「マイレーンの言ってることは正しいですわあ。補足して差し上げます」

　シャルナーンが屋根のひときわ高いところで、くるりと回る。

「あなたはミルロウの里にメイドを派遣しましたわね」

　カリーンは嫌な予感がした。

「……それがどうした」

「そのメイドはちゃんと里に到着しましたのよ。でも帰ってこられなくなった。その娘だけじゃありません。ミルロウの人間は全てが出入りすることも、それどころか生きることすらできなくなってしまったのですわあ」

「まさか……！　お前はミルロウの、氏族の者を……！」

「はい。皆殺しにしてあげました。うふふふ」

　彼女はいかにも楽しそうに、嬉しそうにしている。だがその口から放たれているものは狂気であり、濁りに濁った殺意だった。

「マイレーンにとってはカリーンの破滅こそがなによりの願い。わたくしは国が破滅することこそが快楽。そしてカリーンにとって、フィンメルハウゼンとアルメインが破滅することが悪夢。ミルロウの里を壊滅させたのはちょっとした贈り物です」

「あそこには、子供も老人もいたんだぞ……！」

「そんなこと、なんの防げにもなりません」

　と、シャルナーンは告げた。

　一瞬、カリーンは噓をつかれているのではと考えた。この殺さつ戮りく話ばなし自体が虚構だと。だがすぐに事実だと理解した。およそ残虐なことで、シャルナーンが虚言を弄ろうすることはないのだ。

　きっと一人で殺したのだろう。殺人すら快楽だと信じているから、他人の手を借りるわけがない。彼女の部下も、氏族全てが手にかかったのだ。

　シャルナーンは屋根の上で回っている。月明かりに照らされて、幻想的にすら感じられた。

「これでカリーンが、ミルロウから部下を呼び寄せることはできなくなりましたわね。ベールランド内のメイドも全て始末しました。あなたのやれることは少なくなりましたわあ」

「…………」

「あなたはアルメインやナリアが以前とは違う人格となったのではと疑っていますが、そんなのはどうでもいいことです。結果的に破滅に導けば、私にとって満足いくものとなります」

　カリーンは反論できない。なにかを残したり作りあげようとするものは、しばしば全てを破壊するものの前で無力となる。今がまさにそうだった。

「そしてもう一つ」

　シャルナーンは人差し指を立てた。

「そろそろあなたの耳に、面白い報しらせが届くはずです」

「……なんだと」

「それを聞けば、ミルロウのことなど前座にすぎなかったと思い知るでしょうね。では、ごきげんよう。うふふふふ」

　シャルナーンは身を翻ひるがえし、屋根から飛び降りる。カリーンは急いで下を見たが、どこにも姿はない。

　いつの間にかマイレーンもいなくなっていた。カリーンは一人、屋根に取り残されていた。

　ベールランド軍叛乱の報が届けられたのは、それから少し後のことであった。





















　ベールランド軍が叛はん旗きを翻ひるがえしたという報しらせは、瞬く間に広がった。

　もちろんカリーンは厳重な箝かん口こう令れいを敷いていたのだが、どこからか漏れていた。人の口に戸は立てられないというより、誰だれかが意図的に流る布ふしているのは明白だった。

　ベールランドの軍は各地でエーレントラウト派のグーゼルホーフ軍と衝突した。これを奇貨として気勢を上げたのがバルサフ大公である。すでにあちこちで撃破され戦力は低下していたが、一気に盛り返せると踏んだのだ。そのため温存しておいた資金を放出し、残党は蜂ほう起きした。

　通常であれば正しい情勢判断だったが、この時だけは違った。ベールランド軍はバルサフ大公軍とも衝突したのである。しかも降伏を許さず、徹底的に殲せん滅めつする容よう赦しやのなさだった。このときの戦いで、バルサフ大公は名もなき一兵士の手にかかり生しよう涯がいを終えた。

　ベールランド軍は村や町をも破壊し、手当たり次第に戦っていた。その動きは統率の取れた軍というより、野犬の群れに近かった。

　しかも、これだけではない。フィンメルハウゼン国内の部下が送ってきた情報に、カリーンは驚きよう愕がくした。

「ベールランド国内の軍が進撃を開始しただと!?」

「間違いありません。連合王国の各国から集められた軍が、フィンメルハウゼン国境に向けて移動しております」

「あの国は王が不在だ。次王もまだ即位していないぞ。誰から命令が出ている」

「不明です。商人からの情報なので詳しいことは……」

　そのメイドは申し訳なさそうにしていた。カリーンはすぐに「気にするな」と言い添える。ベールランド国内の部下が全員行方不明になったため、危険性を鑑かんがみて後任を送らなかったのが裏目に出たのだ。

「フィンメルハウゼンに向かっているのだな。どれくらいで国境を越える」

「スイン国王による一元指揮ではなく、構成国が各々勝手に進軍している状況ですから、ゆっくりしたものとなっています。それでも十五日もあれば」

「早いな」

　カリーンは舌打ちすると、矢継ぎ早に指示する。

「国境に人をやって配置しろ。不穏な動きが見えたらすぐに念話で連絡。あとはベールランド国内で食糧の妨害工作」

　糧りよう秣まつの補給を請け負う商人に方法を問わず圧力をかけ、調達を困難にするのである。ただ全ての商人に圧力はかけられないので、時間稼ぎにしかならないが。

　カリーンは指示をすませると、即座に黒こく曜よう宮きゆう殿でんへと走った。

　アルメインは婚こん姻いんの準備に余念がない。カリーンからの報告を耳にしても、顔色一つ変えなかった。

「そうか。よいようにしろ」

「しかしアルメイン様、このままではグーゼルホーフ内の混乱は進む一方です。早急に鎮ちん圧あつをした方がよろしいかと」

「ベールランドがグーゼルホーフを制圧する可能性はあるのか？」

「元々全土を制するほどの軍勢ではありません。ですがグーゼルホーフを荒廃させるには充分すぎます。少数ながらエーレントラウト派の軍、バルサフ大公派の軍もまだ残っています。これらとの戦闘が長引けば長引くほど、グーゼルホーフの分裂を助長し、ひいてはフィンメルハウゼンにも影響が……」

「構わない。放置しろ」

　アルメインは膝の上に座る妹の髪を撫なでる。メーニカは嬉うれしそうに目を瞑つむっていた。

　カリーンはなんとか言葉を引き出そうと続けた。

「フィンメルハウゼン本国にも、ベールランド軍が侵攻しようとしています」

「留守の人間に対処させろ。放っておいてもいい」

「せめてナリア様の派遣を……」

「いらない。ナリアには、俺おれの婚姻式に出てもらう必要があるからな」

　今度はメーニカの頰ほおに唇くちびるを寄せていた。メーニカはくすぐったそうにした。

　カリーンは極力嗟さ歎たんを見せないようにしつつ、なんとか冷静になろうと努めていた。明らかにアルメインの精神にはなにかが干かん渉しようしていた。それはナリアも同じで、以前なら取らない行動をしている。

　どこに原因があるのか。彼女はメーニカに視線をやった。だがここでは、兄に甘える妹にしか見えない。

　アルメインは手を振った。出ていくようにとの合図だ。

　カリーンは唇を軽く嚙かんで頭を下げる。アルメインとメーニカを見ないようにして出ていった。

　それから何日か、カリーンは内外情勢に振り回されていた。

　彼女は物事を処理する能力に長たけており、少々のことでは動じたり後手に回ったりもしない。だが今回だけは、アルメインが何もしない上にナリアも精彩を欠いているため、負担が全てのしかかっていた。表向きは一介のメイドなので、なるべく目立たないようにもする必要がある。

　さらにカリーンは、アルメインから呼び出されるや難題を突きつけられた。

「婚姻の儀を早める……のですか」

「そうだ」

　アルメインは重々しく頷うなずく。

「早い方がエーレントラウト皇女も喜ぶだろう」

「しかしまだ内戦中です。さらに王族同士の婚姻ともなれば、他国からの招待客も必要となります」

「客は来たい奴やつだけ来させたらいい。戦争中の婚姻なんて例はいくらでもある」

　それは事実であり、婚姻によって繋つながりを公表し、戦争相手に圧力を加える例はいくつも存在した。

　だがアルメインの場合は、拙せつ速そくがすぎるとカリーンは思っていた。

「今からでは準備の時間が足りません」

「なんとかしろ。メイドの役目だ」

　それだけ告げられて、カリーンは帰される。アルメインはもう彼女には見向きもせず、メーニカと楽しそうな話をはじめる。

　カリーンはメイド専用の控え室に戻った。

　中には不安そうな顔をした部下がいる。彼女たちはカリーンに全幅の信頼を置いているのだが、情勢の急変に戸と惑まどいが隠せない。特に故郷であるミルロウが壊滅した知らせを聞いてからというもの、動どう揺ようを隠せなかった。

「落ち込んでいる暇はない」

　カリーンは手て空すきの部下を集めて言った。

「やるのは婚姻の準備とベールランド軍への対処だ。グーゼルホーフ内のフィンメルハウゼン軍は、内戦に参加させず保全を優先する必要がある。兵力がなければ本国を守れない」

「指揮はナリア様ですが……」

　メイドの一人が恐る恐る訊きいた。カリーンは懸念が理解できたので、すぐに答える。

「私が説得しよう。本国が危機だと伝えればお分かりになるはず」

　あの様子では耳を傾けるかどうかも不明だが、やらなければならない。

「婚姻の儀は準備日程を全て繰り上げて対処する。省略できるところは省略するぞ。幸いというか生あい憎にくというか、出席者は多くなさそうだ」

　別のメイドが発言した。

「先ほど、レイルーンが白はく磁じ宮殿より到着しました」

「レイルーンが？　今か？」

「はい。すぐにでもカリーン様にお会いしたいと……」

「連れてきてくれ」

　カリーンの前に連れてこられたのは背の低いメイドだった。髪は土でまみれており、顔も薄汚れている。メイド服のあちこちには石粉がついていた。

「カリーン様。例の件で、報告があります」

　レイルーンはそこで言葉を切って周囲を見る。カリーンは頷くと、他のメイドたちを退室させた。

　扉が閉まるか閉まらないかのうちに、レイルーンは話し出した。

「例の……カリーン様が捜索を命じられたものを発見いたしました」

　カリーンはなるべく声を潜ひそめた。

「どこだ」

「フィンメルハウゼン内……白磁宮殿です」

「馬ば鹿かな。あんなところに隠せば、すぐに見つかるはずだ」

「葡ぶ萄どう酒しゆの倉の下でした。わずかな臭においの変化に気づかなければ、もっと手間取っていたかもしれません」

「どういう状態だった」

「それが……」

　レイルーンは口ごもり、カリーンのことを見つめている。その態度で察した。

「分かった。私が直接行こう。瞬間移動を使う」

　魔ま導どうによる瞬間移動は体力を消しよう耗もうする。文字通り身を削っての行動に、筋力の低下や場合によっては骨も脆もろくなっていた。

　ただ彼女は、ここで躊躇ためらってはいけないと確信していた。

　カリーンは席を外したメイドを戻し、留守中にやることを伝える。それから一度深呼吸して精神を整えた。

「レイルーン、私に摑つかまれ」

　部下のメイドは、カリーンに抱きついた。

　次の瞬間、周囲の風景がぶれる。水面に映った光景が投げ入れた石によって揺らめくように、不安定なものとなった。

　即座に元通りとなる。彼女たちはフィンメルハウゼン国内、白磁宮殿の裏庭にいた。

　カリーンは額の汗を拭ぬぐうと、疲労したことを知られないように、声を張った。

「行くぞ。あの扉の向こうに地下への階段がある」

　二人は扉を開けて駆け込むと、葡萄酒倉へ下りていく。

　葡萄酒の倉には陽が差さず、ひんやりとしている。壁の燭しよく台だいに蠟ろう燭そくが刺さったままになっているので、点火した。

　内部が薄暗く照らされる。ここからはレイルーンが先に立ち、部屋の隅まで行ってからしゃがみ込んだ。

「ここの下です」

　石の床の継ぎ目がわずかに出っ張っている。二人がかりで引き上げる。

　そこに遺い骸がいが横たわっていた。

　ヒルトルートは地下墓所に葬ほうむられたときと同じ姿のままだった。

　王族の遺骸は防ぼう腐ふ処理をするのが常だ。専門の職人が技術の粋すいを尽くす。そのためときには生きているかのように見える。

　ヒルトルートも同じであった。病を発していたため痩やせているが、生前と同じ美しさ、華麗さを留めていた。

「どうしてこんなところに死体が……誰が動かしたのか……」

　カリーンはヒルトルートの遺骸に、そっと手を触れる。

「暖かいぞ……？」

「地熱でしょうか……」

　レイルーンの言葉にカリーンは首を振る。

「そうではない。ほんのりとだが熱を持っている。地面の熱で暖められているのなら、いくら防腐処置をしても腐くさるだろう。そもそも温度の低いところだから葡萄酒の保管場所になったのだ。どうしてこんな……」

　彼女の頭に、あることが浮かんだ。

「まるで生きているような……」

　次の瞬間。

　ヒルトルートの目がかっと見開いた。

「なっ……！」

　さすがのカリーンも喫きつ驚きようしたが、なんとかその場に踏みとどまった。レイルーンは驚きのあまり、尻しり餅もちをついている。

（カリーン……）

　ヒルトルートの声が頭の中に響いた。

　遺骸は口を開いていない。直接言葉が流れ込んできたのだ。ヒルトルートの声ではあるが、かなりしわがれている。

（わざわざ私を見つけましたか……）

　カリーンは黙ったままだ。彼女にしては珍めずらしく、なにを言うべきか迷っていた。

「……ヒルトルート様……」

（我が肉体は動かずとも、意志は存在します……。私はこのような姿になってもなお、フィンメルハウゼンの行く末を案じてきました……）

「…………」

（アルメインは代王として数々の困難に直面し、乗り越えてきました……。しかし未いまだ未熟。よって私は見守らなければならないのです……）

　カリーンはヒルトルートを見つめている。遺骸の肌は、血が通っているかのような瑞みず々みずしさすら持ちはじめた。

（カリーン……あなたは何代にも渡ってフィンメルハウゼン王家に仕えてきました。王家への忠誠心があるのなら、私をこのままにしておいて……。アルメインを見守らせたままにしなさい……）

　メイドはなにも返事をしない。しばらく頭の中に流れた声を反復していた。

「……恐れながら」

　カリーンはそっと呟つぶやく。

「ヒルトルート様ではありませんね」

　一瞬遺骸が動いたような気がした。

（なにを言い出すのです……）

「あなたはヒルトルート様ではない。いや、言い方を変えよう。ヒルトルート様と融合したなにかだ。ヒルトルート様がとうに亡くなったのは事実。あれだけの方だ、自らの野望が成し遂げられなかったことの無念が残ったのだろう。そして合わさり、意志は肉体を離れた」

（では、私はなんだと言うのです……！）

「冥めい玉ぎよく」

　カリーンははっきりと言った。

「私は冥玉を知るもの。我が氏族はかつて、十三の宝玉を生み出し共に生きることを選んだものたちだ。その私が断言する。お前は冥玉だったもの、その一部だ」

　この言葉に、ヒルトルートの遺骸が揺れた。

　起き上がるわけではない。細かく揺れている。自身で棚の上のものが振動するように、小刻みに震えていた。

　それが恥ち辱じよくによるものか、怒りによるものかは分からない。ヒルトルートの声は先ほどまでより大きく、カリーンの脳に届いた。

（私はヒルトルート……！　フィンメルハウゼンの行く末を案じるもの……！）

「違う。お前はヒルトルート様によって残されてしまったのだ。不要なものとして、遺骸と共に」

（馬鹿な……！）

「誰が遺骸を持ち出した？　私はヒルトルート様がその人物を密かに操り、動かしたと考えている」

（く……）

「答えろ」

　静かだが、苛か烈れつで、押さえつけるような問いだった。カリーンは相手が遺骸だろうとなんだろうと、逃がすつもりはない。

　無念さを乗せ、遺骸が口にする。

（この身体からだを盗んだのは……メーニカ……）

「なるほどな……」

（彼女の指示でメイドが持ち出した……死んだ姉を利用するとは……なかなかの娘……）

「遺骸がなくなったとなれば、アルメイン様も心穏やかではない。そうやって支配するつもりだったのか」

（そして私は……ヒルトルートは……これを利用して意志だけとなった……。そしてアルメインを取り巻く女たちに取とり憑ついて……操ろうとした……）

　カリーンの頭の中で、断片化されていた事象が組み合わさっていく。今までの曲がりくねった出来事が、すっきりとした道筋になりつつあった。

「だが、お前は捨てられた」

（多分そう……。ヒルトルートは、冥玉すら操ろうとした女……。そんな人間が精神だけとなり、冥玉と結びつく……。今まではある程度メーニカに従うところもあった……。だがもう違う。あの女は、最良の器を手に入れたのだ……）

「誰だそれは」

（肉体は意志の器にすぎない……）

「答えろ！」

（それは……）

　突然、ヒルトルートの遺骸から熱が失せた。

　防腐処置のおかげで保たれていた形に変化が出た。表面が乾き、粉状になり、急激に崩れていく。遺骸は人の形を失って砂となりつつあった。

　カリーンは持ち上げようとした。が、すでに細かい粉となり、しかも消えていく。葡萄酒倉に流れるわずかな空気に乗って散り散りになった。

　全ては一瞬の出来事。ヒルトルートの遺骸は消え失せていた。

　カリーンはしばらく、人の大きさに窪くぼんだ床を見つめていた。

「レイルーン……」

「はい」

　部下のメイドが不安そうに見ている。この場で起こったことが、信じられないようだ。

　カリーンは詳しく説明しなかった。

「私はシュヴィーレンに戻る。すまんが体力の問題で、一緒に連れてはいけない。ここに残って、部下たちを統率しろ」

「かしこまりました」

　返事を聞くか聞かないかのうちに、カリーンは圧縮呪文を唱える。次の瞬間、その姿はグーゼルホーフの地に跳ちよう躍やくしていた。






　アルメインとエーレントラウトの婚姻の準備は進んでいた。

　グーゼルホーフ国内の戦火は止やんでいない。各所でベールランド軍、エーレントラウト派の軍、バルサフ大公軍の生き残りが死闘を繰り広げている。にも拘かかわらず、婚姻の儀は大掛かりにおこなうとの布告が、黒曜宮殿から発せられていた。

　市民は動揺していた。めでたいことなのだが、やはり時世が時世だ。シュヴィーレン市内が戦火に晒さらされる可能性もあり、なんとも言えない空気が蔓まん延えんしていた。

　そしてフィンメルハウゼン軍と編入されたグーゼルホーフ軍とが、それら「不穏な噂うわさを口にしたもの」を片端から検挙していった。

　王家同士の婚姻という祝福すべき儀式を批判するのは、不敬極まりないというのが理由である。市民は口をつぐむことを余儀なくされ、監獄は拘束されたもので一杯になった。

　ナリアはときおり襲いかかる頭痛に悩まされながらも、それらの指揮を執とっていた。

　本心では、このような弾圧が不利益になることは理解している。だがアルメインから直接下された命令であることと、なにかに突き動かされたように任務を遂行していた。

　彼女は婚姻の儀にも関わっている。このために建築家を呼び黒曜宮殿の内部を改装させている。各所から料理人を呼び寄せ、食材も一流品を使う予定だ。全土が火を吹いている最中の婚姻にどれだけの人間が出席するか不明だが、さぞや豪ごう奢しやなものになるだろうことだけは予想がついた。

　彼女は一通りの執務を終わらせると離宮を出た。黒曜宮殿へと向かう。

　庭を横切る。ここは広大だ。かつては騎兵をまかなうだけの馬を飼育していた。手入れが成されているから迷ったりはしなかった。

　その中央が急に開ける。伐採させたのだ。多数の馬車が到着しても捌さばけるようにだ。さらには軍が整列できるようにするため。アルメインとエーレントラウトは婚姻の誓いをした後、ここでフィンメルハウゼン軍の歓呼によって迎えられることになっている。

　中に入る。廊下の先に、婚姻のための広間がある。そこに慌ただしく人間が出入りしていた。

　数人がかりで石像を運んでいる。これはフィンメルハウゼンの歴代王の石像だ。現存するものは片端から持ってこさせており、ないものは突貫で作らせた。グーゼルホーフ皇帝の石像は、フィンメルハウゼンが吸収したことを印象づけるために、設置の予定はない。

　一番目立つところにヴィーリシス大王の像がある。テーアドーラ大聖堂の裏庭にあったものをわざわざ運んだのだ。多大な人員と資金が必要であり、グーゼルホーフの国庫から出させた。これはアルメインではなく、メーニカの希望によるものであった。

「本当なら、テーアドーラ大聖堂でお兄様の婚姻をおこないたいの」

　とメーニカは言っていた。

「でもグーゼルホーフにお兄様の力を見せつけるには、むしろ黒曜宮殿でしないと駄目。自分たちの皇女が自分たちの家で、お兄様に跪ひざまずいているって知ってもらわないと。テーアドーラ大聖堂では、お兄様の皇帝就任の儀をおこなうのがいいわ」

　メーニカは自分が婚姻するわけでもないのに、そのように語っていた。

　アルメインはこの妹に従いっぱなしだ。そしてナリアも、違和感を持ちつつ用意をおこなっている。

（自分でもどうなっているのか……）

　そう考えていると、ふと気配を感じた。

　急いで振り返る。いつの間にかエルラニアがいた。

「なんだ」

「剣から手をお離しください。ナリア様」

「どうもお前といると、警戒するものでな」

　ナリアは長剣の柄から手を離す。

「なんの用だ」

「さきほど入った情報です。ザーラン地方において、ベールランド軍とバルサフ大公軍が衝突。ベールランド軍が辛しん勝しようしました。損害は双方とも大きく、万単位で出た模様です」

「まだまだ続くのだろうな」

「完全に消耗するまで終わらないでしょう」

「ベールランドの……ガッセン将軍はどうしている」

「幾度も変更される本国からの指令に嫌気が差して、率いていた軍と駐ちゆう屯とんするだけでほとんどなにもしていないそうです」

「スイン王に忠誠を誓っているそうだから、やる気をなくしたか」

　ある意味羨うらやましいとナリアは思った。スインは重傷を負って姿を現さないから、王からの意に染まない命令に葛かつ藤とうしなくてもすむ。自分は兄からの命にしたがって市民を拘束しているのだ。

「他にも報告が」

　エルラニアが声を潜める。

「部下の一人が偶然発見し、報告してきました。これは恐らくほとんどの人間に知られていないことです。恐らくはカリーンがおこなったのでしょう。アルメイン様にも隠されております。まったく知恵の回る女です」

「早く言え」

「……私に褒ほう美びを」

　ナリアは彼女の顔を見つめる。

「金か？」

「いいえ。カリーンの身柄です」

　エルラニアは断言した。

「私の目的があの女の破滅であることはご存じのはずです。カリーンとメイドたちを放逐した後には、是非私と我が『白磁の吐と息いき』を重用してください」

「ならばカリーンはいらないはずだ」

「あの女を私の個人的な秘書として手元に置きたいと思います」

　これは明らかに、本来の目的を隠した言い方だ。その証拠に、エルラニアは言葉の端々に情欲を滲にじませていた。

　ナリアは冷ややかな目つきとなる。

「秘書にしてどうする」

「単に相手をしてもらうのです。『白磁の吐息』の長は常に緊張に晒されます。解消の手段も必要でして」

　白磁宮殿には、以前よりある噂が流れていた。エルラニアが鞭むちを振るい、無抵抗の人間を痛めつけて快感を得ているというものだ。相手は美しい女性から男だん娼しよう、老人までにも及ぶ。宰さい相しようテルヒムの名も上がったことがあった。

　ナリアはその噂を今まで信じていなかった。だが言葉に垣間見える欲望が、それを肯定していた。

「勝手に持っていくがいい……と言いたいところだが」

　彼女はそっと、剣の位置を確認しながら言う。瞳に今までとは違う色が混じりつつあった。

「そうはいかない」

　エルラニアは訝いぶかしんだ。

「何な故ぜです。ナリア様はカリーンを好いておられない」

「好きどころか嫌いだ。だが、カリーンは使い道がある。兄にすらもったいない人間だ。お前のおもちゃにはできない」

「カリーンの代わりは私が務めます」

「無理だな」

　言下に否定され、エルラニアの顔面が屈辱に染まった。

「ならば、さきほどの情報はお渡しできません」

「せっかちな女だ。カリーンでなければいいだろう。私でどうだ」

　意外な申し出に、エルラニアは驚いた。

「ナリア様が……？　このような趣味への理解の遠い方だと思っていました」

「別に構わないだろう。好みでもあるのか」

　エルラニアは逡しゆん巡じゆんした。眼前の軍ぐん務む卿きようは、以前より清廉潔白で知られている。自らの兄に恋心を抱いていることを知ったのは、全くの偶然からだ。

　ただ確定情報ではないが、ナリアがエーレントラウトに夜よ伽とぎを申し出たことを、部下から聞いた。そう考えると彼女も同じ嗜し好こうの人間なのかもしれない。

　なにより、エーレントラウトよりも先に、ナリアの肌に手を付けられることが、エルラニアを興奮させた。

「……分かりました」

　エルラニアは早くも情欲を滲ませながら言う。

「ただしすぐに私のものになってもらいます。時間稼ぎはなしです」

「いいだろう。今すぐを文字通りに解釈するぞ」

「はい」

「ならば場所は庭にしてくれ。ここは人目がある」

　作業を続けている職人たちのことだ。美人二人が小声で話し合っているためか、妙に注目されていた。

　エルラニアは頷く。ナリアは黒曜宮殿から外に出た。

　庭は広いから他人に見られる心配はない。ひときわ大きい木のそばまでやってくる。

　途端に、ナリアは背を大木に押し当てられた。

「本当なら縄を使いたいところですが、このようなときですから我慢します」

　エルラニアの息が甘い。情欲にまみれていた。

　ナリアはなんの感慨もなく見返す。

「それよりも情報だ。もったいぶるな」

「部下が探り当てたのは……」

　ナリアの耳に囁ささやく。

「ほう……」

　ナリアは感心したように言う。エルラニアは彼女の太ふと腿ももを撫でた。

「こちらに向かっているとのこと。誰にも知られることなくおこなわれています。恐らくはカリーンが仕込んでいたのでしょう」

「なるほど、油断も隙すきもないメイドだ」

「頭も回ります。だからこそ、私はあの女をものにしたい。あの美しく理知的な顔が恥辱に染まるのが見てみたいのです」

「実にエルラニアらしいな」

　もしエルラニアが注意深く観察していたら、ナリアの声や物腰がいつものそれではないと思っただろう。婚姻の場となる広間で石像を眺めていた彼女と、今の彼女は明らかに違っていた。

　だが欲望に突き動かされた女性は、そのことに気づきもしなかった。

「動かないでもらえますか、ナリア様」

　エルラニアは舌なめずりしそうな声で言った。

「いえ、抵抗してもそれはそれで面おも白しろいのですが、今は針を使って拘束する気分ではないのです。どうかそのままで」

「……楽しそうだな」

「この上ない喜びです」

「なら、冥界で続きを楽しめ！」

　ナリアの右手が動いた。

　長剣が鞘さやから抜かれ、雷光の速さでエルラニアの喉元に伸びる。普段なら察することができたであろう動きも気配も、欲にまみれた状態では感知は不能だ。

　刃やいばはエルラニアの喉を半分ほども切り裂いた。

「う……がっ……！」

　エルラニアは両手で喉を押さえた。指の間からどす黒い血が溢あふれる。

　身体が倒れる。ナリアは冷めた目で見下ろす。

「情報を得てしまえば用はない。そもそもお前のように、頻ひん繁ぱんに主人を替える鳥を入れる籠かごを、私は持ち合わせていない」

　エルラニアの口からは、空気が漏れる音しかしなかった。苦く悶もんする身体はやがて止まり、同時に生気もなくなる。

　ナリアは死んだことを確認すると、死体をそのままに黒曜宮殿に戻っていった。






　カリーンはなにもない空中から出現する。同時に崩れ落ちた。

　目まいがしていた。それだけではない、身体はだるく、千鳥足になっている。全身から汗が噴き出していた。

　周囲を見回す。黒と灰色の石材の天井と、窓のほとんどない壁。分厚い木材で作られた床。黒曜宮殿の離宮だ。

　人ひと気けはない。誰にも見られていなかった。カリーンは安心して壁にもたれかかる。

　瞬間移動は体力を消耗する。こんなところを悪意のある人間に見られたら、喜んで殺しに来るだろう。部下に見られたら見られたで、余計な心配をかける。

　呼吸をなんとか整える。少し楽になった。

　それから早足で歩いた。部下の一人が気づき、駆け寄ってくる。

「カリーン様、お加減は!?」

「平気だ。それよりナリア様はどこだ」

　部下のメイドは一瞬心配そうな表情を見せたものの、すぐに答えた。

「お姿が見えません。黒曜宮殿に向かったようですが」

「すぐに調べろ。ナリア様を見つけ次第、私に報告するんだ。いいか、余計なことは絶対にするなよ」

「了解しました」

「あとはメーニカ様だ」

「メーニカ様でしたら、アルメイン様と御一緒のはずです」

　聞くや否や、カリーンは駆け出した。

　アルメインの部屋に向かおうとするが、気を取り直して最上階へ走る。そこにメーニカの部屋があった。

　扉を叩たたかず、名乗りもせずに開ける。

「アルメイン様！」

　思った通り、アルメインはいた。メーニカも。

　アルメインはメーニカを膝に乗せて、寝台ベツドに腰かけていた。

　そのメーニカが気づいた。

「なんの用。失礼じゃない」

　いきなり入ってきたことを咎とがめる。カリーンは謝罪もそこそこに言った。

「申し訳ございません。アルメイン様にお話があります」

「ここで話せ」

　とアルメイン。寝台ベツドから退く気がない。

「内密の話となります」

「メーニカなら大丈夫だ」

　彼はいかにも信頼しきった目を、年若い妹に向けていた。それでもカリーンは、異存があると伝えた。

「フィンメルハウゼンの……アルメイン様の御自身に関わることです」

「あら。だったらメーニカの前で話して」

　メーニカが楽しそうに言う。

「お兄様のことならなんだって聞いていたいわ。構いませんわよね？」

　最後は自分の兄に向けた言葉だ。アルメインは当然だと首しゆ肯こうする。

「もちろんいいとも。カリーン、話してみろ」

「……では」

　メイドは深呼吸した。

「ナリア様に不審な動きがございます」

「……ほう」

「ナリア様は元よりアルメイン様の婚姻には反対の心を持っておりました。ここにきて賛成に転じたのは、なんらかの外部の力が働いたと考えられます」

「だが、俺の婚姻に賛成したのだから、結果としてはいいだろう」

　とアルメイン。

「心を入れ替えたんだろう」

「今のは一例にすぎません。恐らく婚姻が終わるまでは派手な行動を慎つつしんでいるのでしょう。現在も行方が知れません。充分に注意をされた方が」

「害がないんだろう。だったら問題はない……それより、どこでその情報を入手したんだ」

　アルメインの瞳が怪しい輝きを帯びる。しかもこのとき、メーニカも同じような目つきをしていた。

　カリーンは曖あい昧まいな返答をした。

「部下の調査による報告です」

「他に根拠はないのか」

「……はい。ですが、ナリア様がアルメイン様の意に反する行動を取る可能性は高いかと。恐らく何者かに操られているのではと推測されます」

　誰が操っているのか彼女は知っているが、ここで口にはできない。今のアルメインに迂う闊かつなことは言えなかった。

　その彼は黙考している。

「……俺の敵に回ったということか」

　アルメインは呟いた。

　ふと、メーニカが身を乗り出して言った。

「カリーン、ナリア姉様が操られているって、証拠があるの？」

「それは……なんとも言えません」

「ふうん……。あの姉様が操られるなんて、よほど強い力を持った人の仕業よねえ」

　少女は目を輝かせた。

「ねえお兄様。ナリア姉様がお兄様を害するのなら、罰を与えましょう」

　メーニカは振り返って兄を見つめた。

「ナリアお姉様の財産を全部没収するの。もうなにもかも。家は壊して財物は払い下げてしまえばいいの」

「ナリアは禁欲的だ。財産はほとんどないし部屋は白磁宮殿にあるのが一つだけだぞ」

「でしたらナリア姉様の部下や友人を全員投獄しましょう。叛はん逆ぎやく者しやと関係を持つものは、みんな罪人です」

「なるほど。いい案だ」

　聞いていたカリーンは急いで言った。

「お待ちください。ナリア様に叛意がないとは申しませんが、何者かに操られているのです。他の人間にはなんの責任も……」

「ナリアの手先となっている時点で同罪だ。すぐに勅ちよく令れいを発する」

　カリーンに止めることはできそうになかった。今のアルメインはメーニカ以外の意見を聞き入れる様子ではない。それでもなんとかしようと諫かん言げんを続けた。

「婚姻が近い状況で、罪人を増やすのは好ましくありません。今捕ほ縛ばくしても、婚姻後に恩おん赦しやで釈放することになります」

　詭き弁べんにも近かったが、アルメインは感心したように言った。

「なるほどな。一理ある」

　彼はメーニカを膝から下ろすと立ち上がった。

「では捕らえるのは止めよう。確かにめでたい時期におこなうことでもないな。ただし」

　アルメインは薄く笑った。

「婚姻をさらに早めよう。明日だ」

「は……」

　絶句するカリーン。対照的にメーニカが手を叩いた。

「素晴らしい考えですわ、お兄様。婚姻後にすぐ拘束できますものね」

「そういうことだ。罪人をふらふら歩かせている時間は短ければ短いほどいい」

「しかし、明日までに準備をすませるのは」

「花嫁のエーレントラウトがいればどうとでもなる。ああそうだ。明日だからとはいえ出席しないグーゼルホーフの貴族や他国の王族は、今後フィンメルハウゼンとグーゼルホーフの敵となることを告知しておけ」

　アルメインは重々しく告げる。カリーンは愕がく然ぜんとし、メーニカは頼もしそうに兄を見上げていた。






　婚姻が明日になったからといって、日の出から日の入りが急に長くなるわけではない。いつもと同じ一日の間で、全てを済ませなければならなかった。

　無理なのは明らかだ。カリーンもそう思っていた。だがアルメインは婚姻の実現を求めていた。

（あの方は、やはりなにか薬を盛られたのではないか……）

　そう推測するも、決め手に欠けていた。

　なんとか引き延ばしの策はないかと思案するカリーンの元へ、部下が飛び込んでくる。

「エ、エルラニアの死体が見つかりました！」

「死体だと？」

「黒曜宮殿の中庭です。殺害されています。剣による傷が致ち命めい傷しようだったと……」

　すぐにある人物が思い浮かんだ。

「ナリア様はどこだ!?」

「まだ見つかってはおりません」

　部下のメイドはさらに言う。

「アルメイン様とメーニカ様が黒曜宮殿に向かいました。恐らく婚姻の準備と……」

「違う。アルメイン様……いや、メーニカ様がそれだけで終わらせるはずがない」

　カリーンは部下に、「ナリア様の捜索を急げ。黒曜宮殿の敷地全てに広げろ」と告げた。

「ナリア様なのですか？」

「そうだ。下へ手たをするとナリア様はメーニカ様を殺あやめようとするぞ。メーニカ様もナリア様を排除しようとするだろう。どんな結末になるのか想像したくない。なんとか食い止めなければ」

　彼女は自らも、黒曜宮殿へ駆けつけようとした。

　しかし、すぐに足を止める。別の部下がやってきたのだ。彼女は緊張した面持ちだった。

　カリーンになにごとか囁く。彼女は思わず見返した。

「……間違いではないだろうな」

「はい」

　部下は首肯した。カリーンの顔から、ほんの少しだけ緊張がほぐれる。

「最悪の中でもいい知らせだ。すぐにこっちへ向かわせろ」

　それから彼女は全ての部下へと告げた。

「まだ望みはある。事態は終わってはいないぞ。ナリア様かアルメイン様を止めさえすれば勝機はある。探せ」

　部下たちが散っていく。カリーンは再び廊下を走った。

「ほう……勝機はあるか。ならば、なにがあっても止める必要があるな」

　いきなり廊下に声が響く。カリーンは立ち止まらざるをえなかった。

　なぜなら前方に見たことのある人物が立ち塞がっていたからだ。

　妖よう艶えんさに殺気を纏まとったその人物は、マイレーンであった。

「……そこを退どけ」

　カリーンはうめく。

「マイレーン。お前と遊んでいる暇はない」

「そうはいかない」

　マイレーンは返事をする。

「勝機があるのだろう。なら妨害するさ。お前を邪魔すればフィンメルハウゼンは崩れる。なにより、アルメインが頼りの人物を失うことになる。私にとっては最高の結末だ」

　マイレーンは笑みを抑えきれないようだった。

「カリーン、私はお前の破滅こそが望みだ。魔導と才覚によって氏族で重用され、常に私に劣等感を抱かせた女。やはりこの手で殺さねばならないようだな」

「なら私もはっきり言うぞ。お前のことは、昔から嫌いだった」

　カリーンは手を眼前に突き出す。マイレーンの顔が憎々しげに歪ゆがむ。

「優秀な人間の高慢だ。お前に私を憎む権利があるのか」

「あるとも。小さい頃、私の分の苺を食べた。それで充分だ！」

　二人は同時に無声呪文を唱える。

　手のひらに火球が出現する。カリーンもマイレーンも同じものを作りあげた。

　お互いに向けて放たれた二つの火球は正面からぶつかり、派手に爆発する。

　カリーンは風によって壁を作っていた。それでも立ちこめる煙が吹きつけ、腕で顔を保護する。

「余よ所そ見みをするな！」

　マイレーンの声。煙の奥から炎が蛇へびのように伸びる。先端が開き、本物の蛇のように嚙みつこうとしていた。

　カリーンは倒れ込むようにしてかわす。炎の蛇は曲がりくねってカリーンに襲いかかる。

　彼女は腕を振るった。同時に風をまとわせる。風圧によって炎の蛇は歪み、拡散した。

　安心するのもつかの間、炎はすぐに集まり、また蛇の形となる。今度はより太くなっていた。

　カリーンは床に手を突き、身体を回転させる。反動で起き上がり、また回る。

　裳スカートが翻った。彼女は太腿に挟んでおいた刃物を抜いて、煙の奥へ投げる。

　手応えはない。煙が晴れ、刃物を受け止めたマイレーンが姿を現した。

「食卓用の小刀ナイフだ」

　マイレーンは刃物を床に捨てる。

「見上げたメイド精神だな」

「護身用に持ち歩いている」

「あのカリーンが刃物に頼るとはな。魔導を連発できないほど落ちぶれたか」

「一つのことに固執しては進歩がない」

「だが私は、魔導の鍛たん錬れんを怠おこたったことはないぞ」

　マイレーンが指を曲げる。炎の蛇が分裂し、三匹に増えた。

「真の魔導師は衰おとろえたりしないものだ。死ね！」

　蛇が突き進む。

　カリーンは避けない。下手な動きをすれば三匹のうちの一匹に絡み取られ焼かれてしまうだろう。彼女は風で壁を作ると半球状にして自らの正面を覆った。

「それで守れると思っているのか！」

　マイレーンが腕を振るう。炎の蛇は風の壁に正面から突っ込んでいった。

　炎が風によってよじれ、拡散して消えていく。だがすぐに集まり新たな蛇となる。風はそれをも散らせようとするが、二匹目、三匹目の蛇が突き進む。

　炎と風の対決。熱が舞い、風が吹きすさぶ。赤い炎がカリーンの前で散っては固まりを繰り返す。

　永遠に続くかと思われたが、実際は一瞬だっただろう。何度となく突っ込んできた炎の蛇が、ついに貫通した。そこに他の蛇も突入し、見えない穴を広げる。

　やがて風の壁が崩れた。カリーンは熱気に押されるように、尻餅をついた。

　額に玉の汗が浮かぶ。炎の蛇たちは、カリーンを覆うように広がっていた。

　このまま包み込めば、彼女を高熱で焼き尽くすだろう。骨が残れば幸運だ。

「嬉しいぞカリーン。お前を魔導で上回れるとはな」

　うっとりとマイレーンは言う。

「夢に見た光景だ」

「ずいぶんと貧弱な夢だ」

　カリーンは半身を起こした状態で答えた。

「ミルロウの里では、もう少しまともな女だと思っていたが」

「狂気に満ちていようと、お前に勝てるなら安い代償だ」

「代償か。ふん……」

　一瞬、カリーンの頭に様々な人間のことがよぎる。ヒルトルートにヴィントレーア、追放されたジネル、死んだガルクト。権力を求めたものたちは、皆代償を払ってあのような結末を迎えたのだろうか。そしてナリアやメーニカもそうなのだろうか。

　カリーンはそれらの考えを追い払う。

「お前は狂気に満ちてはいない。正常だ。ただ少し、思慮が足りないだけだ」

「なんだと？」

「本当に私の魔導が衰えたと思っているのか？　炎は私がもっとも得意にするところだぞ」

　彼女は視線をずらす。はっとしてマイレーンは振り返って天井を見た。

　そこにはマイレーンの生み出した蛇よりも何倍も大きい、炎の龍りゆうがうごめいていた。

　龍は炎だけではなく、小さな電光を発してマイレーンのことを睨にらんでいた。

「蛇の熱に気を取られて、上に気づかなかったな」

　カリーンが言うのと同時に、炎の龍がマイレーンに襲いかかる。

　マイレーンは慌あわてて蛇を向かわせた。だが龍は大きく口を開けると、蛇を次々に呑のみ込こんでいく。それらを吸収して龍はさらに大きくなる。

　人間を丸呑みできるほどの口が、マイレーンに迫った。

「ひっ……」

　マイレーンが思わず目をつむった瞬間、龍は止まった。

　龍の身体からは熱が発せられていない。燃えてはいるが熱くはなかった。

　恐る恐る目を開けるマイレーンにカリーンは言った。

「殺しはしない」

　マイレーンは呟く。

「慈じ悲ひをかけるつもりか……」

「氏族はすでにない。私もあそこはそれほど好きではなかったが、今となってはお前とて生き残りだ。これ以上減らすのも寝覚めが悪い」

「さっさと殺せ。これ以上屈辱を与えるつもりか」

「生かしておくのが屈辱になるのなら、ぜひそうしよう」

「くそっ！」

　マイレーンは叫ぶと、自分から龍の口に飛び込もうとする。

　だが次の瞬間、炎の龍は跡形もなく消滅した。マイレーンは空むなしく床に落下する。

　顔を真まっ赤かにして起き上がるマイレーン。

「自殺もさせないとはな……」

「アルメイン様の希望を叶かなえるのは好きだが、お前の希望を叶えないのはもっと好きだ」

「メイドの風上にも置けん……」

「さっさと行け。私は追わない」

「なら……」

　マイレーンの言葉はそこで途切れた。

　それ以上喋ることができなかったのだ。彼女の腹部からは尖とがった槍やりの先端が、服を破って突き出ていた。背後から刺されたことは明白だった。

「お……」

　マイレーンが血を吐き出し、目を見開く。やがてゆっくりと倒れた。

　空中には槍が浮いていた。一本だけではない。何本も。

　その向こうにはメイド服を着た女性が甲かん高だかい声で笑っていた。

「シャルナーン……貴様！」

　妖気すら放っているメイド服の女性は、紛れもないシャルナーンであった。

「うふふふふ」

　シャルナーンは愉ゆ悦えつと嘲ちよう笑しようの混じった笑い声を上げていた。

「情けをかけるなんて、なんてつまらない女なんでしょう。でもそういうところが好きですわよ、カリーン。うふふふふ」

「最初から見ていたな……」

「ええもちろん。わたくしとしましては、相打ちになるのが望ましかったのですが、そうもいかなかったので、このような手に出ましたの」

「お前たちは、手を組んでいたんだろう」

「まあ嫌だ。わたくしにそんなこと関係ないのは、あなたが一番ご存じのはずでしょう。うふふふふ」

　カリーンは太腿に手を入れると、食卓用の小刀ナイフを摑み、一挙動で投げた。

　シャルナーンの顔面に突き進む。だが小刀ナイフは突き刺さる寸前で停止した。

　接着されたように動かない小刀ナイフを、シャルナーンは引ひき剝はがして捨てる。

「あらあら。魔導はもう使わないのですか」

「お前に魔導はもったいない」

「冗談はおよしになって。本当はそんな体力残ってないのでしょう。マイレーンとの戦いが楽なはずありませんものねえ」

　彼女の言う通りであった。瞬間移動のせいで消耗していた体力をなんとか復活させようとしていたが、先ほどの戦いで使い切っていたのだ。

　それでもカリーンは、努めて冷静に言った。

「私があれくらいのことで倒れるとでも？」

「ええ。ぜひ試したいですわあ」

　槍の一本が、カリーンに向かって放たれる。

　カリーンは飛とび退すさった。穂先が頰をかすめ、血を流す。槍の速度は普段なら軽々避けられる程度だったが、今の彼女には困難だった。

「まあまあ、その程度なんてどうしたのでしょう」

　シャルナーンは嬉しそうに言う。

「わたくしが尊敬するカリーンらしくありませんわあ」

「戯ざれ言ごとを……」

　カリーンは肩で息をしていた。

「お前は私を憎んでいる。私だけではない。あらゆる人間を憎んでいる。隠そうとしても隠せるものではない」

「ふふ……やはりそう見えますわねえ」

　シャルナーンが口を開ける。真っ赤な口こう蓋がいとやけに尖った歯が覗のぞいていた。

「憎くて憎くてたまりませんわあ。わたくしとわたくしの母を迫害し、わたくしの異能の力が優れていると見るや、母から引き離した里の人間。そもそも氏族を里に追いやったものたち。全てを憎んでいますのよ。子孫が全て死に絶え、この世が骸むくろで覆われればこんなに楽しいことはありませんの」

「死骸の上になにを築く。お前自身も虚無を抱えて朽くちるだけだ」

「それも悪くありませんわあ。うふふふ」

　静止していた槍が動く。一本二本ではない。十本以上が空中を移動し、カリーンに狙ねらいをつけた。

　カリーンは動けない。

「お前の馬鹿な欲望が、実現すると思うか……」

「しますわあ。すでにベールランド軍とグーゼルホーフ軍は衝突していますし、ベールランド軍がフィンメルハウゼンの国境を越えるのも間近です。ローディア大陸全てを巻き込む戦争に発展するのもあと少し」

　うっとりとシャルナーンは語っていた。

　彼女の全身から発せられるのは破壊。それも強烈な、破壊と破滅の願望だった。

　しかもシャルナーンが持っているのは、単なる破壊衝動なのだ。壊した後に再生させることなど考えていない。世の中を憎みきった人間が辿たどり着ついた思考だった。

「これから全ての国が滅びますわあ。もちろんフィンメルハウゼンも」

　シャルナーンは槍を少しずつ前進させる。

「仕える国が壊滅するところを見ないように殺してあげるのは、慈悲というものでしょう」

　彼女はうっとりした表情を見せていた。

「愚かなカリーン。その魔導をもってすれば、自らが権力の頂点に立つことも可能だったでしょうに。あたら才能を他人のために浪費するなんて」

　カリーンは呟いた。

「それも悪くはない」

「そうかしら」

「ああ。人には器というものがある。私は権力者にはなれない。氏族は分かっていなかった。魔導が使えるからと言って、全てを掌しよう中ちゆうに収めることなどできない。追放されたのも当然だった。それに」

　彼女はふと、笑った。

「私はメイドだ。性に合っている」

「ならば、メイドとして死んでおしまいなさい！」

　叫ぶシャルナーン。

　だが彼女は、槍を飛ばすことができなかった。

　死を目前にしているはずのカリーンが、まったく恐れていなかったからだ。自らの死をではなく、勝利を得たような雰囲気。

　シャルナーンは躊躇いつつも口を開く。

「カリーン、もしや……」

「いい勘をしている。ベールランド軍はさきほど戦闘を停止した。フィンメルハウゼン国境に向かっていた軍も引き返している」

「この期に及んで噓うそですか」

「真実だ。スイン王が命じた」

「……？」

　シャルナーンははじめて怪け訝げんそうな表情になる。直後に意味を理解して驚愕した。

「まさか……!?」

「スイン様は死んではいない。治療を続けていた。すでに政務を執り行えるくらいに回復している。今はグーゼルホーフ内の軍をまとめるため、こっちへ向かっているはずだ」

　シャルナーンの端たん整せいな顔が崩れていく。夜や叉しやのそれに変へん貌ぼうしていった。

「カリーン、そんなことを隠して……！」

「スイン様を刺したのはお前だろう。そんな人間に話すものか」

　シャルナーンは浮いている槍の一本を手に取った。

「わたくしに負けと言い放つつもりですか！」

「そうだ」

　冷れい酷こくな事実に、シャルナーンは息を詰まらせる。だが彼女は手に力を込め、勢いよく槍を突き出した。

「なら、カリーンが死ねばそれも帳消しです！」

　肉に刺さる音が響く。

　だがそれはカリーンのものではなかった。シャルナーンの頸けい椎ついから発せられていた。

「な……なんですの……」

　食卓用の小刀ナイフだった。それが背後から飛んできて刺さったのだ。

　投げたのはカリーンではない。床で血を流していたはずのメイド、マイレーンだった。

　マイレーンは小刀ナイフを投げたままの恰かつ好こうで言う。

「やかましい女だ……」

「マ……マイレーン……生きて……」

「再生の技は私が一番得意だというのを忘れていたようだな……。ずいぶん痛いが……生きている……」

「く……」

「そしてシャルナーン……お前は再生が大の苦手だ」

「くっ……くっ……」

　シャルナーンは首の後ろに手を回して抜こうとする。だが深く食い込んでおり、さらに血が噴き出していた。

「あっ、あっ……あ……」

「私の胸を貫いた礼だ。釣りはいらんぞ……」

「あ……」












　シャルナーンの首から力が抜ける。血が服を濡ぬらし、身体はそのまま床に倒れ伏す。

　槍が消失した。シャルナーンの命が尽きた証拠であった。

　カリーンは膝で立つ。マイレーンを見つめた。

「私を助けたつもりか」

「どこかの誰かが情けをかけたからな」

　とマイレーン。

「生かしてくれる奴と殺そうとする奴なら、どちらに肩入れするのか分かり切っている」

「今の私は体力がないぞ。ついでに殺す絶好機だ」

「どうせそれもはったりだろう」

　カリーンは薄く笑うと立ち上がる。

「知っていたか」

「何度も騙だまされるか」

　カリーンは服に付いた汚れを軽く払った。

「私はメーニカ様を止めなければならない」

「一緒に来いと言うつもりか？」

「いいや。来ないだろう」

「まあな。それなりに仕えた国の最後を見るのは忍びない。姿を消させてもらう。遠くで暮らすさ」

　ふと、マイレーンは寂しげな色を浮かべる。

「これでお別れだ。もう……会いたくはないな」

「嫌なところで意見が合う」

　カリーンとマイレーンは背を向けた。

　その言葉通り、以後二人の人生が交こう錯さくすることは二度となかった。






　アルメインは黒曜宮殿に入っていた。

　傍かたわらにはメーニカがいる。常に二人は一緒だった。

　これから婚姻の儀のため、エーレントラウトと最後の打ち合わせをする。通常はこの段階になると花はな婿むこと花嫁は、儀式の時まで顔を合わせることがなくなる。だから話をするのはメーニカが引き受けた。

「……ねえ、お兄様」

　メーニカが言う。

「ようやくエーレントラウト皇女と婚姻なさるのですね」

「望み通りか？」

「正直、最初は嫌でした。でも、フィンメルハウゼンのためには仕方ないことです。それに、いい方法を思いつきましたもの」

「そうなのか」

「はい。婚姻の儀のことはメーニカに全てお任せください。すぐにエーレントラウト皇女のことは気にならなくなります。出席者も少なければ少ないほど、手間がかかりませんし」

　料理の支し度たくなどはカリーンが整えている。メーニカはなにをおこなうのか、アルメインは想像できなかった。それでも「止めることはしない」という意識だけはずっと働いていた。

　黒曜宮殿にはサリューンが待っていた。メーニカは彼女に言う。

「メーニカは行ってくるわね。サリューンはお兄様をお部屋にご案内してから来て」

　少女はエーレントラウトの居室へと足を向ける。サリューンは奥の一室にアルメインを通した。

「こちらへどうぞ」

　客間だった。豪勢な調度品が室内を埋め尽くしている。グーゼルホーフ製品は少ない。木工や織物の一流品は、国外から運ばれてくるのである。

　サリューンと二人きりになるのははじめてだとアルメインは思った。このメイドは常にメーニカと共にいて、他者との接点がほとんどない。極端な秘密主義で、メーニカ以外の命令には従わないという。

「では、私はこれで」

　サリューンは一礼して去ろうとした。

　そこでアルメインはあることに気がついた。

　彼女の仕草にどうも引っかかるものを感じていた。今となっては遙はるか以前にしか感じられないこと。自分が代王に任じられる直前の出来事。

　彼の視線は一点に注がれていた。サリューンの腰である。

　そこにはある武器が装着されていた。

「待て。サリューン、だったか」

「はい」

「それは、湾キ曲リ刀チか？」

　メイドが「そうです」と答えた次の瞬間。

　アルメインは目の前の光景を鮮烈なものとして感じた。

　それまでずっと存在していた、のしかかってくるような感覚。これが古ぼけた湾キ曲リ刀チを見た途端に消失したのだ。今までのことが全て剝がれ落ち、心に軽さと明るさが出現する。それは一つの記憶が鮮明なものとして甦よみがえる瞬間でもあった。

　直前までの精神が駆逐され、元来の心が戻ってくる。今発生している出来事と己がなにを成すべきかが明確に知覚できた。

　それだけの力が、湾キ曲リ刀チにはあった。

「俺が買ったものだ」

　サリューンは怪訝な表情になる。直後に気づいた。

「あ……」

「俺がおばさんのために買ったものだ。おばさんとおじさん……古着屋の夫婦を殺めたのはヒルトルート姉さんの差し金だと思っていた。でも違った。サリューン……メーニカの部下であるお前の仕し業わざか」

　アルメインは視線をサリューンに向ける。

　その目はかつての青年、王になると決意したあのときのものであった。

　サリューンが横に飛ぼうとする。だがアルメインはその身体を押さえた。

　手を伸ばして腰から湾キ曲リ刀チを抜く。

「おばさんの仇かたきだ。代王が個人的な事情で感情を爆発させるのは好ましくないけどな。だが、仇だ！」

　サリューンに斬りつける。彼女はかわそうとして顔を痛そうにしかめる。

　アルメインの一撃は右腕に当たっていた。そこはかつてナリアが傷つけた箇所だ。まだ治りきっていなかったのである。

　傷口が開いていた。そしてサリューンに武器はない。

　彼女は自らの不利を察するや、背を向けて駆け出す。

「待て！」

　アルメインは追いかけた。

　黒曜宮殿は一部が増築されており、部屋の作りと廊下が複雑な繋がり方をしている。サリューンはそこを利用して逃げていった。

「どこだ……」

　ふと気づいてアルメインは床を見つめる。

　血の跡があった。赤い染みが点々と続いている。傷から血が流れているのだ。

　後を追う。角を幾度か曲がって奥へと駆ける。

　ひときわ大きな扉の前へと出た。

　サリューンもそこにいた。だが立ち塞がっているわけではない。彼女は床に倒れて事切れていたのだ。

　背中には長剣が刺さっている。これが致命傷となったのは明らかだ。

　ゆっくりと死体から剣が抜かれる。抜いたのはナリアだった。

「危ないところでした、兄上」

　彼女は剣を鞘に収めずに言う。

「このメイドはかねてより危険なものとして、注意していたのです」

「ナリア……」

「あとの始末は私がつけます。兄上はお戻りください」

　彼はそう言われてむしろ接近した。

「……ナリア、いや」

　アルメインは正面から見み据すえる。

「ナリアじゃない……今の俺には分かる。姉さん、ヒルトルート姉さんなんだな」

　ナリアの口の端が、やや曲がる。

「……さすがは我が……弟！」

　ナリアは剣を持たない側の手を振った。

　数本の短剣が飛ぶ。アルメインは湾キ曲リ刀チを使って叩き落とした。

　その隙に、ナリアは扉を開けると身体を滑り込ませる。

「くそっ！」

　アルメインは扉に飛びついた。だがすでに閉まっており、内側から鍵をかけられたのかびくともしない。叩いても響きすらしなかった。

「アルメイン様！」

　後方から声と共に足音が響く。カリーンだった。

　彼女はアルメインを見るや、心の底からほっとした顔をした。

「元に戻られましたか」

「迷惑をかけた。あとでどんな詫わびでもする」

「お止めください。メイドという立場を忘れてしまいそうです」

　アルメインは扉を見上げた。

　頑丈であり、表面は透かし彫りで飾られている。他の部屋とは明らかに違っていた。

「中にナリアが入っていった」

「ここは……エーレントラウト皇女の居室です」

「皇女が中にいるのか？　魔導で開けられないか」

「今の私では体力があまり……部下をこちらに向かわせます」

　カリーンは額の汗を拭ぬぐっている。息も荒い。なのでアルメインは無む理り強じいをしなかった。

　代わりに扉を叩く。

「中でなにかおこなわれているんだ……」

　カリーンが言った。

「盗聴をおこないます」

「え？」

「ある程度離れた場所の会話を聞く魔導です。扉で遮られていようと関係ありません。それくらいなら、体力を振り絞ればなんとかなります」

「すまない。やってくれ」

「一つ、条件があります。会話の内容をアルメイン様にもお伝えしなければなりません。ですので、わたくしを抱いてください」

「なんだって？」

　思わず聞き返したが、カリーンの表情は真ま面じ目めなものだった。

「私が扉に手をつけて会話を聞き取ります。アルメイン様は背後から抱きついてください。それで充分です」

「あ……ああ、それでいいのか。驚いた」

　アルメインは胸を撫で下ろす。カリーンは「どのようなことを想像されたかは追及いたしません」と言うと、扉に手のひらを当てた。

　アルメインはそっと、背後からメイドに抱きつく。

　会話が流れ込んできた。






　室内には三人の人物がいた。

　ナリア、エーレントラウト、そしてメーニカ。

　ナリアとメーニカは向き合っていた。だがエーレントラウトだけは違う。彼女は寝台ベツドに倒れて動いていない。しかも唇は紫色で血の気がない。瞬きもせず、脈もない。

　すでに死んでいた。

「一国の皇女を殺したか……」

　ナリアが呟く。メーニカは言った。

「ええそうよ。メーニカははじめからお兄様と結婚させる気なんてなかったもの。死ぬのは当然だわ」

　憎々しげに死体を見る。唾でも吐きかけそうだった。

「この女、死ぬ直前まで自分がグーゼルホーフの皇女としていられると思っていた。愚かにもほどがあるわ。毒で死ねてよかったくらい」

「そうか。殺して、自らが婚姻の儀に」

「あら、鋭いんですのね。そう、メーニカがお兄様と式を挙げて夫婦になるの」

　メーニカはうっとりとした表情を浮かべる。

「フィンメルハウゼンの代王とグーゼルホーフ皇女の婚姻が、未来の皇帝皇后の式になるのよ。素晴らしいことでしょう」

　ナリアは剣の切っ先をメーニカに向けていた。

「メーニカ……」

「なに、お姉様」

　メーニカは尊大さに溢れている。むしろナリアを圧倒しようとしていた。

「妹に刃を向けるの？」

「なにが……妹だ！」

　彼女は叫ぶ。

「妹がこんなことをするものか、お前は欲望のためにのみ生きる獣だ！」

「いいえ違います。ナリア姉様……ヒルトルート姉様というべきかしら。どちらの意識も、今は外に出てますわよね」

　メーニカはじっと眺めながら続けた。

「メーニカに怒ど鳴なったのはナリア姉様の方かしら。よほど意思が強いのね。それともお兄様を慕うあまり、ヒルトルート姉様を上回ってしまった？」

「…………」

「ヒルトルート姉様なら、メーニカがエーレントラウトを殺してしまったことを怒っているでしょうねえ。利用価値がまだあるって思っているんですから。二人の意思が合わさった状態なのかしら」

　ナリアの瞳の色が目まぐるしく変化する。そして彼女は大きく首を振った。

「どうして、メーニカはここまでするのだ」

「決まってるじゃない。メーニカがお兄様を誰よりも愛しているからよ」

　メーニカはうっとりした表情で言った。

　ナリアの顔が強こわ張ばった。

「お前は妹だろう！」

「あら。ナリア姉様がそんなこと言ってもいいのかしら。それとも姉様はお兄様のことを好きじゃないと言うの？」

　ナリアは歯を嚙み鳴らす。メーニカはせせら笑った。

「本音を言えない姉様なんかよりも、メーニカは素直ですの。愛するお兄様に権力の頂点に上ってもらうことが妹の役割じゃない？」

「そのために、お前は兄上の人格すら変えてしまったのだな」

「ちょっと薬を強くしただけですわ」

　メーニカは言った。

「お兄様は冥玉によって守られていますの。前は薬を盛ってもあんなことにならなかった。でもあのときは、恐らく冥玉の力が弱まっていた。だからあんなに効き目を発揮したんです」

「つまり、お前が黒幕と言うことだろう」

　ナリアは長剣を構え直す。一歩だけ近づいた。

　メーニカは軽く手を上げて制する。

「待って姉様。どうして兄様がああなったのか、続きがあります」

「さっさと言うんだな。私はこれ以上殺意を抑える自信がない」

「冥玉はヒルトルート姉様と繋がることで力を増したんですの。死んだはずのヒルトルート姉様は冥玉と一体になることで精神だけが存在した」

「知っている。酷ひどい目に遭あった」

　ナリアは取り憑かれていたのだ。メーニカはその気持ちを察したかのように笑う。

「つまりですね、ヒルトルート姉様は冥玉と一つになることで力を得て、反対に冥玉そのものが力を弱めてしまった。そしてヒルトルート姉様はナリア姉様の中に入っていた。結果として冥玉はお兄様の心を守れなくなった。つまりお兄様がああなったのは、ナリア姉様にも責任があるんですの」

　衝撃的な言説に、一瞬ナリアの頭が眩くらんだ。

　ナリアはアルメインの護衛役として最大限の誇りを持っている。アルメインの手足となって動くことも名誉だと思っていた。兄を支えることが当然だと信じて疑っていない。

　なのに、アルメインのあの態度は、自分にも責任があると突きつけられた。

　兄の暴走を止められなかったという悔くやしさ。心に侵入された無念さが、一気に押し寄せて頭を殴られたような衝撃となったのだ。

　彼女は奥歯を嚙み、声を絞り出す。

「詭き弁べんだ……。私がどうあれ、お前は兄上を操ろうとしていただろう。それにヒルトルート姉様に取り憑かれるなど、普通は予想もしない」

「ええ分かってますわ。でも、姉様はそれで自分の気が晴れるんですの？　お兄様を守ることに命まで懸かけようとしているのに」

「黙れ……」

　ナリアはうめく。メーニカの言葉が欺ぎ瞞まんに満ちているのは理解している。だが自らがヒルトルートに支配され、兄を守れなかった事実が圧力となっていた。

　彼女の心に、後こう悔かいという名の雲が、ゆっくりと広がっていく。

　こんな情勢になった責任感と合わさり、心を侵食していった。

　そして、心の内のヒルトルートが顔を出す。

　フィンメルハウゼン一の権力者だった女性の囁き声がした。

（殺すのですナリア……）

　声は頭だけではなく、身体の隅々まで響く。

（スインが生きており、これでアルメインとフィンメルハウゼンは生きながらえます。もはやメーニカは目障りでしかありません……。殺してしまいなさい……）

「姉様、どうしました」

　メーニカが嘲あざ笑わらう。ナリアは呟く。

「黙れ……」

「少なくともメーニカは、お兄様を頂点にしようとしてましたわ。姉様はどんなことをしたのかしら」

「黙れー!!」

　ナリアはメーニカに斬りかかった。

　刃が妹に届こうかという瞬間。

　大きな音と共に扉が開いた。

「ナリア、止めろ」

　入ってきたのはアルメイン。そしてカリーンだった。扉の外にはメイドが数人いた。彼女たちが魔導で鍵を強引に開けたのだ。

「剣をしまうんだ」

「……そんなことはしない」

　ナリアはヒルトルートの声で言う。

「メーニカはエーレントラウトを殺めたのよ。あなたとの婚姻がこれで不可能になった。罰を与えるわ。それとも」

　ナリアがアルメインを睨んだ。

「可か愛わいい雛ひな鳥どり。あなたは私に逆らうつもり？」

　アルメインは一瞬言葉を詰まらせる。あのときの声と手の動きが甦ってくる。

　彼はよろめいた。また自分はこの姉に囚とらわれてしまうのだろうか。幼き時に、心の奥底を傷つけた恐るべき姉。

　一歩、二歩。彼は後ろに下がる。

　そこで踏みとどまった。

「聞いてくれ……ナリア」

　彼は声を絞り出した。

「俺はヒルトルート姉さんの手から逃れようとした。今でもそうしている。ヒルトルート姉さんは毒だ。体中を蝕むしばんでいく毒なんだ。追い出さなければ、自分の力で追い出さないと一生毒は抜けない」

「私を毒だと……」

「戦ってくれナリア。俺も戦う。俺たち兄きよう妹だいは、ヒルトルート姉さんの呪じゆ縛ばくから自由にならなきゃならないんだ！」

「あ……」

　ナリアは言葉にならない言葉を漏らす。

「ああああーっ!!」

　ナリアの身体が震える。全身の毛が逆立ち、霊気が立ちのぼる。

　それらは陽炎かげろうのようになりナリアにしがみつこうとする。だが彼女は裂れつ帛ぱくの気合いで振り払おうとしていた。

（ナ、ナリア……）

　ヒルトルートの声がかすれる。

（あなたも……弟だけではなく、妹も逆らうの……!?）

「出ていってください、ヒルトルート姉様……」

（ナリア……！）

「私の身体から出ていけー！」

　霊気は輝く。次の瞬間。

　光が弾けた。

　誰もが目を覆い、まぶしさから瞳を守る。光が収まったとき、そこにいるのはフィンメルハウゼンの騎士に戻ったナリアであった。

　アルメインは言う。

「……ナリア」

「はい、兄上」

「剣をしまうんだ」

「はい」

　彼女は長剣を引くと、鞘に収めた。

　メーニカはやってきたアルメインに向けて、目を輝かせた。

「お兄様、助けてくださったのですね！　ナリア姉様が、ううん、姉様に取り憑いたなにものかがメーニカを殺そうとしたんです」

「メーニカ」

　アルメインは固い声を発する。

「俺になにをやったのか、もう知っている」

　彼は二人に接近した。

「カリーンが念話で中継してくれた。俺には到底メーニカを許すことができない」

「お兄様……」

　メーニカの表情が驚愕のまま張りつく。耳にしていることが信じられないという面おも持もちだった。

　アルメインはなおも話す。

「メーニカは俺が気兼ねなく接することができた肉親だ。甘えていた俺にも責任がある。罪は罪だとしても」

「な……なにをおっしゃっているんですの」

　メーニカは声を震わせた。

「メーニカのやったことが罪なんですか……」

　アルメインは首肯した。

「代王におこなった行為、本来なら死罪に当たる。だが、代王の名において減刑したい」

　彼は青白い顔をしたままの妹に向かって言った。

「療養するんだ、メーニカ。病を発して公の場に出ることができなくなった。それだけを発表する。あとは穏やかに暮らすといい」

「嫌です！」

　メーニカは叫ぶ。

「メーニカはお兄様を皇帝にするのです！　皇帝としてローディア大陸を統治し、メーニカは皇后として側そばにいます！」

「俺たちは兄妹だ」

「関係ありません！　お兄様が世界を統すべるところを、屍し山ざん血けつ河がの上に帝国を築くところを見せてください！」

「それがいけないんだ、メーニカ」

　アルメインは静かに語る。

「死体の山には価値はない。死体は子を産まないし富も作らないからだ。だから歴代の王はなるべく死者を少なくして国を治めようとしていた。メーニカのいう帝国は、ただの暗闇で空虚な空箱だ」

「それでもいいのです！　世界に必要なのは、メーニカとお兄様の二人だけなのですから！」

　メーニカはアルメインに近づいた。表情は必死さと苦悶と屈辱にまみれており、あの人形のような可か憐れんさは微み塵じんもなかった。

「お兄様……メーニカと共に、世界帝国を築いてください」

「…………」

「他の人間の言うことに耳を貸す必要なんてありません。ナリア姉様も、不ふ埒らちなメイドも、皆、殺してください！　世界は二人だけのものなのです！」

　メーニカは両手を合わせて懇願するように叫んでいる。瞳は必死であり狂気を孕はらんでいた。アルメインにすがりつく勢いだ。

　直前まで迫る。

「お兄様……！」

　ナリアがはっとする。

「兄上、離れてください！」

　彼女はアルメインを突き飛ばした。そしてメーニカの手を摑む。

　小さな手には、細い針が握られていた。

　ナリアはメーニカの手を持ち上げる。

「毒針か！　これでエーレントラウト皇女を殺めたな」

　少女の顔は、憎々しく歪む。

「どこまで邪魔をするの……！」

「兄を殺す妹など……」

「メーニカのものにならないお兄様は死んでしまえばいいのよ！」

「そうはいくか！　兄上をお守りするのが私の役目だ！」

「だったら、姉様に死んでもらうわ！」

　メーニカはナリアの手から自分の腕を抜くと、針を突き出した。

　ナリアは直前でかわす。身体を無理に捻ひねったため体勢を崩し、倒れそうになった。

「本当に邪魔な女、死んで！」

　毒の針がナリアに刺さろうとする瞬間。

　メーニカは身体ごと押さえられた。

「な……お兄様!?」

　彼女を制したのはアルメインだった。両手で抱え上げるようにする。そして言った。

「カリーン」

　メイドは素早く進み出ると、メーニカの目の前に手のひらをかざす。一瞬だけ空気が震えると、小さな少女はアルメインの腕の中で意識を失った。

　息はあった。アルメインはメーニカをそっと床に横たえた。

「メーニカ……」

　アルメインは呟く。

「俺はお前の希望に応えることはできない。なにより……」

　拳こぶしを少しだけ握りしめた。

「おばさんを殺したことはやはり許せないんだ。だがそれも俺の罪だ。お前の分まで引き受ける」

「兄上、どうなさるおつもりですか」

　ナリアが問う。彼はゆっくりと言う。

「このままだ……。カリーンに任せる」

　メイドは静かに頷いた。

「メーニカ様はこのまま眠りについてもらいます。いつまでかは私にも分かりません。夢の中でならどのような野望も叶えることができましょう。もしかしたら目覚めたあとに歴史の語り部となるか、あるいは野望を再開させるかもしれません。どちらにせよ私たちには想像もできない先の話です」

「それでいい」

　彼はカリーンに、メーニカの身体を移動させるように命じた。

　カリーンは部下に命じて、メーニカの身体を運び出させた。

「私も退出いたします。お二人で話された方が良いと思われますので」

「一緒にいてくれ。今回のことで、君は本当によくやってくれた。隠しごとはしたくない」

　アルメインの言葉に、カリーンはゆっくり首を振る。

「ありがたいお言葉ですが、しょせん私はメイドです。生きる世界が違います」

「そんなことはない」

「私もかつて、平穏な暮らしを夢見たことがありました。側に愛する男性が一人いれば望むものは他にないと。ですが今の私にそんな資格はありません。様々な事柄に関わりすぎました。その代償です」

「メイドの仕事が嫌なら辞めたって構わない。年金は弾むし、友人として接しよう」

「そうではありません。この仕事には誇りを持っています。ただ私は、未練を断ちたいのです。それが自分なりの決心です」

　彼女は言葉の裏に多大な決意を込めながら話していた。

　カリーンはこのとき、これまで抱いていた感情を殺していた。彼女がフィンメルハウゼンやアルメインのために奮闘したのはある気持ちのためであり、それが行動力の源泉であった。畏い愛あいする男性のために全てをかけていた。だが全て片付いた以上、それを持ち続けるのはありえない。それがメイドとしての職業意識であり、強さでもあった。

　アルメインにそれらのことは分からない。だが、翻意させるのは不可能だとも理解していた。

　カリーンは頭を下げ、そして部下に続き、部屋から出て行った。

「……ナリア」

　ナリアは返事をした。

「はい、兄上」

「メーニカが言っていたこと、あれは……」

「本心です」

　ナリアははっきりと言った。

「私は兄上を敬愛しております。それは騎士としての使命や兄妹の愛情を超えたものです。ずっと……昔からそうでした」

　彼女はアルメインを見据えていた。

「私は兄上の実の妹です」

「え……」

「偽りではありません。どのようにして知ったのかは、ここでは申しません。実の妹であろうと、兄上への情愛は強まるばかりでした。エーレントラウト皇女との婚姻を耳にしたときは胸を掻きむしりたくなりました。何度も自らを問い、否定したくなりましたが、噓ではないのです」

　そっと、自らの胸に手を当てる。

「この気持ちは、生涯消えることはありません」

　アルメインは彼女を見つめていた。

　ナリアの姿はいつもと同じで、精悍だった。幼い頃からアルメインを守る誓いを立て、それを通している。自らに課した使命を破ることはない。故にヒルトルートに操られたときも深く悔いていた。

　この使命は、ひとえに愛から生まれたものだった。彼女は愛する人を守り、側にいたかったのである。

「本当なら……私にメーニカを非難する権利などないのです」

　ナリアは呟いた。

「私とメーニカは同じ穴で暮らす生き物です。一歩間違えばメーニカと同じ行動をとっていたでしょう。それこそ、ヒルトルート姉に操られたのと同じように」

「だけどナリアは俺を守ってくれた」

「いいえ。むしろ私が兄上に守ってもらいました。兄上が制止してくれなければ、メーニカを殺めていたことでしょう。その後悔はずっとついて回ります」

　彼女ははっきりと言った。

「兄上は私の恩人です。愛しております」

　アルメインはしばらく、時間が止まったように感じた。

　遠くで鳥の鳴き声がする。人の声も。だがここだけは、それらから切り離されたように存在していた。

　やがてアルメインが口を開く。

「……俺はフィンメルハウゼンの代王だ」

「はい」

「そして役目がある。エーレントラウト皇女亡き今、グーゼルホーフを治める人間がいない。すでに結婚したことにする手もあるんだが……」

　彼はナリアを見つめた。

「グーゼルホーフ王家の養子にならないか」

　ナリアは驚いて見返す。

「私が……ですか」

「そうだ。内戦のおかげでグーゼルホーフの有力者は軒のき並なみいなくなった。ナリアが養子になったところで反対する人間はいない。そうすればすぐにでもナリアはグーゼルホーフを統治できるぞ」

「私はグーゼルホーフに縁もゆかりもありません」

「生前のエーレントラウトと約定を結んだ。子供ができないことに備えて、誰か養子を取ると。彼女は死んだが約束は生きている」

「……それは私に、王になれということですか」

「そうだな」

　アルメインは言う。

「フィンメルハウゼン＝グーゼルホーフ連合王国の、一方の王だ」

「私に王となる素質があるとお思いですか」

「もちろん」

　アルメインは断言する。彼はナリアにこれらのことができると信じていた。彼女の才覚は、単なる一騎士の範はん疇ちゆうに収まるものではないのである。

　ナリアはしばらく考えた。そして言う。

「お断りします」

「おい!?」

「どれだけ理屈を並べようと、フィンメルハウゼン王家の人間がグーゼルホーフ王家を乗っ取っては人心の離反を招くでしょう。やるのなら迅速ではなく慎重に進めるべきです。どこかにグーゼルホーフ王家の生き残りがいるはずですから、玉座に座らせてあとは兄上が執務をおこなってください」

「ナリアはなにをするんだ」

「私は兄上の護衛です。常に側にいます。その方が……」

　ナリアは顔を赤くした。

「あ、兄上の体温を感じられますから……」

「そうか……」

　アルメインは力を抜いた。苦笑いをする。

「フィンメルハウゼンよりも大きな国が手に入るぞ」

「兄上の側にいなければ、心を摑むこともできません」

「実はもう一つ提案があった。ベールランドのさらに向こうにあるウィッタリア国では、しばしば兄弟間で夫婦となる。そんな風習があるんだ。二人で移り住むこともできた。もちろん俺は女性への恐怖を克服するように努力する」

　その刹せつ那な、ナリアの顔が歓喜に染まる。だが即座に首を振った。

「それでは兄上が自らの夢を実現できなくなります」

「そうだな。大陸に平和をもたらす。馬鹿げた負の連鎖を終わらせる。おばさんたちのような、不幸な死者をなくす。そんな夢だ」

「お手伝いします」

　彼は、そう答える妹を見つめた。

「それはずっと、俺の妹のままでいるということだ」

「……分かっています。誓いました」

　彼女は幼いときのこと、白磁宮殿の庭で誓ったときのことを語っているのだ。

　アルメインもあのときのことはよく覚えていた。

　ナリアは跪く。そして剣を鞘ごと差し出した。

「改めて、兄上の剣として盾としての誓いを」

「受けよう」

　アルメインは鞘から剣を抜く。平らな部分をナリアの肩に置いた。












「フィンメルハウゼン代王アルメインの騎士としての誓いを受け入れる。生けるときも死すときも、王家の守護としてあるように。このものに双神の加護があらんことを」

「ありがたき幸せ」

　ナリアは立ち上がる。その瞳はわずかに潤うるんでいた。彼女が心にどのような思いを押し込んだのか、それは分からない。

「なあ、ナリア」

「なんでしょう」

「今の俺には無理だが、将来、大陸が統一されたら俺は妻を迎えるかもしれない。そのとき自分の騎士から選ぶのも不可能じゃない。誰も文句をつけるやつがいないからな」

「将来のことは将来です。今は考えないようにします」

「そうだな。すまない、我が騎士」

「とんでもありません。代王」

　終わったことを見透かしたように、カリーンが入ってきた。

「アルメイン様、スイン王が面会を求めています。恐らく派兵されたベールランド軍の費用を負担して欲しいとかそのようなことでしょう」

　アルメインは渋い顔をした。

「あいつは守しゆ銭せん奴どだ」

「支援を受けたお礼はしませんと」

「やれやれ。大陸統一の前途は多難だ。いくぞナリア」

「はい」

　アルメインとナリアは部屋を出た。カリーンが後に続く。

　彼がローディア大陸を統一するのは、それから十年後のことであった。
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　築つき地じです。「冥めい玉ぎよくのアルメイン」も四巻目。これにて最終回となります。陰謀と変態だらけの作品でしたが、ここまで書くことができたのはひとえに読者の皆様のおかげです。感謝してもしきれません。




　実はこの本、最後の行まで書ききったとき、思わず深々とため息をついてしまいました。一種の脱力状態です。やりたいことをやったという満足感と、終わってしまったという虚脱感。本当にぼんやりしています。このような作品を以前からやりたくて、ついに実現したのです。

　このような陰謀ものというか、一皮剝むけばドロドロみたいな話は昔から好きでした。それこそ横よこ溝みぞ正せい史しの小説のようなミステリや、史実のメディチ家のような壮大な歴史物まで、どれもこれも大好物です。そして私は、「孤立した山村で起こる人間模様」ではなく、「国と国を舞台にした愛憎劇」がやってみたかったのです。

「冥玉のアルメイン」の舞台であるフィンメルハウゼンと周辺国家は完全なフィクションです。ですが、実在したイタリア小国群の影響を強く受けています。特にドラマ「ボルジア家」の舞台となったローマは常に念頭にありました。首都リューブルグに双そう聖せい教きようの聖座があるのは、こんな理由によります。

　現代日本ではないので、出てくる単語にも一応気を遣いました。特に通常ならカナカナで書くべき名詞も、なるべく漢字に置き換えてルビを振っています。大半は日本名か中国語名ですが、どうしてもしっくりこないものは造語にしました。そしてメイドだけは何な故ぜかカタカナのままです。書いているうちにこれだけはカタカナがよく思えてきたのです。違和感があるようでしたら、その責は作者にあります。

　唯ゆい一いつ、悩ましかったのは登場人物で、現代的な発想をするキャラクターが多くいます。書いている人間も読む人間も現代人なので、感情移入のためにそうしたのですが、やはり不自然なところが出てくるなあと反省しきりです。特にシャルナーンはなんだか二十世紀のサイコパスみたいで、こういう時代にこの手のタイプは登場し得たのかどうか、よく分かりません。それこそファンタジーということでご容よう赦しやください。

　作中であまり触れることができませんでしたが、この世界の軍隊は行軍速度がかなり速くなっています。補給や道路状況に劇的な改善があったというよりは、物語の都合上です。本来なら海運を利用したかったのですが、三国志みたいになってしまうので自主的に没としました。騎兵の数も多すぎたかも知れません。次回またファンタジーものを書くときは、そのあたりをもきちんとしたいと思います。




　書きたいことはまだまだありますが、このあたりで幕引きとさせていただきます。最後までおつきあいいただいた全ての皆様に、最大限の感謝を捧げます。本当にありがとうございました。
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